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初
春
を
迎
え
、
会
員
の
皆
様
に
謹
ん
で
新

年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
息
の

長
い
景
気
拡
大
局
面
が
続
き
ま
し
た
が
、
経

済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
る
競
争
の
激
化
や
、

デ
フ
レ
経
済
か
ら
の
脱
却
の
遅
れ
も
あ
り
、

成
長
率
等
に
お
い
て
従
来
と
は
大
き
く
異
な

る
内
容
と
な
り
ま
し
た
。
原
油
価
格
や
原
材

料
費
の
高
騰
等
も
加
わ
り
、
産
業
や
企
業
規

模
に
よ
っ
て
ど
う
し
て
も
景
気
に
対
す
る
実

感
や
回
復
の
速
度
に
バ
ラ
ツ
キ
が
生
じ
て
し

ま
う
の
が
実
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
県
内
経

済
に
目
を
転
じ
ま

す
と
、
改
正
建
築

基
準
法
の
施
行
に

よ
っ
て
新
設
住
宅

着
工
戸
数
が
落
ち

込
み
、
設
備
投
資

に
関
し
て
も
慎
重

な
姿
勢
が
強
ま
り

ま
し
た
。
実
質
経

済
成
長
率
は
１
・

８
％
程
度
と
な
り
、

前
年
に
比
べ
ま
す

と
低
下
す
る
見
込

み
で
す
。

一
方
、
政
治
の

面
で
は
、
参
議
院

に
お
い
て
自
民
党

が
大
幅
に
議
席
を
減
ら
し
、
そ
の
他
に
も
、

首
相
の
交
代
や
、
年
金
問
題
等
で
め
ま
ぐ
る

し
い
一
年
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
選
挙
の

多
い
年
で
し
た
が
、
上
田
知
事
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
企
業
誘
致
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援
、

安
全
・
安
心
へ
の
取
り
組
み
な
ど
の
実
績
を

基
に
再
選
を
果
た
さ
れ
、
県
政
の
基
盤
を
確

固
た
る
も
の
に
さ
れ
ま
し
た
。
誠
に
、
喜
ば

し
い
限
り
で
す
。

次
に
、
今
年
の
県
内
情
勢
を
展
望
し
ま
す

と
、
一
連
の
企
業
誘
致
策
が
功
を
奏
し
、
企

業
の
集
積
度
が
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
待
望

の
「
圏
央
道
」
延
伸
も
、
３
月
に
は
川
島
Ｉ

Ｃ
が
開
通
の
予
定
で
あ
り
、
県
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
で
周
辺
の
産
業
基
盤
作
り
も
順
調
に

整
い
つ
つ
あ
る
な
ど
、
明
る
い
話
題
に
溢
れ

て
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
年
の
県
内
経
済
で
す
が
、
民
間

企
業
の
設
備
投
資
は
再
び
増
勢
が
強
ま
る
も

の
と
見
て
い
ま
す
。
昨
年
１０
月
の
経
済
産
業

省
の
工
場
立
地
動
向
調
査
結
果
に
よ
り
ま
す

と
、
埼
玉
県
は
立
地
件
数
で
全
国
第
５
位
の

４２
件
、
ま
た
、
面
積
で
は
全
国
ト
ッ
プ
の
１

５
６
ｈａ
で
あ
り
、
県
内
で
の
企
業
の
設
備
投

資
意
欲
が
根
強
い
こ
と
が
伺
わ
れ
ま
す
。
住

宅
投
資
も
、
法
改
正
に
よ
る
着
工
の
遅
れ
は

少
し
ず
つ
正
常
化
し
て
お
り
、
今
年
は
増
勢

に
転
じ
る
も
の
と
予
想
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
勘
案
し
ま
す
と
、
原
油
や
原
材

料
価
格
の
高
騰
、
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題
に
よ

る
国
際
金
融
不
安
な
ど
下
振
れ
要
因
を
抱
え

て
い
る
も
の
の
、
県
内
の
実
質
経
済
成
長
率

は
２
・
４
％
、
名
目
成
長
率
は
２
・
６
％
と

予
想
し
て
お
り
、
１１
年
振
り
に
実
質
成
長
率

を
上
回
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

次
に
、
今
年
の
課
題
と
会
運
営
に
つ
い
て

で
す
が
、
埼
玉
県
を
始
め
関
係
諸
機
関
と
の

連
携
は
益
々
そ
の
重
要
度
を
増
し
て
い
ま
す
。

個
別
の
連
携
に
加
え
、
最
近
で
は
、
産
業
労

働
部
と
教
育
局
、
福
祉
部
と
産
業
労
働
部
と

い
っ
た
県
庁
内
の
部
門
間
、
更
に
は
、
文
部

科
学
省
と
経
済
産
業
省
、
そ
し
て
県
の
三
者

を
橋
渡
し
す
る
役
割
も
務
め
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
産
業
人
材
・
教
育
問
題
で
は
、
ヒ
ア

リ
ン
グ
や
、
中
央
か
ら
の
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し

て
の
招
聘
も
多
く
、
高
い
評
価
を
い
た
だ
い

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
こ
で
、
当
会
が
今
年
取
り
組
む
べ
き
テ

ー
マ
で
す
が
、一
つ
は「
全
員
参
加
型
社
会
」

の
推
進
で
す
。
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
、

少
子
化
・
高
齢
化
が
進
行
す
る
中
で
、
経
済

の
活
力
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
年
齢
や
性

別
に
囚
わ
れ
ず
、
全
て
の
人
が
力
を
発
揮
で

き
る
「
全
員
参
加
型
社
会
」
を
実
現
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
二
つ
目
は
、
社
会
シ

ス
テ
ム
や
基
本
的
な
枠
組
み
の
変
革
へ
の
対

応
で
あ
り
ま
す
。
個
別
企
業
に
お
い
て
は
、

企
業
形
態
や
経
営
環
境
に
応
じ
、例
え
ば「
人

事
・
賃
金
制
度
」
な
ど
で
再
構
築
が
求
め
ら

れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

社
会
全
体
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、「
ワ

ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
」
の
推
進
が
課
題
と

な
り
ま
す
。

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
関
係
で
は
、

連
合
埼
玉
と
共
同
で
設
置
し
た
「
埼
玉
県
地

域
労
使
就
職
支
援
機
構
」
に
お
い
て
、
こ
こ

数
年
、「
新
し
い
生
き
方
・
働
き
方
」
と
題

し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
す
る
等
こ
の
問
題

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
生
産
性
向
上
と

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
は
、
人
々

の
勤
労
意
欲
を
高
め
、
豊
か
な
国
民
生
活
に

繋
が
る
も
の
で
あ
り
、
国
・
県
・
産
業
界
・

労
働
界
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
が
不
可
欠

と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
会
員
の
ニ
ー
ズ
を
更
に
多
角
的
に

吸
収
す
る
た
め
、
皆
様
と
の
交
流
の
機
会
を

増
や
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
従
来
の

事
業
は
き
ち
ん
と
継
続
し
た
上
で
、
会
員
ト

ッ
プ
同
士
の
交
流
・
意
見
交
換
の
場
を
拡
充

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
他
、
長
期
的
な
テ
ー
マ
と
し
て
は
道

州
制
が
あ
り
ま
す
。
地
域
の
活
性
化
の
観
点

か
ら
、
情
報
収
集
や
勉
強
会
を
継
続
的
に
実

施
し
て
参
り
ま
す
。

我
々
は
未
来
の
世
代
へ
の
責
任
を
全
う
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
昨
年
は
、
本
来
地

域
を
支
え
る
べ
き
名
門
企
業
に
お
い
て
食
品

偽
装
な
ど
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
世
相
を
表
す

漢
字
の
第
一
位
が
『
偽
』
で
あ
る
こ
と
な
ど
、

産
業
界
と
し
て
は
恥
ず
べ
き
こ
と
で
す
。「
因

果
応
報
」
は
世
の
常
で
あ
り
、
ト
ッ
プ
は
、

自
ら
企
業
の
社
会
的
責
任
を
チ
ェ
ッ
ク
す
べ

き
で
す
。
次
代
を
担
う
子
供
た
ち
の
た
め
に

も
、
今
年
こ
そ
は
同
じ
『
ギ
』
で
も
『
義
』

が
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
、
努
力
が
求
め

ら
れ
ま
す
。『
義
』
は
公
正
で
道
徳
に
あ
っ

た
行
為
・
道
理
で
す
。
新
渡
戸
稲
造
も
、「
武

士
道
」
の
中
で
始
め
に
『
義
』
を
取
り
上
げ
、

武
士
道
の
光
輝
く
最
高
の
主
柱
と
捉
え
て
い

ま
す
。
正
に
今
で
言
う
企
業
の
社
会
的
責
任

（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）
で
あ
り
、
そ
の
実
践
は
経
営
者

自
ら
の
責
務
で
あ
り
ま
す
。

社
会
が
大
き
く
変
革
せ
ざ
る
を
得
な
い
中
、

難
局
を
ど
う
打
開
し
て
い
く
か
、
歴
史
上
手

本
と
す
べ
き
前
例
が
な
い
今
こ
そ
、
皆
様
の

心
と
知
恵
を
一
つ
に
し
て
総
力
を
結
集
す
る

�

�

必
要
が
あ
り
ま
す
。
正
に
、「
和
魂
埼
才
」

で
あ
り
ま
す
。
当
会
は
、
こ
の
よ
う
な
「
結

集
」
を
ベ
ー
ス
と
し
て
関
係
機
関
と
の
連
携

を
深
化
し
て
参
り
ま
す
。
幸
い
、
私
ど
も
と

県
と
の
間
に
は
、
従
前
の
強
固
な
連
携
に
加

え
、
昨
秋
２
つ
の
会
も
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

知
事
と
経
済
人
と
の
「
政
策
懇
談
会
」、
県

幹
部
と
経
済
人
と
の
「
埼
玉
未
来
研
究
会
」

で
す
。
こ
う
し
た
県
と
の
関
係
に
加
え
て
、

従
来
か
ら
緊
密
な
関
係
を
構
築
し
て
い
る
埼

玉
労
働
局
・
関
東
経
済
産
業
局
等
の
国
家
機

関
、
産
学
連
携
の
地
元
大
学
、
就
職
困
難
者

対
策
で
も
協
同
し
て
い
る
連
合
埼
玉
等
関
係

諸
機
関
と
の
『
調
和
と
連
携
』
の
下
で
、「
活

力
あ
る
経
済
社
会
」、「
希
望
の
未
来
」
へ
向

か
う
諸
課
題
に
一
歩
一
歩
取
り
組
む
所
存
で

す
。最

後
に
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
を
祈
念
し
、

私
か
ら
の
年
頭
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。
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こ
の
た

び
理
事
会

に
お
い
て
、

副
会
長
に

選
任
さ
れ

ま
し
た
武

蔵
野
銀
行

の
加
藤
で
ご
ざ
い
ま
す
。

は
じ
め
に
、
弊
行
故
三
輪
前
頭
取
の
逝

去
に
際
し
ま
し
て
は
、
埼
経
協
ニ
ュ
ー
ス

で
ご
案
内
い
た
だ
き
ま
し
た
他
、
本
会
会

員
の
皆
様
に
ご
厚
情
を
賜
り
ま
し
た
こ
と

を
、
こ
の
場
を
お
借
り
い
た
し
ま
し
て
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

当
協
会
は
、
埼
玉
県
に
お
け
る
戦
後
の

経
済
・
産
業
の
発
展
に
六
十
余
年
に
亘
り

多
大
な
る
貢
献
を
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
そ
の
道
程
は
決
し
て
平
坦
な
も

の
ば
か
り
で
は
な
く
、
幾
多
の
困
難
を
も

諸
先
輩
方
の
弛
ま
ぬ
努
力
と
英
知
に
よ
り

克
服
さ
れ
現
在
に
い
た
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
長
い
歴
史
と
輝
か
し
い
実
績
を

誇
る
当
協
会
の
副
会
長
を
拝
命
し
、
そ
の

責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

さ
て
、
現
在
の
埼
玉
県
内
の
景
気
動
向

に
つ
い
て
は
、
引
続
き
高
水
準
に
あ
る
も

の
の
若
干
伸
び
は
鈍
化
し
て
い
る
感
が
あ

り
ま
す
。
生
産
活
動
は
電
気
機
械
、
精
密

機
械
、
輸
送
機
械
な
ど
で
堅
調
で
す
が
、

個
人
消
費
は
横
ば
い
の
動
き
が
続
き
、
設

備
投
資
は
先
行
指
標
で
あ
る
民
間
建
築
着

工
床
面
積
（
非
居
住
用
）
が
一
時
的
に
増

加
し
て
い
る
も
の
の
、
基
調
と
し
て
は
や

や
弱
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
住
宅
建
設
は
、

改
正
建
築
基
準
法
施
工
の
影
響
も
あ
り
こ

れ
ま
で
に
比
べ
や
や
弱
い
動
き
で
推
移
し

て
い
ま
す
。
今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当

面
は
底
堅
さ
を
保
ち
つ
つ
も
踊
り
場
状
態

が
続
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
反
面
、

設
備
投
資
面
で
は
、
ホ
ン
ダ
の
小
川
・
寄

居
工
場
着
工
や
関
連
企
業
の
進
出
や
圏
央

道
の
延
伸
に
伴
う
沿
線
へ
の
物
流
施
設
集

積
等
を
背
景
に
持
ち
直
し
が
期
待
さ
れ
ま

す
こ
と
か
ら
、
県
内
経
済
は
、
近
県
に
比

し
て
も
今
後
更
な
る
発
展
の
可
能
性
を
秘

め
て
お
り
ま
す
。
同
時
に
雇
用
、
人
材
育

成
、
環
境
問
題
な
ど
企
業
経
営
に
と
っ
て

の
課
題
も
多
く
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
う
し
た
課
題
を
克
服
し
、
県
内
産
業
、

地
域
社
会
の
発
展
の
た
め
、
私
自
身
及
ば

ず
な
が
ら
微
力
を
尽
く
し
て
い
く
所
存
で

あ
り
ま
す
。
同
時
に
私
ど
も
銀
行
業
務
を

通
じ
、
企
業
経
営
者
の
皆
様
の
お
役
に
立

つ
べ
く
、
精
一
杯
努
力
す
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
会
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
ご
支
援
、
ご
協
力
の
程
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

【
生
年
月
日
】

昭
和
二
十
一
年
二
月
五
日

【
学
歴
及
び
職
歴
】

昭
和
三
十
九
年
三
月

埼
玉
県
立
大
宮
商

業
高
等
学
校
卒
業

昭
和
三
十
九
年
四
月

武
蔵
野
銀
行
入
行

平
成
二
年
四
月

東
京
支
店
副
支
店

長

平
成
三
年
十
一
月

春
日
部
支
店
支
店

長

平
成
六
年
二
月

総
合
管
理
部
経
営

政
策
室
長

平
成
八
年
六
月

取
締
役
総
合
管
理

部
長

平
成
十
一
年
四
月

常
務
取
締
役

平
成
十
四
年
六
月

専
務
取
締
役

（
代
表
取
締
役
）

平
成
十
六
年
六
月

取
締
役
副
頭
取

（
代
表
取
締
役
）

平
成
十
九
年
八
月

取
締
役
頭
取

（
代
表
取
締
役
）

本
会
と
連
合
埼
玉
を
母
体
と
す
る
埼
玉
県
地

域
労
使
就
職
支
援
機
構
は
「
こ
こ
ろ
豊
か
な
生

き
方
・
働
き
方
」
〜
障
害
者
の
雇
用
促
進
を
考

え
る
〜
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
後
援
�
厚
生
労
働
省
埼

玉
労
働
局
、
埼
玉
県
）
を
十
二
月
五
日
�
さ
い

た
ま
市
の
大
宮
法
科
大
学
院
大
学
二
階
講
堂
に

て
開
催
し
た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
三
〇
〇
名
が

参
加
し
会
場
は
ほ
ぼ
満
席
の
状
態
と
な
っ
た
。

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
委

託
を
受
け
た
地
域
労
使
就
職
支
援
機
構
が
八
月

〜
九
月
に
行
っ
た
調
査
「
就
職
困
難
者
の
雇
用

実
態
」
と
「
雇
用
支
援
制
度
導
入
奨
励
金
」
に

関
す
る
調
査
結
果
（
結
果
概
要
は
別
掲
）
を
も

と
に
、
就
職
困
難
者
の
中
で
も
特
に
障
害
者
雇

用
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
障
害
者
と
企
業
を
結

び
つ
け
る
た
め
の
取
り
組
み
、
障
害
者
雇
用
の

現
状
と
課
題
な
ど
を
議
論
し
、
障
害
者
と
共
に

歩
む
「
こ
こ
ろ
豊
か
な
生
き
方
・
働
き
方
」
に

つ
い
て
考
え
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
た
も
の

で
、
昨
年
度
は
二
〇
〇
七
年
問
題
実
態
調
査
を

ベ
ー
ス
に
「
が
ん
ば
れ
団
塊
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を

実
施
し
て
い
る
。

―
フ
ォ
ー
ラ
ム
プ
ロ
グ
ラ
ム
―

◇
開
会
挨
拶

野
上
武
利
埼
玉
県
地
域
労
使
就
支
援

機
構
代
表
（
本
会
専
務
理
事
）

◇
来
賓
挨
拶

・
利
根
忠
博
埼
玉
県
経
営
者
協
会
会
長

・
片
山
修
三
連
合
埼
玉
会
長

・
古
曳
享
司
埼
玉
労
働
局
局
長

・
飯
島
和
夫
埼
玉
県
産
業
労
働
部
部
長

◇
基
調
報
告

「
埼
玉
県
内
に
お
け
る
障
害
者
雇
用
の
現
状

に
つ
い
て
」

三
国
雅
裕
埼
玉
県
労
使
就
職
支
援
機
構
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
本
会
常
務
理
事
事
務

局
長
）

◇
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

野
上
武
利
埼
玉
県
地
域
労
使
就
職
支
援
機

構
代
表
・
本
会
専
務
理
事

・
パ
ネ
リ
ス
ト

小
野
博
也
埼
玉
県
障
害
者
雇
用
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長

飯
塚
哲
朗
ス
ワ
ン
ベ
ー
カ
リ
ー
北
浦
和
店

代
表

樋
口
政
男
株
式
会
社
ア
ド
バ
ン
ス
取
締
役

工
場
長

黒
澤
民
治
埼
玉
県
立
養
護
学
校
さ
い
た
ま

桜
高
等
学
校

校
長

・
司
会福

原
奈
美
テ
レ
玉
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

◇
閉
会
挨
拶

竹
花
康
雄
埼
玉
県
地
域
労
使
就
職
支
援
機
構

代
表（
連
合
埼
玉
事
務
局
長
）

基
調
講
演
で
は
、
三
国
雅
裕
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
が
、
障
害
者
雇
用
の
現
状
や
「
就
職
困
難

者
の
雇
用
実
態
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結

果
」
の
中
か
ら
障
害
者
雇
用
の
実
態
や
課
題
に

つ
い
て
説
明
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
部
で
埼
玉
県

障
害
者
雇
用
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
セ
ン
タ
ー
長

の
小
野
博
也
氏
は
「
埼
玉
県
に
は
障
害
者
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
様
々
な
機
関
が
あ
る
が
、

法
定
雇
用
率
達
成
の
た
め
に
は
機
関
の
連
携
が

障
害
者
の
雇
用
促
進
を
考
え
る

〜
こ
こ
ろ
豊
か
な
生
き
方
働
き
方
フ
ォ
ー
ラ
ム
〜

加加
藤藤
喜喜
久久
雄雄
新新
副副
会会
長長
のの
横横
顔顔

加藤喜久雄氏

飯島和夫 埼玉県産業
労働部部長挨拶

古曳享司 埼玉労働局
局長挨拶

会
場
の
様
子

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

― ２ ―



必
要
。
ま
た
、
障
害
は
誰
に
で
も
起
こ
る
身
近

な
問
題
で
、
自
分
自
身
の
問
題
と
し
て
考
え
る

こ
と
が
大
切
」
と
指
摘
し
、
コ
ー
セ
ー
の
特
例

子
会
社
ア
ド
バ
ン
ス
取
締
役
工
場
長
樋
口
政
男

氏
は
「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
原
則
を
実

践
す
る
た
め
、
障
害
の
程
度
で
の
へ
だ
た
り
無

く
、
重
度
障
害
者
も
含
め
雇
用
を
前
提
と
し
た

取
り
組
み
を
し
て
い
る
。
障
害
者
雇
用
に
関
し

て
は
、
�
経
営
者
の
意
思
、
�
し
っ
か
り
し
た

推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
�
行
政
と
の
連
携
が
必

要
で
、
企
業
と
行
政
と
の
共
生
が
必
要
」
と
紹

介
し
た
。
送
り
出
す
側
の
立
場
と
し
て
埼
玉
県

立
養
護
学
校
さ
い
た
ま
桜
高
等
学
園
校
長
の
黒

澤
民
治
氏
は
「
就
職
に
対
す
る
親
子
の
希
望
と

願
い
を
叶
え
る
た
め
、
一
般
就
労
率
一
〇
〇
％

を
目
標
に
掲
げ
た
。
ど
の
生
徒
も
働
き
た
い
と

い
う
意
識
が
高
い
の
で
、
雇
用
機
会
の
拡
大
と

障
害
の
実
態
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
く
れ
る

受
入
企
業
の
開
拓
が
課
題
、
雇
用
ミ
ス
マ
ッ
チ

を
解
消
す
る
策
を
講
じ
、
定
着
率
も
一
〇
〇
％

を
目
指
す
」
と
語
っ
た
。
ス
ワ
ン
ベ
ー
カ
リ
ー

北
浦
和
店
代
表
の
飯
塚
哲
朗
氏
は
「
当
店
で
は

障
害
者
を
雇
用
し
て
い
る
と
い
う
意
識
は
な
い
。

『
障
害
者
は
特
別
な
配
慮
を
必
要
と
す
る
普
通

の
人
』
と
い
う
定
義
を
も
と
に
一
般
の
パ
ン
屋

さ
ん
と
対
等
に
パ
ン
を
販
売
し
て
い
き
た
い
。

障
害
者
が
真
に
自
立
す
る
た
め
に
は
雇
用
だ
け

で
は
な
く
、
社
会
全
体
が
ト
ー
タ
ル
に
サ
ポ
ー

ト
す
る
体
制
づ
く
り
が
必
要
」
と
主
張
し
た
。

最
後
に
パ
ネ
ル
討
論
を
進
行
し
た
野
上
武
利
代

表
は
「
障
害
者
雇
用
問
題
に
つ
い
て
は
日
本
も
、

こ
こ
埼
玉
で
も
よ
う
や
く
本
格
的
な
取
り
組
み

に
向
け
て
動
き
出
し
た
。
障
害
者
が
支
え
ら
れ

る
側
か
ら
支
え
る
側
に
変
わ
る
時
こ
そ
我
々
の

願
い
と
一
致
す
る
時
、
社
会
全
体
で
支
援
策
を

講
じ
、
働
く
意
思
の
あ
る
障
害
者
に
社
会
を
支

え
る
側
に
立
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
こ
れ
か
ら

も
活
力
に
溢
れ
た
埼
玉
県
を
つ
く
っ
て
い
き
た

い
」
と
ま
と
め
た
。

な
お
、
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
テ
レ
ビ
埼
玉

の
特
別
報
道
番
組
と
し
て
一
月
一
日
と
十
二
日

（
再
放
送
）
に
放
映
さ
れ
た
。

「
就
職
困
難
者
の
雇
用
実

態
」
と
「
雇
用
支
援
制
度

導
入
奨
励
金
」
に
関
す
る

調
査
結
果
サ
マ
リ
ー

・
就
職
困
難
者
の
雇
用
実
態
は
、
若
年
者
等
の

中
途
採
用
実
施
が
６１
・
７
％
、母
子
家
庭
の
母

等
の
雇
用
が
４９
・
２
％
、中
高
年
齢
者
の
中
途

採
用
が
６１
・
７
％
、障
害
者
雇
用
が
５１
・
１
％

・
就
職
困
難
者
の
雇
用
は
、「
能
力
・
実
力
次

第
で
判
断
す
る
」
企
業
が
多
い
。

・
就
職
困
難
者
の
雇
用
を
さ
ら
に
促
進
す
る
た

め
、
若
年
者
等
で
は
「
求
人
・
求
職
情
報
の

充
実
」
や
「
職
業
教
育
・
職
業
観
教
育
」、

母
子
家
庭
の
母
で
は
、「
保
育
所
・
保
育
サ

ー
ビ
ス
の
充
実
」、
中
高
年
齢
者
で
は
「
ニ

ー
ズ
に
合
致
す
る
採
用
候
補
者
の
紹
介
」、

障
害
者
で
は
「
職
場
の
協
力
体
制
・
雰
囲
気

作
り
」
が
挙
げ
ら
れ
た
。

・
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
実
施
済
み
１５
・
８
％
、
実

施
し
て
み
た
い
が
２９
・
５
％
あ
る
も
の
の
、

実
施
す
る
つ
も
り
は
無
い
が
４３
・
５
％
。
実

施
し
な
い
理
由
の
約
４５
％
が
制
度
自
体
を
把

握
し
て
い
な
い
。

・
雇
用
支
援
制
度
奨
励
金
は
６
割
以
上
の
企
業

が
知
っ
て
い
る
、
も
し
く
は
名
前
を
聞
い
た

こ
と
が
あ
る
と
回
答
し
て
い
る
が
、
実
施
に

移
行
す
る
企
業
は
少
な
い

総
括

若
年
者
等
（
３５
歳
未
満
）、
母
子
家
庭
の
母

等
、
中
高
年
齢
者
、
障
害
者
の
い
わ
ゆ
る
就
職

困
難
者
の
お
か
れ
て
い
る
厳
し
い
就
職
状
況
に

対
応
す
る
た
め
、
そ
の
雇
用
の
実
態
や
企
業
の

考
え
の
把
握
、
さ
ら
に
は
「
雇
用
支
援
制
度
導

入
奨
励
金
」
の
普
及
啓
発
を
目
的
に
�
埼
玉
県

経
営
者
協
会
及
び
連
合
埼
玉
の
構
成
企
業
の
中

か
ら
１
、１
１
１
社
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

３
２
９
社
か
ら
回
答
を
得
た
。

結
果
は
、
現
在
、
就
職
困
け
難
者
を
雇
用
し

て
い
る
企
業
は
約
半
数
あ
り
、
そ
の
雇
用
の
判

断
も
「
能
力
」・
実
力
次
第
」
と
す
る
企
業
が

多
い
。

今
後
、
労
働
力
人
口
の
減
少
が
進
む
中
で
、

就
職
困
難
者
を
は
じ
め
多
様
な
人
々
が
就
労
参

加
で
き
る
取
り
組
み
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
が
、

「
雇
用
支
援
制
度
導
入
奨
励
金
」
に
つ
い
て
は
、

聞
い
た
り
、
知
っ
て
い
る
と
す
る
企
業
は
６
割

を
超
す
が
、
実
際
に
運
用
に
移
す
企
業
は
少
な

い
こ
と
が
判
明
し
た
。
本
調
査
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

調
査
結
果
の
ポ
イ
ン
ト

■
就
職
困
難
者
の
雇
用
の

現
状
に
つ
い
て

�
雇
用
の
実
態
�
約
半
数
の
企
業
が
就
職
困
難

者
を
雇
用
し
て
い
る

・
就
職
困
難
者
の
雇
用
実
態
は
、
若
年
者
等
の

中
途
採
用
実
施
が
６１
・
７
％
、
母
子
家
庭
の

母
等
の
雇
用
が
４９
・
２
％
、
中
高
年
齢
者
の

中
途
採
用
が
６１
・
７
％
、障
害
者
雇
用
が
５１
・

１
％

�
雇
用
す
る
ル
ー
ト
�
自
社
採
用
が
多
い
が
障

害
者
の
雇
用
は
行
政
機
関
を
使
う

・
若
年
者
等
の
中
途
採
用
、
母
子
家
庭
の
母
等

の
雇
用
、
中
高
年
齢
者
の
中
途
採
用
の
ル
ー

ト
は
自
社
採
用
が
５０
％
以
上
を
占
め
る
。
障

害
者
雇
用
で
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
行
政
機
関

が
多
く
な
る
。

・
ま
た
、
障
害
者
雇
用
で
は
、
学
校
・
福
祉
施

設
の
ル
ー
ト
も
多
い
。

�
雇
用
形
態
�

・
若
年
者
、
中
高
年
齢
者
、
障
害
者
は
「
正
社

員
」が
多
く
、
母
子
家
庭
の
母
は「
パ
ー
ト
・

ア
ル
バ
イ
ト
」
で
の
雇
用
が
多
い
。

・
若
年
者
、
障
害
者
は
正
社
員
が
６
割
を
超
え

る
が
、
中
高
年
齢
者
は
嘱
託
社
員
の
割
合
が

多
い
。

�
主
な
業
務
�

・
若
年
者
、
中
高
年
齢
者
、
障
害
者
は「
生
産
・

労
務
」
が
多
く
、
母
子
家
庭
の
母
は
「
事
務

職
」
が
６
割
超
。「
生
産
」
が
多
い
の
は
、

業
種
構
成
が
製
造
業
に
偏
っ
て
い
る
た
め
と

考
え
ら
れ
る
。

・
次
に
多
い
の
は
、
若
年
者
は
「
営
業
職
」、

中
高
年
齢
者
は
「
専
門
職
・
技
術
職
」、
障

害
者
は
「
事
務
職
」
と
な
っ
て
い
る
。

�
雇
用
の
際
に
重
視
す
る
こ
と

・
若
年
者
の
雇
用
で
重
視
す
る
の
は
「
働
く
意

欲
」
や
「
責
任
感
」
で
あ
り
、
若
年
者
に
対

し
て
は
、
仕
事
に
対
す
る
熱
意
や
取
り
組
み

姿
勢
を
重
視
す
る
企
業
が
多
い
。

・
中
高
年
齢
者
の
雇
用
で
重
視
す
る
の
は
、「
実

務
経
験
・
実
績
」、「
熱
意
・
意
欲
」
で
あ
り
、

中
高
年
齢
者
に
対
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
経

験
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
重
視
し
て
い
る
。

�
雇
用
の
際
の
ネ
ッ
ク
・
課
題

・
若
年
者
等
を
雇
用
し
な
い
理
由
は
、「
従
業

員
を
採
用
す
る
余
裕
が
な
い
」、「
若
年
者
が

来
な
い
」
が
多
く
、
採
用
し
た
く
て
も
採
用

で
き
な
い
と
い
う
企
業
が
多
い
。

・
母
子
家
庭
の
母
の
雇
用
の
ネ
ッ
ク
は
「
子
供

の
関
係
で
休
み
・
早
退
・
遅
刻
が
多
く
な
る
」

が
多
い
が
、
一
方
で
は
「
ネ
ッ
ク
は
特
に
無

い
」
と
す
る
企
業
も
多
い
。

・
中
高
年
齢
者
を
雇
用
し
な
い
理
由
は
、「
自

社
の
継
続
雇
用
で
十
分
」が
多
く
、自
社
の
中

高
年
齢
者
の
処
遇
を
優
先
す
る
企
業
が
多
い

・
障
害
者
雇
用
の
課
題
は
、「
対
応
す
る
仕
事

が
無
い
」
が
約
半
数
。
障
害
者
に
任
せ
ら
れ

る
仕
事
を
見
出
せ
な
い
企
業
が
多
い
。

■
今
後
の
就
職
困
難
者
の

雇
用
に
つ
い
て

�
今
後
の
就
職
困
難
者
雇
用
の
考
え

・
若
年
者
で
は
、現
状
と
比
べ「
採
用
し
な
い
」

が
１０
ポ
イ
ン
ト
以
上
低
く
、
今
後
採
用
に
踏

み
出
す
企
業
が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

・
母
子
家
庭
の
母
に
つ
い
て
は
、
特
別
扱
い
せ

ず
一
般
女
性
と
同
条
件
で
評
価
す
る
企
業
が

あ
る
。

・
中
高
年
齢
者
に
つ
い
て
は
、
年
齢
に
関
係
な

く
実
力
次
第
で
雇
用
す
る
が
半
数
以
上

・
障
害
者
に
つ
い
て
は
、「
能
力
が
あ
れ
ば
障

害
は
関
係
な
い
」
が
多
い
。

�
就
職
困
難
者
の
雇
用
を
促
進
さ
せ
る
た
め
の

施
策

・
若
年
者
等
で
は「
求
人
・
求
職
情
報
の
充
実
」

や
「
職
業
教
育
・
職
業
観
教
育
」
が
多
く
、

若
年
者
雇
用
の
た
め
に
は
「
情
報
」
と
「
教

育
」
が
重
要
で
あ
る
。

・
母
子
家
庭
の
母
で
は
、「
働
き
方
に
応
じ
た

保
育
サ
ー
ビ
ス
」、「
職
場
の
協
力
体
制
・
雰

囲
気
作
り
」、「
通
勤
に
便
利
な
駅
等
で
の
保

育
場
の
充
実
」
が
多
く
、
子
供
・
子
育
て
に

施
策
と
し
て
保
育
関
連
の
充
実
を
期
待
し
て

い
る
。

・
中
高
年
齢
者
で
は
「
ニ
ー
ズ
に
合
致
す
る
採

用
候
補
者
の
紹
介
」、「
勤
務
・
賃
金
体
系
の

多
様
化
」、「
求
人
・
求
職
情
報
の
多
様
化
」

が
多
く
、
人
材
紹
介
や
情
報
提
供
機
能
の
充

実
を
望
む
一
方
で
中
高
年
の
働
き
方
へ
の
対

応
が
必
要
と
し
て
い
る
。

・
障
害
者
で
は
「
職
場
の
協
力
体
制
・
雰
囲
気

作
り
」、「
雇
用
時
の
金
銭
的
支
援
の
充
実
」、

「
障
害
者
の
就
労
意
識
の
充
実
」
が
多
く
、

周
り
の
社
員
の
協
力
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
と

い
っ
た
ハ
ー
ド
面
設
備
の
対
応
と
し
て
補
助

金
・
助
成
金
を
期
待
し
て
い
る
。

■
雇
用
支
援
制
度
導
入
奨
励

金
に
つ
い
て

�
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
の
状
況
�
実
施
済
み
１５
・

８
％
、
実
施
し
な
い
４３
・
５
％

・
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
実
施
済
み
１５
・
８
％
、
実

施
し
て
み
た
い
が
２９
・
５
％
あ
る
も
の
の
、

実
施
す
る
つ
も
り
は
無
い
が
４３
・
５
％
。

�
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
し
な
い
理
由
�
制
度
自
体

を
把
握
し
て
い
な
い

・
実
施
し
な
い
理
由
は
約
４５
％
が
「
制
度
自
体

を
把
握
し
て
い
な
い
」
と
回
答
。
制
度
の
周

知
が
必
要
で
あ
る
。

�
雇
用
支
援
制
度
奨
励
金
に
つ
い
て
�
知
っ
て

い
て
も
運
用
し
な
い
企
業
が
多
い

・
雇
用
支
援
制
度
奨
励
金
は
６
割
以
上
の
企
業

が
知
っ
て
い
る
、
も
し
く
は
名
前
を
聞
い
た

こ
と
が
あ
る
と
回
答
し
て
い
る
が
、
実
施
に

移
行
す
る
企
業
は
少
な
い

・
実
施
予
定
も
し
く
は
既
に
実
施
し
て
い
る
企

業
は
５
・
５
％
に
す
ぎ
な
い
。

― ３ ―
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こ
の
人
は
、
な
ん
と
も
説
明
し
に
く
い
。
カ
リ
ス

マ
、
怪
物
、
傑
物
…
。
ど
れ
一
つ
、
小
野
さ
ん
を
語

る
言
葉
と
し
て
は
ピ
ン
と
こ
な
い
。
そ
れ
ほ
ど
ま
で

に
、
こ
の
人
自
身
が
歩
ん
で
き
た
半
生
が
過
酷
で
、

厳
し
い
も
の
だ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。

昭
和
二
十
三
年
二
月
二
十
日
、
東
京
生
ま
れ
。
北

区
立
神
谷
小
、
中
学
校
を
経
て
、
四
十
一
年
三
月
私

立
聖
橋
高
校
を
卒
業
す
る
。
�
タ
ム
ロ
ン
入
社
は
四

十
九
年
三
月
で
、
五
十
三
年
三
月
取
締
役
に
就
任
、

六
十
二
年
三
月
常
務
取
締
役
、
平
成
十
一
年
三
月
専

務
取
締
役
、
十
三
年
一
月
代
表
取
締
役
副
社
長
と
な

り
、
十
四
年
三
月
か
ら
現
職
の
代
表
取
締
役
社
長
を

務
め
て
い
る
。

中
学
ま
で
は
赤
面
対
人
恐
怖
症

小
野
さ
ん
の
人

生
が
変
わ
っ
た
の
は
高
校
時
代
。
そ
れ
ま
で
は
赤
面

対
人
恐
怖
で
、
人
前
で
喋
れ
な
い
。「
神
谷
小
の
校

内
発
表
の
際
、
足
が
震
え
て
喋
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ

が
ト
ラ
ウ
マ
で
、
高
校
に
入
学
し
生
徒
会
役
員
の
書

記
長
候
補
に
推
さ
れ
て
、
挨
拶
に
立
っ
た
時
も
、『
私

は
人
前
で
喋
れ
な
い
か
ら
、
立
候
補
し
た
く
な
い
』。

と
こ
ろ
が
、
そ
れ
が
裏
目
に
出
て
ト
ッ
プ
当
選
。
理

由
は
『
他
の
候
補
者
は
二
十
分
以
上
も
喋
っ
て
い
る

の
に
、
お
前
は
た
っ
た
一
分
で
終
え
た
』
か
ら
と
か
。

以
来
、
三
年
間
書
記
長
を
務
め
、
い
ろ
ん
な
人
と
喋

る
機
会
が
増
え
、
赤
面
対
人
恐
怖
症
も
治
っ
た
」
と

い
う
。

異
例
の
社
長
面
接
で
入
社

入
社
は
職
安
の
紹
介

に
よ
る
飛
び
込
み
で
、
部
長
面
接
を
終
え
て
帰
宅
し

た
時
、
追
掛
け
る
よ
う
に
部
長
か
ら
電
話
が
あ
り
、

「
あ
す
社
長
が
面
接
す
る
」
と
い
う
。「
八
年
間
勤

め
た
前
の
会
社
も
中
堅
だ
が
、
社
長
は
遠
く
か
ら
見

る
だ
け
で
口
も
き
け
な
い
。
だ
が
、
タ
ム
ロ
ン
社
長

は
、
職
安
紹
介
で
見
ず
知
ら
ず
の
高
卒
人
間
に
会
い
、

面
接
す
る
と
い
う
。
そ
の
社
長
が
創
業
者
の
新
井
健

之
氏
と
分
か
っ
た
時
は
ビ
ッ
ク
リ
。
印
象
は

強
烈
だ
っ
た
」
と
語
る
。

二
十
六
歳
で
入
社
し
三
ヶ
月
後
、
労
組
書

記
長
と
し
て
年
末
闘
争
で
赤
旗
を
振
っ
た
と

い
う
が
、
二
年
後
二
十
八
歳
で
製
造
部
長
に

昇
進
、
三
十
歳
で
取
締
役
と
超
ス
ピ
ー
ド
で

出
世
街
道
を
突
っ
走
る
。
だ
が
、
入
社
時
の

社
長
の
言
葉
は
「
三
ヶ
月
し
か
、
お
前
は
も

た
な
い
だ
ろ
う
」
だ
っ
た
。
確
か
に
言
わ
れ

て
見
れ
ば
、
タ
ム
ロ
ン
に
は
前
の
会
社
か
ら

大
勢
鞍
替
え
し
た
が
、
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
厳
し

い
会
社
に
は
、
つ
い
て
い
け
ず
辞
め
て
い
る
。

だ
が
、「
私
は
違
う
。
仕
事
が
し
た
く
て
こ

こ
に
き
た
。『
社
長
が
そ
う
思
う
な
ら
、
意
地
で
も

一
年
は
…
』
と
、
夢
中
で
頑
張
っ
て
い
た
」。

仕
事
で
血
へ
ど
を
吐
き
、
人
生
に
開
眼

創
業
者

新
井
健
之
氏
は
、
銀
行
マ
ン
か
ら
レ
ン
ズ
の
研
磨
技

術
を
習
得
し
た
光
学
設
計
の
第
一
人
者
。
仕
事
以
外

に
楽
し
み
は
な
く
、
六
十
歳
過
ぎ
て
も
平
気
で
徹
夜

し
、
土
・
日
も
出
勤
。
会
議
も
昼
間
は
認
め
ず
、
土
・

日
の
夜
か
、
早
朝
七
時
ま
で
で
、
日
中
は
仕
事
が
鉄

則
。
従
っ
て
日
曜
日
で
も
「
朝
五
時
ご
ろ
に
は
、
き

ま
っ
て
『
す
ぐ
会
社
に
来
い
』
と
電
話
が
く
る
。
頭

に
き
て
電
話
機
に
布
団
を
か
ぶ
せ
る
と
、
電
報
で
呼

び
出
す
。
特
に
勤
務
が
過
酷
だ
っ
た
の
が
、
製
造
部

長
か
ら
取
締
役
に
就
任
し
た
頃
の
四
年
間
。
当
時
は

残
業
時
間
が
実
に
二
〇
〇
時
間
。
こ
れ
は
単
純
に
計

算
し
て
、
毎
日
夜
中
の
三
時
ま
で
働
き
、
徹
夜
二
回
、

土
・
日
は
全
出
勤
で
あ
り
、
通
常
の
一
ヶ
月
分
以
上

も
多
い
。
精
神
的
に
お
か
し
く
な
る
の
も
当
然
だ
が
、

オ
ー
ナ
ー
が
徹
夜
し
て
い
る
の
で
、
先
に
帰
る
と
は

言
え
な
い
。
ス
ト
レ
ス
で
胃
潰
瘍
に
な
っ
て
吐
血
、

そ
れ
で
も
休
む
こ
と
が
出
来
ず
、
唐
辛
子
を
飲
ん
で

胃
の
痛
み
を
麻
痺
さ
せ
て
出
勤
。
つ
い
に
ノ
イ
ロ
ー

ゼ
に
追
い
込
ま
れ
、『
オ
ー
ナ
ー
に
殺
さ
れ
る
』
と

い
う
恐
怖
の
中
で
、
私
は
人
生
に
開
眼
し
た
。

そ
れ
は
仮
想
切
腹
―
。
昔
の
武
士
は
殿
様
に
『
腹

を
切
れ
』
と
言
わ
れ
て
切
腹
を
し
た
。
私
に
腹
が
切

れ
る
か
。
い
や
死
ね
な
い
と
考
え
る
と
、
オ
ー
ナ
ー

が
言
っ
て
い
る
こ
と
は
『
仕
事
を
や
れ
』『
利
益
を

出
せ
』
で
あ
っ
て
、『
腹
を
切
れ
』
と
は
言
っ
て
い

な
い
し
、
退
社
を
す
れ
ば
し
が
ら
み
も
消
え
る
。
そ

う
考
え
る
と
す
べ
て
が
吹
っ
切
れ
、
オ
ー
ナ
ー
か
ら

の
ス
ト
レ
ス
が
、
す
べ
て
払
拭
さ
れ
て
胃
潰
瘍
も
完

治
し
た
。

だ
が
、
そ
こ
ま
で
追
い
込
ま
れ
な
け
れ
ば
、
私
は

何
も
変
わ
っ
て
い
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
オ
ー
ナ
ー

は
と
に
か
く
凄
い
カ
リ
ス
マ
性
を
持
っ
た
人
物
で
あ

り
、
だ
か
ら
一
代
で
こ
こ
ま
で
の
会
社
に
育
て
た
の

だ
」
と
、
し
み
じ
み
語
る
。

産
業
の
眼
を
創
造
貢
献
す
る
タ
ム
ロ
ン

経
営
哲

学
で
は
な
く
、
私
は
三
つ
の
社
長
方
針
を
掲
げ
て
い

る
。
一
つ
が
《
ニ
ワ
ト
リ
を
殺
す
な
》。
―
こ
れ
が

最
重
要
で
、
社
内
で
の
足
の
引
っ
張
り
合
い
は
せ
ず
、

相
互
に
協
力
し
て
総
体
的
な
向
上
を
図
る
。
二
つ
目

が
商
品
開
発
は
、
競
争
力
で
は
な
く
受
選
力
で
。
即

ち
、
競
争
力
は
ラ
イ
バ
ル
と
の
比
較
に
な
っ
て
、
商

品
開
発
の
目
線
が
顧
客
か
ら
離
れ
て
し
ま
う
が
、
受

選
力
と
は
お
客
様
自
身
に
選
ん
で
貰
う
力
で
あ
る
。

三
つ
目
が
強
力
な
武
器
を
持
つ
こ
と
。
そ
の
一
つ
が

執
行
役
員
制
の
導
入
。
ウ
チ
に
は
執
行
役
員
取
締
役

制
は
な
い
。
そ
の
上
に
い
る
の
が
取
締
役
で
、
取
締

役
は
十
年
先
の
計
画
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
管
掌
で
、

執
行
役
員
が
実
務
を
担
当
す
る
。

圧
倒
的
な
ス
ピ
ー
ド
こ
そ
が
勝
負

今
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
生
産
期
間
短
縮
、
九
十
日
か
か
る
金
型
を

十
分
の
一
に
短
縮
等
や
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
や
ら

な
い
と
将
来
は
台
湾
、
中
国
に
負
け
る
。
日
本
が
生

き
残
る
に
は
、
必
ず
将
来
圧
倒
的
ス
ピ
ー
ド
の
差
が

大
き
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
そ
れ
に
は
生
産
の
や
り

方
を
変
え
、『
出
来
な
い
』
と
言
う
言
葉
を
排
除
す

る
こ
と
で
あ
る
。

妻
の
発
想
で
初
代
高
倍
率
ズ
ー
ム
レ
ン
ズ

タ
ム

ロ
ン
が
初
代
高
倍
率
ズ
ー
ム
レ
ン
ズ
Ａ
Ｆ
二
八
―
二

〇
〇
ミ
リ
を
出
し
た
背
景
の
ア
イ
デ
ア
は
妻
の
清
子
。

開
発
本
部
長
時
代
、
私
は
息
子
の
卒
業
式
に
出
る
妻

に
二
本
の
交
換
レ
ン
ズ
の
使
用
法
を
教
え
て
持
た
せ
、

失
敗
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
そ
れ
が
画
期
的
レ
ン

ズ
の
開
発
に
つ
な
が
っ
た
。

家
族
等

鴻
巣
市
在
住
で
恋
愛
結
婚
の
清
子
さ
ん

と
二
人
。
二
男
一
女
は
独
立
、
孫
二
人
が
い
る
。
趣

味
は
旅
行
、
古
銭
収
集
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ス
キ
ー

な
ど
多
彩
。

（
葛
）

株
式
会
社
タ
ム
ロ
ン

社

長

小

野

守

男
氏

― ４ ―
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「
産
業
の
眼
を
創
造
貢
献
す
る
タ
ム
ロ
ン
」
を

ブ
ラ
ン
ド
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
掲
げ
、
日
々
進
化
を
遂

げ
る
映
像
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
世
界
に
貢
献

す
べ
く
、
他
に
先
駆
け
た
高
い
技
術
力
と
、
進
取

に
あ
ふ
れ
創
造
性
豊
か
な
研
究
開
発
力
に
よ
り
、

デ
ジ
タ
ル
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
用
交
換
レ
ン
ズ
な
ど

一
般
ユ
ー
ザ
ー
向
け
各
種
光
学
機
器
か
ら
Ｃ
Ｃ
Ｔ

Ｖ
カ
メ
ラ
用
レ
ン
ズ
、
超
精
密
光
学
部
品
な
ど
の

産
業
分
野
や
コ
ン
パ
ク
ト
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
用
レ

ン
ズ
ユ
ニ
ッ
ト
等
の
Ｏ
Ｅ
Ｍ
関
連
に
至
る
ま
で
、

様
々
な
製
品
供
給
し
て
い
ま
す
。

当
社
は
、
昭
和
２５
年
１１
月
に
「
泰
成
光
学
機
器

製
作
所
」
と
し
て
創
業
、
昭
和
２７
年
１０
月
「
泰
成

光
学
工
業
株
式
会
社
」
を
設
立
し
、
昭
和
４５
年
４

月
に
社
名
を
「
株
式
会
社
タ
ム
ロ
ン
」
に
変
更
し

ま
し
た
。
ま
た
、
社
名
の
「
タ
ム
ロ
ン
」
の
由
来

は
、
当
社
の
創
業
者
の
故
新
井
健
之
氏
が
タ
ム
ロ

ン
の
光
学
設
計
の
基
礎
を
築
い
た
技
術
者
で
あ
る
、

故
田
村
右
兵
衛
氏
の
姓
を
と
っ
て
命
名
、
当
社
の

技
術
者
を
大
切
に
す
る
伝
統
は
創
業
時
か
ら
始
ま

っ
て
い
ま
す
。
当
初
は
、
写
真
機
や
双
眼
鏡
の
レ

ン
ズ
の
研

磨
加
工
か

ら
始
ま
り
、

一
眼
レ
フ

カ
メ
ラ
用
交
換
レ
ン
ズ
、
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
用
レ
ン

ズ
、
監
視
カ
メ
ラ
用
レ
ン
ズ
な
ど
様
々
な
光
学
製

品
を
手
が
け
業
容
を
拡
大
。
昭
和
５９
年
２
月
の
東

京
証
券
業
協
会
店
頭
取
引
銘
柄
へ
の
指
定
（
現
ジ

ャ
ス
ダ
ッ
ク
）
以
来
、
２２
年
余
り
の
歳
月
を
経
て

平
成
１８
年
１１
月
に
、
当
社
長
年
の
夢
で
あ
り
ま
し

た
東
京
証
券
取
引
所
一
部
上
場
を
果
た
し
ま
し
た
。

平
成
１８
年
度
は
、
連
結
売
上
高
６
３
６
億
８５
百
万

円
、
連
結
経
常
利
益
５６
億
８
百
万
円
、
グ
ル
ー
プ

会
社
は
６
社
、
グ
ル
ー
プ
全
体
で
５
、０
２
４
名

の
従
業
員
数
で
あ
り
ま
す
。

当
社
の
事
業
は
、
写
真
関
連
事
業
、
レ
ン
ズ
関

連
事
業
、
特
機
そ
の
他
事
業
に
よ
り
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
写
真
関
連
事
業
に
お
け
る
一
眼
レ
フ
カ

メ
ラ
用
交
換
レ
ン
ズ
は
、
最
新
の
光
学
理
論
と
技

術
を
追
究
し
、
高
性
能
・
高
仕
様
な
レ
ン
ズ
を
創

出
し
続
け
て
い
ま
す
。
特
に
技
術
的
に
難
し
い
と

さ
れ
た
高
倍
率
ズ
ー
ム
レ
ン
ズ
は
そ
の
独
創
的
な

技
術
に
よ
っ
て
世
界
に
認
め
ら
れ
、
数
多
く
の
権

威
あ
る
賞
を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。
１
９
９
２
年

に
登
場
し
た
タ
ム
ロ
ン
の
初
代
高
倍
率
ズ
ー
ム
レ

ン
ズ
のAF２８

―２００�

は
、「
高
倍
率
ズ
ー
ム
な

が
ら
小
型
」
と
い
う
画
期
的
な
レ
ン
ズ
と
し
て
当

時
の
カ
メ
ラ
業
界
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
、
ブ
ー

ム
の
火
付
け
役
と
な
り
ま
し
た
。
以
来
、
高
倍
率

ズ
ー
ム
レ
ン
ズ

の
�
パ
イ
オ
ニ

ア
�
と
な
っ
た

タ
ム
ロ
ン
は
現

在
に
至
る
ま
で
、

市
場
の
先
頭
に

立
っ
て
開
発
・

開
拓
を
続
け
て

い
ま
す
。
ま
た
、

マ
ク
ロ
レ
ン
ズ
、

広
角
レ
ン
ズ
、

望
遠
レ
ン
ズ
等
に
お
い
て
も
そ
の
技
術
の
高
さ
は

世
界
中
で
評
価
を
得
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
広

角
か
ら
超
望
遠
、
接
写
ま
で
、
様
々
な
シ
ー
ン
を

一
本
の
レ
ン
ズ
で
撮
影
で
き
る
コ
ン
パ
ク
ト
で
便

利
な
世
界
最
高
倍
率
の
デ
ジ
タ
ル
一
眼
専
用
の
超

高
倍
率
ズ
ー
ム
「AF１８

―２５０�
F/３.５

―６.３
Di

II

（M
odel

A１８

）」や
、
高
倍
率
レ
ン
ズ
に
手
ブ

レ
補
正
機
能
を
搭
載
し
た
新
モ
デ
ル
「AF２８

―３００
�
F/３.５

―６.３
XR

Di
VC

（M
odel

A２０

）」

を
発
売
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
高
倍
率
ズ
ー
ム
に

は
、
手
持
ち
撮
影
の
大
敵
だ
っ
た
「
手
ブ
レ
」（
全

体
に
不
鮮
明
で
ど
こ
に
も
ピ
ン
ト
が
合
っ
て
な
い

状
態
）
を
補
正
す
る
、
タ
ム
ロ
ン
独
自
の
手
ブ
レ

補
正
機
能
�
Ｖ
Ｃ
（Vibration

Com
pensation

）

機
構
が
搭
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
三
脚
や
一
脚
が
必

要
な
暗
い
場
所
で
の
撮
影
や
、
ス
ロ
ー
シ
ャ
ッ
タ

ー
を
活
用
し
た
高
度
な
撮
影
に
も
、
手
持
ち
で
チ

ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
タ
ム
ロ
ン
は

こ
れ
か
ら
も
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
敏
感
に
対
応
し

つ
つ
、
世
間
を
驚
か
せ
る
よ
う
な
製
品
を
生
み
出

し
続
け
ま
す
。

レ
ン
ズ
関
連
事
業
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
映
像
革
命

の
一
翼
を
担
う
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
市
場
に
お
い
て
、

タ
ム
ロ
ン
は
最
先
端
の
技
術
で
貢
献
し
て
い
ま
す
。

時
代
の
先
端
を
走
る
高
画
素
な
撮
像
素
子
に
対
応

す
る
光
学
レ
ン
ズ
ユ
ニ
ッ
ト
を
市
場
に
供
給
し
、

大
き
な
シ
ェ
ア
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
長

年
に
わ
た
っ
て
培
っ
て
き
た
技
術
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を

生
か
し
、
コ
ン
パ
ク
ト
タ
イ
プ
の
デ
ジ
タ
ル
ス
チ

ル
カ
メ
ラ
に
内
蔵
さ
れ
て
い
る
レ
ン
ズ
ユ
ニ
ッ
ト

の
設
計
・
製
造
を
手
が
け
て
い
ま
す
。
今
で
は
手

の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の
小
さ
さ
に
進
化
し
、
小
型
化
が

続
く
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
の
レ
ン
ズ
も
供
給
し
て
お
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
世
界
的
な
広
が
り
を
見
せ
て
い

る
カ
メ
ラ
付
携
帯
電
話
用
レ
ン
ズ
ユ
ニ
ッ
ト
も
製

造
し
て
い
ま
す
。
超
小
型
化
に
対
応
で
き
る
ガ
ラ

ス
モ
ー
ル
ド
非
球
面
レ
ン
ズ
、
高
解
像
化
に
対
応

で
き
る
各
種
精
密
光
学
技
術
、
機
構
技
術
、
精
密

自
動
組
立
技
術
な
ど
、
タ
ム
ロ
ン
の
先
進
の
光
学

技
術
は
今
、国
内
・
海
外
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
機
そ
の
他
事
業
で
は
、
主
に
監
視
カ
メ
ラ
用

レ
ン
ズ
を
扱
っ
て
お
り
、
高
性
能
化
と
コ
ン
パ
ク

ト
化
、
そ
し
て
高
汎
用
性
と
い
う
時
代
の
ニ
ー
ズ

を
具
現
化
し
た
画
期
的
な
監
視
カ
メ
ラ
用
レ
ン
ズ
、

バ
リ
フ
ォ
ー
カ
ル
レ
ン
ズ
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て

先
進
技
術
を
駆
使
し
、
業
界
に
先
駆
け
て
各
種
バ

リ
フ
ォ
ー
カ
ル
レ
ン
ズ
を
開
発
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
レ
ン
ズ
製
品
は
、
コ
ン
ビ
ニ
、
商
業
／
オ

フ
ィ
ス
ビ
ル
、
駐
車
場
、
駅
な
ど
に
設
置
さ
れ
る

監
視
カ
メ
ラ
の
「
眼
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
従
来

の
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
式
の
監
視
シ
ス
テ
ム
に
比
べ
、

高
画
質
の
画
像
記
録
が
可
能
な
デ
ジ
タ
ル
方
式
の

監
視
シ
ス
テ
ム
に
対
応
し
た
タ
ム
ロ
ン
の
レ
ン
ズ

製
品
は
、
多
く
の
有
力
カ
メ
ラ
メ
ー
カ
ー
に
認
め

ら
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
の
監
視
カ
メ
ラ
に
搭
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
・
オ

ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｆ
Ａ
）
で
使
用
さ
れ
る
画
像

処
理
用
の
高
性
能
レ
ン
ズ
や
、
ド
ー
ム
型
カ
メ
ラ

用
の
レ
ン
ズ
、
各
種
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
カ
メ
ラ
用
レ
ン
ズ

を
幅
広
く
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。
当
社
で

は
、
超
精
密
金
型
も
設
計
製
造
し
て
お
り
、
高
度

化
、
複
雑
化
す
る
製
品
の
変
化
に
即
応
す
る
べ
く

日
々
金
型
製
造
革
新
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

当
社
は
、
２
０
０
９
年
の
中
期
目
標
の
連
結
売

上
高
７
２
０
億
円
、
営
業
利
益
９０
億
円
の
達
成
を

め
ざ
し
、
光
学
技
術
で
社
会
に
貢
献
す
べ
く
、
デ

ジ
タ
ル
技
術
に
対
応
し
た
光
学
関
連
事
業
に
積
極

的
に
経
営
資
源
を
投
入
し
企
業
革
新
を
一
層
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
中
期
経
営
課
題
と
し
ま
し
て
は
、

新
市
場
の
開
拓
、
中
国
の
生
産
拠
点
の
増
築
に
よ

る
生
産
能
力
の
増
強
、
Ｅ
Ｒ
Ｐ
（
企
業
経
営
資
源

管
理
）
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
金
型
製
造
革
新
や
ガ

ラ
ス
モ
ー
ル
ド
レ
ン
ズ
の
プ
レ
ス
成
型
技
術
な
ど

を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
化
技
術
の
進
化
と
と
も
に
映
像
情
報

の
価
値
が
あ
ら
ゆ
る
側
面
で
高
ま
り
を
み
せ
て
い

ま
す
。
レ
ン
ズ
は
す
べ
て
の
産
業
の
眼
と
な
り
、

そ
の
需
要
性
が
さ
ら
に
重
み
を
増
し
て
き
て
い
る

な
か
、
タ
ム
ロ
ン
は
レ
ン
ズ
を
通
し
て
産
業
の
発

展
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

会員企業紹介

「「
産産
業業
のの
眼眼
をを
創創
造造
貢貢
献献
すす
るる
タタ
ムム

ロロ
ンン
」」をを
ブブ
ララ
ンン
ドド
メメ
ッッ
セセ
ーー
ジジ
にに

タ ム ロ ン

タ
ム
ロ
ン
ロ
ゴ

本
社
（
外
観
写
真
）

レ
ン
ズ
写
真

A
F２８

‐３００
�
X
R
D
i

V
C

（M
odel

A２０

）
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「
震
」「
食
」「
倒
」

「
毒
」「
未
」「
金
」「
戦
」

「
帰
」「
虎
」「
災
」「
愛
」

「
命
」、
こ
れ
は
財
団

法
人
日
本
漢
字
能
力
検

定
協
会
が
一
九
九
五
年

（
平
成
七
年
）
か
ら
始
め
た
そ
の
年
を

イ
メ
ー
ジ
す
る
漢
字
一
字
を
全
国
か
ら

公
募
し
、
最
も
応
募
数
の
多
い
漢
字
一

字
を
十
二
月
十
二
日
の
「
漢
字
の
日
」

に
京
都
の
清
水
寺
で
発
表
し
た
歴
代
の

漢
字
。

最
初
の
「
震
」
は
一
九
九
五
年
の
一

月
に
起
き
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
や
三

月
の
東
京
・
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
に
よ

っ
て
社
会
不
安
が
拡
大
し
た
こ
と
を
受

け
て
の
「
震
」。
二
〇
〇
〇
年
（
平
成

か
ね

十
二
年
）
の
「
金
」
は
お
金
で
は
な
く

シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
女
子
柔
道

の
田
村
（
現
在
は
谷
）
亮
子
が
金
メ
ダ

ル
、
高
橋
尚
子
が
女
子
マ
ラ
ソ
ン
で
金

メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
こ
と
で
の
「
金
」。

二
〇
〇
一
年
（
平
成
十
三
年
）
の
「
戦
」

は
現
在
も
中
東
や
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
な

ど
で
続
く
地
域
紛
争
の
発
端
と
な
っ
た

ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
や
ア
メ

リ
カ
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻
に
よ
る

も
の
。
二
〇
〇
二
年
（
平
成
十
四
年
）

の
「
帰
」
は
小
泉
首
相
の
電
撃
的
訪
朝

で
初
の
日
朝
首
脳
会
談
が
行
な
わ
れ
北

朝
鮮
に
拉
致
さ
れ
て
い
た
５
人
が
帰
国

し
た
こ
と
で
選
ば
れ
た
。
そ
し
て
二
〇

〇
六
年
（
平
成
十
八
年
）
は
皇
室
に
待

望
の
男
児
悠
仁
親
王
が
誕
生
、
一
方
で

い
じ
め
や
虐
待
に
よ
る
自
殺
、
飲
酒
運

転
に
よ
る
交
通
事
故
死
な
ど
、
生
ま
れ

た
命
、
奪
わ
れ
た
命
、
絶
た
れ
た
命
と

命
へ
の
関
心
の
高
ま
り
か
ら
「
命
」
が

一
年
を
表
わ
す
一
字
と
な
っ
た
。

〈
案
の
定
〉

私
は
日
頃
、
そ
の
時
々
の
世
相
を
反

映
す
る
自
由
国
民
社
の
「
新
語
・
流
行

語
大
賞
」
や
第
一
生
命
の
「
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
川
柳
」
と
並
ん
で
毎
年
十
二
月
十

二
日
に
清
水
寺
の
森
清
範
貫
主
に
よ
っ

て
巨
大
な
半
紙
に
揮
毫
さ
れ
る
漢
字
の

一
字
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
る
。
例

年
十
一
月
も
後
半
に
差
し
か
か
る
と
自

分
な
り
に
一
年
間
を
振
り
返
り
一
文
字

を
想
像
す
る
。
私
が
考
え
た
平
成
十
九

年
を
表
現
す
る
一
字
は
「
揺
」「
嘘
」

「
偽
」
だ
っ
た
。
ど
の
一
字
も
明
る
い

も
の
で
は
な
く
気
分
の
滅
入
る
漢
字
だ

が
致
し
方
な
い
。

発
表
さ
れ
た
一
字
は
『
偽
』、
予
想

は
的
中
、
喜
ん
で
よ
い
の
か
、
悲
し
ん

で
よ
い
の
か
複
雑
な
気
分
に
か
ら
れ
た
。

更
に
翌
日
の
新
聞
各
紙
は「
嘘（
う
そ
）」

も
応
募
の
上
位
と
伝
え
て
お
り
予
想
は

案
の
定
と
い
う
べ
き
も
の
だ
っ
た
。
一

字
を
書
き
終
え
た
森
貫
主
が
「
こ
う
い

う
字
が
選
ば
れ
る
の
は
誠
に
恥
ず
か
し

く
悲
憤
に
堪
え
な
い
」
と
語
っ
て
い
た

が
私
も
全
く
同
感
で
的
中
も
喜
び
半
分

の
心
境
だ
っ
た
。

〈
偽
り
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
〉

平
成
十
九
年
は
嘘
（
う
そ
）
や
疑
惑

で
始
ま
り
、
終
わ
る
と
い
う
誠
に
憤
懣

（
ふ
ん
ま
ん
）
や
る
か
た
な
い
一
年
だ

っ
た
。

特
に
私
達
の
日
々
の
生
活
に
直
結
す

る
食
の
信
頼
を
覆
す
ミ
ー
ト
ホ
ー
プ
、

白
い
恋
人
、
赤
福
、
船
場
吉
兆
と
老
舗

ま
で
も
含
ん
だ
食
品
偽
装
問
題
が
起
き

た
。
ま
た
政
界
で
も
多
く
の
偽
り
が
表

面
化
、
更
に
官
界
で
も
次
官
経
験
者
が

逮
捕
さ
れ
る
な
ど
国
民
が
「
偽
り
」
に

翻
弄
さ
れ
た
一
年
だ
っ
た
。
こ
う
し
た

状
況
に
輪
を
掛
け
た
の
が
年
金
の
記
録

漏
れ
や
薬
害
肝
炎
訴
訟
を
巡
る
一
連
の

出
来
事
だ
っ
た
。

〈
結
果
に
は
原
因
あ
り
〉

前
述
の
よ
う
な
出
来
事
が
頻
発
し
た

年
と
い
う
こ
と
で
私
は
平
成
十
九
年
を

総
括
し
て
動
揺
の
「
揺
」
や
、
疑
惑
が

持
た
れ
た
「
嘘
」、
更
に
は
信
頼
を
失

墜
さ
せ
た
「
偽
」
を
予
想
し
た
が
図
ら

ず
も
的
中
し
た
背
景
に
は
私
な
り
の
根

拠
が
あ
る
。

問
題
を
起
し
た
食
品
関
連
企
業
、
政

治
家
、
官
僚
の
何
れ
も
が
当
初
責
任
の

所
在
を
他
に
転
嫁
し
て
い
た
こ
と
だ
。

企
業
社
会
に
あ
っ
て
は
Ｃ
Ｓ
Ｒ
が
叫
ば

れ
て
久
し
い
が
前
出
の
各
企
業
で
は
こ

の
教
訓
が
全
く
活
か
さ
れ
て
い
な
い
ば

か
り
か
事
件
発
覚
後
の
対
応
に
お
い
て

も
経
営
者
の
統
治
能
力
を
疑
わ
せ
る
言

動
が
相
い
次
ぐ
な
ど
事
件
発
生
は
む
べ

な
る
か
な
と
の
印
象
が
あ
る
。

ま
た
年
金
の
記
録
漏
れ
や
、
次
官
の

逮
捕
な
ど
か
ら
は
公
務
員
た
る
も
の
国

民
に
奉
仕
す
る
と
の
「
公
僕
」
の
精
神

を
忘
れ
「
官
尊
民
卑
」
の
傲
慢
さ
が
垣

間
見
ら
れ
、
こ
れ
ま
た
起
こ
る
べ
く
し

て
起
き
た
と
の
観
が
あ
る
。

そ
し
て
政
治
家
の
一
連
の
事
件
は
国

を
治
め
る
、
ま
つ
り
ご
と
を
す
る
と
い

う
本
分
を
忘
れ
私
利
私
欲
に
走
っ
た
た

め
生
じ
た
こ
と
で
年
央
に
は
厳
し
い
国

民
の
鉄
槌
を
受
け
る
結
果
と
な
っ
た
。

か
く
の
如
く
結
果
に
は
原
因
あ
り
で
、

森
貫
主
は
「
悲
憤
に
堪
え
な
い
」
と
語

っ
た
後
、
事
件
を
起
し
た
人
達
に
対
し

て
「
分
を
知
り
、
神
仏
が
見
て
い
る
の

だ
と
自
分
の
心
を
律
し
て
ほ
し
い
」
と

心
痛
の
面
持
ち
で
話
し
て
い
た
が
ま
さ

に
そ
の
通
り
。

〈
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
自
覚
〉

前
出
の
事
件
が
生
じ
た
時
の
当
事
者

の
発
言
に
多
く
見
ら
れ
た
の
が
「
秘
書

が
」「
部
下
が
」
の
責
任
転
嫁
の
言
い

逃
れ
。
真
実
と
し
て
秘
書
や
部
下
に
過

失
が
あ
る
な
ら
ば
別
だ
が
一
連
の
事
件

で
は
そ
う
し
た
発
言
の
後
に
自
分
の
責

任
を
認
め
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
自
覚
の
欠
如
に
加

え
、
資
質
の
面
で
も
大
い
に
問
題
あ
り

と
思
わ
れ
る
が
如
何
で
あ
ろ
う
か
。
何

れ
に
し
て
も
事
件
の
主
に
は
猛
省
を
促

し
た
い
。

〈
偽
を
信
に
〉

「
偽
」
の
一
字
が
発
表
さ
れ
て
間
も

な
く
の
頃
、
あ
る
会
議
で
出
席
者
の
ひ

と
り
か
ら
「
偽
」
の
字
に
ま
つ
わ
る
話

が
あ
っ
た
。
漢
字
を
分
解
す
れ
ば
左
側

の
「
イ
」
は
人
偏
（
に
ん
べ
ん
）
だ
か

ら
人
を
指
し
、
右
側
の
「
為
」
は
文
字

通
り
「
〜
の
た
め
に
す
る
」
の
意
だ
か

ら
「
偽
」
を
素
直
に
解
釈
す
れ
ば
人
の

為
に
良
い
こ
と
を
な
す
と
い
う
も
の
で

人
を
騙
す
偽
り
（
い
つ
わ
り
）
を
意
味

す
る
の
は
変
だ
と
い
う
の
だ
。

勿
論
、
漢
字
は
表
意
文
字
で
漢
字
の

左
側
に
あ
る
「
偏
」
と
右
側
に
あ
る
「
つ

く
り
」
に
は
其
々
意
味
す
る
も
の
が
あ

る
が
、
私
も
人
の
為
と
書
く
「
偽
」
が

「
い
つ
わ
り
」「
騙
す
」
の
意
味
だ
と

す
れ
ば
発
言
の
主
同
様
に
何
故
か
違
和

感
を
感
じ
て
し
ま
う
。

そ
こ
で
平
成
二
十
年
こ
そ
は
「
災
い

転
じ
て
福
と
な
す
」
の
格
言
で
は
な
い

に
ん
べ
ん

が
人
偏
に
言
と
書
く
言
動
に
偽
り
の
無

い
「
信
の
年
」
に
し
た
い
と
願
っ
て
い

る
。

視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視 点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点

「
偽
」
か
ら
「
信
」
へ

専
務
理
事

野
上

武
利
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新
し
い
会
員
企
業
さ
ん
と
当
会
役
員
と

の
「
交
流
会
」
を
、
十
二
月
十
二
日
�
午

後
四
時
か
ら
、
浦
和
ロ
イ
ヤ
ル
パ
イ
ン
ズ

ホ
テ
ル
で
開
催
し
た
。
今
回
は
年
末
の
お

忙
し
い
中
、
新
会
員
二
十
五
名
、
当
会
役

員
六
名
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
会
場
は
総

勢
四
〇
名
の
出
席
者
で
賑
わ
い
を
み
せ
た
。

会
の
冒
頭
利
根
忠
博
会
長
は
、
ご
入
会

い
た
だ
い
た
お
礼
を
申
し
上
げ
た
後
「
経

済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
人
口
減
少
下
に
お

け
る
少
子
高
齢
化
の
進
行
と
い
う
、
他
に

先
例
を
見
い
だ
せ
な
い
厳
し
い
諸
課
題
を

抱
え
て
い
る
中
、
皆
様
方
の
�
力
�
を
結

集
し
、
企
業
経
営
に
役
立
ち
、
さ
い
た
ま

の
発
展
に
繋
が
る
会
運
営
に
努
め
た
い
」

と
挨
拶
し
た
。
続
い
て
野
上
武
利
専
務
理

事
が
協
会
の
活
動
状
況
、
と
り
わ
け
労
働

問
題
か
ら
人
材
育
成
、
教
育
問
題
、
更
に

知
事
と
経
済
人
と
の
会
合
な
ど
、
当
会
に

対
し
多
方
面
か
ら
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
事
例
の
報
告
を
行
っ
た
。

続
い
て
講
演
へ
と
進
み
、
も
の
つ
く
り

大
学
名
誉
教
授
で
立
命
館
大
学
客
員
教
授
、

そ
し
て
ド
ラ
ッ
カ
ー
学
会
代
表
の
上
田
惇

生
氏
か
ら
「
ド
ラ
ッ
カ
ー
経
営
思
想
の
真

髄
〜
理
想
企
業
を
求
め
て
」
と
題
し
、
お

話
を
伺
っ
た
。
現
代
社
会
最
高
の
哲
人
に

し
て
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
父
で
あ
る
ド
ラ
ッ

カ
ー
と
は
ど
う
い
う
人
だ
っ
た
の
か
、
そ

の
経
営
思
想
の
真
髄
を
テ
ー
マ
に
、
ド
ラ

ッ
カ
ー
自
身
か
ら
も
っ
と
も
親
し
い
友
人

で
あ
り
日
本
で
の
分
身
と
い
わ
れ
て
い
る

上
田
先
生
だ
か
ら
こ
そ
話
せ
る
内
容
で
、

〇
五
年
十
一
月
十
一
日
、
九
十
五
歳
で
な

く
な
る
ま
で
の
巨
星
の
一
生
を
、「
問
題

意
識
」
か
ら
「
時
代
認
識
」、「
方
法
論
」

に
至
る
ま
で
の
解
説
を
い
た
だ
い
た
。

上
田
教
授
は
冒
頭
、
結
び
の
言
葉
と
し

て
「
憶
」
の
一
文
字
を
挙
げ
、「『
何
を
も

っ
て
憶
え
ら
れ
た
い
か
』『
何
を
も
っ
て

憶
え
て
い
ら
れ
た
い
か
』、
こ
の
こ
と
を

一
年
に
一
回
考
え
て
下
さ
い
。
こ
れ
に
よ

っ
て
人
生
が
、
そ
し
て
事
業
が
変
わ
る
。

巨
星
自
身
も
そ
う
だ
っ
た
が
、
そ
う
い
う

人
の
例
を
ド
ラ
ッ
カ
ー
は
沢
山
見
て
い

る
」
と
強
調
し
た
。

経
済
至
上
主
義
か
ら
の
脱
却
を
説
い
た

処
女
作
「
経
済
人
の
終
わ
り
」、
そ
し
て

本
書
を
通
じ
た
チ
ャ
ー
チ
ル
か
ら
の
信
頼
、

そ
の
後
の
「
経
営
学
」
の
始
ま
り
で
あ
り
、

「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ブ
ー
ム
」
へ
と
繋
が
っ

た「
企
業
と
は
何
か
ー
そ
の
社
会
的
使
命
」、

そ
し
て
「
方
法
論
」
と
し
て
は
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
仕
事
と

自
己
実
現
な
ど
、そ
の「
も
の
を
み
る
目
」

に
、
参
加
者
は
心
を
あ
ら
た
に
感
激
し
た
。

続
い
て
会
場
を
移
し
、
懇
親
会
を
開
催

し
た
。
は
じ
め
に
栗
原
隆
副
会
長
（
太
平

洋
セ
メ
ン
ト
特
別
顧
問
）
が
開
宴
の
挨
拶

を
し
た
後
、
�
し
ま
む
ら
の
野
中
正
人
社

長
か
ら
、
新
入
会
員
を
代
表
し
た
挨
拶
と

乾
杯
の
ご
発
声
を
い
た
だ
い
た
。
懇
親
会

に
は
上
田
先
生
も
最
後
ま
で
ご
参
加
い
た

だ
く
な
ど
、
会
場
内
は
、
所
狭
し
と
名
刺

交
換
し
、
懇
親
を
深
め
る
会
員
で
に
ぎ
わ

っ
た
。
最
後
に
、
当
会
の
本
多
康
夫
副
会

長
（
フ
ジ
ノ
ン
元
会
長
）
が
閉
会
の
挨
拶

を
行
い
、
交
流
会
は
盛
会
裏
の
う
ち
に
お

開
き
と
な
っ
た
。

上
田
先
生
が
選
ぶ

「
ド
ラ
ッ
カ
ー
の
名
言
」

「
成
果
を
あ
げ
る
人
と
あ
げ
な
い
人
の
差

は
才
能
で
は
な
い
。
い
く
つ
か
の
習
慣
的

な
姿
勢
と
、
基
礎
的
な
方
法
を
身
に
つ
け

て
い
る
か
ど
う
か
の
問
題
で
あ
る
。
し
か

し
、
組
織
と
い
う
も
の
が
最
近
の
発
明
で

あ
る
た
め
に
、
人
は
ま
だ
こ
れ
ら
の
こ
と

に
優
れ
る
に
至
っ
て
い
な
い
。」

「
わ
れ
わ
れ
は
い
つ
の
間
に
か
、
モ
ダ
ン

（
近
代
合
理
主
義
）
と
呼
ば
れ
る
時
代
か

ら
、
名
も
な
い
新
し
い
時
代
へ
と
移
行
し

た
。
昨
日
ま
で
モ
ダ
ン
と
呼
ば
れ
、
最
新

の
も
の
と
さ
れ
て
き
た
世
界
観
、
問
題
意

識
、
拠
り
所
が
、
い
ず
れ
も
意
味
を
な
さ

な
く
な
っ
た
。」

「
自
ら
の
成
長
の
た
め
に
最
も
優
先
す
べ

き
は
、
卓
越
性
の
追
求
で
あ
る
。
そ
こ
か

ら
充
実
と
自
信
が
生
ま
れ
る
。
能
力
は
仕

事
の
質
を
変
え
る
だ
け
で
な
く
、
人
間
そ

の
も
の
を
変
え
る
が
ゆ
え
に
、
重
大
な
意

味
を
も
つ
。」

「
組
織
に
働
く
者
は
、
組
織
の
使
命
が
社

会
に
お
い
て
重
要
で
あ
り
、
他
の
あ
ら
ゆ

る
も
の
の
基
盤
で
あ
る
と
の
信
念
を
も
た

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
信
念
が
な
け

れ
ば
、
い
か
な
る
組
織
と
い
え
ど
も
、
自

信
と
誇
り
を
失
い
、
成
果
を
あ
げ
る
能
力

を
失
う
。」

「
組
織
は
知
識
労
働
者
に
対
し
、
そ
の
知

識
を
生
か
す
た
め
の
最
高
の
機
会
を
提
供

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
忠
誠
心
を
獲

得
で
き
る
。」
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社

埼
玉
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
株
式
会
社

代
表
取
締
役

社

長

代

表

取
締
役

代

表

取
締
役

吉

田

博

英

新
電
元
工
業
株
式
会
社

東
日
本
昇
降
機
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

株
式
会
社

イ

ビ

サ

年新賀謹

― ８ ―



到着順掲載紙上名刺交換会

代

表

取
締
役

代

表

取
締
役

取
締
役

社

長

株
式
会
社

丸
広
百
貨
店

株
式
会
社

エ
ア
コ
ン
セ
ン
タ
ー

武

州

産

業

株

式

会

社

代

表

取
締
役

代
表
取
締
役

社

長

代

表

取
締
役

吉
野
電
化
工
業
株
式
会
社

埼

玉

機

器

株

式

会

社

大

野

建

設

株

式

会

社

代

表

取
締
役

代
表
取
締
役

社

長

代

表

取
締
役

武

蔵

工

業

株

式

会

社

東
京
鋼
鐡
工
業
株
式
会
社

株
式
会
社

島

村

工

業

代

表

取
締
役

代
表
取
締
役

社

長

代
表
取
締
役

社

長

樋

口

武

渡

辺

真

也

関
東
自
動
車
株
式
会
社

フ

ジ

ノ

ン

株

式

会

社

り
そ
な
総
合
研
究
所
株
式
会
社

執
行
役
員

埼
玉
支
店
長

頭

取

会

長

理
事
長

埼
玉
県
中
古
自
動
車
販
売
協
会

埼
玉
県
中
古
自
動
車
販
売
商
工
組
合

東

京

電

力

株

式

会

社

株
式
会
社

武
蔵
野
銀
行
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代
表
取
締
役

社

長

代

表

取
締
役

代

表

取
締
役

東

上

ガ

ス

株

式

会

社

株
式
会
社

ユ
ニ
ッ
ク
ス

東
京
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

社

長

代
表
取
締
役

社

長

代

表

取
締
役

玄

間

敏

株
式
会
社

イ
マ
ギ
イ
レ

日

本

地

工

株

式

会

社

有
限
会
社

創
文
社
印
刷

代

表

取
締
役

代

表

取
締
役

代

表

取
締
役

田

原

信

男

望

月

憲

日

本

伸

管

株

式

会

社

た
は
ら
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
株
式
会
社

望

月

印

刷

株

式

会

社

代

表

取
締
役

埼

玉

支
店
長

�
埼
玉
県
経
営
者
協
会

田

中

忍

埼
玉
音
楽
文
化
協
会

専
務
理
事

野
上

武
利

職

員

一

同

日
本
自
動
車
管
理
株
式
会
社

東

京

ガ

ス

株

式

会

社

代
表
取
締
役

社

長

代
表
取
締
役

社

長

株
式
会
社

イ

ハ

シ

金

子

農

機

株

式

会

社
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もも
のの
つつ
くく
りり
大大
学学
にに
学学
ぶぶ

南
部
地
区

協

議

会

中
村
隆
夫
学
長
代
行
が
講
演

西
部
地
区
協
議
会
の
本
年
度
上
期
の

集
会
が
一
〇
月
二
二
日
�
午
後
武
州
ガ

ス
�
坂
戸
製
造
所
（
坂
戸
市
千
代
田
５

―
５
―
４
）
で
三
〇
名
の
参
加
を
得
て

開
か
れ
た
。
同
製
造
所
は
昨
年
三
月
に

完
成
し
た
ば
か
り
で
、
大
地
震
で
も
ガ

ス
の
製
造
・
監
視
が
機
能
す
る
よ
う
耐

震
設
計
さ
れ
て
お
り
、
製
造
能
力
も
大

幅
に
強
化
さ
れ
て
い
る
。

会
は
同
社
吉
田
正
廣
取
締
役
社
長
室

長
の
司
会
進
行
で
始
ま
り
、
ま
ず
本
会

常
任
理
事
・
当
西
部
地
区
協
議
会
議
長

（
ボ
ッ
シ
ュ
�
取
締
役
副
社
長
）
齊
藤

俊
雄
氏
に
よ
る
開
会
挨
拶
の
後
、
同
社

原
敏
成
取
締
役
社
長
か
ら
歓
迎
挨
拶
が

あ
り
、「
ま
ず
、
省
エ
ネ
の
視
点
か
ら

も
ガ
ス
の
良
さ
を
感
じ
て
ほ
し
い
こ
と
、

ガ
ス
会
社
が
ど
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い

る
の
か
見
て
、
ガ
ス
事
業
へ
の
ご
理
解

を
頂
け
れ
ば
」
と
述
べ
ら
れ
た
。

会
社
概
要
説
明
で
は
、
同
社
企
画
部

企
画
Ｇ
坂
本
和
之
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
か
ら

日
本
の
ガ
ス
事
業
の
概
要
説
明
が
あ
り
、

カ
ロ
リ
ー
変
更
、
規
制
緩
和
な
ど
の
経

緯
説
明
の
の
ち
、同
社
は
一
八
六
名（
０７

年
４
月
現
在
）
の
体
制
で
、
最
近
飯
能

市
へ
の
供
給
も
始
め
、
七
市
三
町
、
約

一
八
万
軒
に
ガ
ス
を
供
給
し
て
い
る
こ

と
（
年
に
四
〜
五
千
軒
増
加
）
や
寄
居

町
に
新
設
さ
れ
る
本
田
技
研
の
工
場
に

も
ガ
ス
を
供
給
す
る
こ
と
な
ど
が
披
露

さ
れ
た
。
ま
た
、
事
業
展
開
で
は
お
客

さ
ま
サ
ー
ビ
ス
部
門
や
保
安
部
門
を
新

設
し
た
り
、
品
質
向
上
（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０

０
１
）
や
設
備
増
強
を
は
か
っ
て
い
る

こ
と
、
社
会
へ
の
貢
献
も
地
域
社
会
と

の
交
流
（
親
子
体
験
、
出
張
授
業
、
チ

ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
、
町
内
清
掃
な

ど
）
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が

説
明
さ
れ
た
。

次
に
、
供
給
部
製
造
供
給
Ｇ
近
藤
行

雄
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
案
内
で
同
製
造
所

を
見
学
さ
せ
て
頂
い
た
。

休
憩
の
後
、
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
部
サ

ー
ビ
ス
Ｇ
山
田
里
奈
さ
ん
ら
に
よ
る
各

種
料
理
の
比
較
実
演
実
習
が
行
わ
れ
、

こ
の
よ
う
な
協
議
会
で
は
始
め
て
の
試

食
な
ど
も
さ
せ
て
頂
き
、
日
本
伸
管
�

取
締
役
総
務
部
長
荻
原
正
臣
氏
の
閉
会

の
挨
拶
の
の
ち
散
開
し
た
。

南
部
地
区
協
議
会
（
議
長
・
小
嶋
隆

善
�
小
島
鉄
工
所
社
長
）
の
本
年
度
上

期
協
議
会
が
十
一
月
十
五
日
�
、
も
の

つ
く
り
大
学
に
て
開
催
さ
れ
た
。

第
一
部
は
「
も
の
つ
く
り
大
学
の
概

要
」
と
題
し
た
中
村
隆
夫
学
長
代
行
の

講
演
、
第
二
部
は
学
内
見
学
で
、
関
係

者
を
含
め
二
十
三
名
が
参
加
し
た
。

会
は
事
務
局
の
司
会
で
進
行
し
、
開

会
で
挨
拶
に
立
っ
た
小
嶋
隆
善
議
長
は

「
も
の
づ
く
り
の
原
点
に
帰
る
教
育
」

を
教
育
基
本
方
針
の
一
つ
と
し
、
も
の

つ
く
り
の
「
心
」
と
「
技
」
と
「
知
恵
」

を
あ
わ
せ
も
つ
創
造
性
豊
か
な
「
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ス
ト
」
を
育
て
て
お
り
、
大
い

に
関
心
を
も
つ
て
い
る
。
そ
し
て
、
本

協
議
会
で
多
く
を
学
び
、
今
後
の
経
営
、

も
の
づ
く
り
に
大
い
に
生
か
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
挨
拶
を
結
ば
れ
た
。

次
に
、
事
務
局
よ
り
三
国
雅
裕
常
務

理
事
が
、
も
の
つ
く
り
大
学
と
の
関
連

を
当
会
利
根
会
長
が
理
事
に
就
任
し
て

い
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
埼
経
協
ニ
ュ
ー

ス
の
「
も
の
つ
く
り
大
学
へ
よ
う
こ

そ
」
と
、「
視
点
」
の
「
も
の
づ
く
り

へ
の
熱
い
遺
訓
」、
の
記
事
に
つ
い
て

述
べ
、
各
種
事
業
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

続
い
て
「
も
の
つ
く
り
大
学
の
概

要
」
と
題
し
た
中
村
隆
夫
学
長
代
行
の

講
演
が
行
わ
れ
た
。

最最
新新
鋭鋭
のの
坂坂
戸戸
製製
造造
所所
見見
学学

西
部
地
区

協

議

会

武
州
ガ
ス
�
で
開
か
れ
る

武
州
ガ
ス
原
敏
成
社
長
挨
拶

施
設
見
学

比
較
実
演
実
習

挨
拶
す
る
小
嶋
議
長

講
演
す
る
中
村
学
長
代
行

―１１―



泉泉
龍龍
彦彦
社社
長長
がが
概概
要要
をを
説説
明明

中
部
地
区

協

議

会

新
都
心
の
ク
ラ
リ
オ
ン
�
で

も
の
つ
く
り
大
学
は
、
基
本
的
技
能

と
「
も
の
つ
く
り
魂
」
を
基
盤
に
据
え
、

そ
こ
に
科
学
・
技
術
の
知
識
と
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
能
力
を
加
え
、
新
時
代
を
切
り

拓
く
感
性
と
倫
理
観
を
備
え
た
人
材
の

育
成
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
。
そ
し
て
、

実
学
を
重
視
し
、
現
実
に
も
の
に
接
し
、

も
の
の
命
を
体
得
し
、
問
題
を
発
見
し
、

自
ら
解
決
方
法
を
見
出
し
、
企
画
し
て

製
作
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
大
切
に
し
て
い

る
こ
と
。
さ
ら
に
、
従
来
の
理
工
系
大

学
と
は
発
想
を
変
え
、
実
習
の
科
目
と

長
期
間
の
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
が
あ

る
こ
と
を
話
さ
れ

た
。
ま
た
、
六
つ

の
基
本
的
な
理
念

に
基
づ
き
、
技
術

を
基
盤
と
し
な
が

ら
も
科
学
・
技
術
・

経
済
・
芸
術
・
環

境
な
ど
を
ふ
ま
え

た
も
の
づ
く
り
を

中
心
に
、
高
度
な

技
能
と
技
術
と
を

融
合
し
た
実
践
的

な
教
育
及
び
研
究

を
行
う
こ
と
で
、

豊
か
な
社
会
性
と

創
造
性
、
さ
ら
に

倫
理
性
を
身
に
つ

け
た
技
術
者
を
育

成
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
あ
わ
せ

て
も
の
づ
く
り
に
対
す
る
社
会
的
評
価

の
向
上
と
、
世
界
の
発
展
に
貢
献
す
る

こ
と
を
目
指
す
と
述
べ
ら
れ
た
。

第
二
部
は
一
時
間
以
上
に
わ
た
り
、

学
内
見
学
を
日
向
輝
彦
学
科
長
・
教
授

と
坂
口

昇
学
科
長
・
教
授
に
懇
切
丁

寧
に
、
あ
ら
ゆ
る
所
を
ご
案
内
、
ご
解

説
い
た
だ
い
た
。

最
後
に
、
サ
イ
ボ
ー
�
の
飯
野
和
彦

取
締
役
総
務
部
長
に
よ
り
、
謝
辞
と
閉

会
の
挨
拶
が
行
わ
れ
、
南
部
地
区
協
議

会
は
盛
会
裏
の
内
に
終
了
し
た
。

中
部
地
区
協
議
会
（
議
長
�
片
岡
和

久
東
京
電
力
�
執
行
役
員
埼
玉
支
店

長
）
が
十
一
月
八
日
�
、
今
夏
さ
い
た

ま
新
都
心
に
本
社
を
移
転
さ
れ
た
ク
ラ

リ
オ
ン
�
で
、
利
根
会
長
に
も
ご
臨
席

い
た
だ
く
な
ど
、
総
勢
五
十
名
が
参
加

し
開
催
さ
れ
た
。
会
は
事
務
局
の
司
会

で
進
行
し
、
片
岡
議
長
が
開
会
に
あ
た

り
挨
拶
さ
れ
た
後
、
当
会
の
野
上
武
利

専
務
理
事
が
、
協
会
の
活
動
状
況
に
つ

い
て
報
告
し
た
。

続
い
て
、
ク
ラ
リ
オ
ン
の
泉
龍
彦
社

長
か
ら
歓
迎
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。

泉
社
長
は
同
社
の
概
要
を
説
明
し
つ
つ
、

「
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
本
社
を
こ
の
地

に
置
い
た
。
こ
こ
に
は
一
千
人
を
超
え

る
本
社
ス
タ
ッ
フ
及
び
開
発
・
技
術
の

主
要
メ
ン
バ
ー
を
結
集
し
て
お
り
、
同

社
グ
ル
ー
プ
の
最
重
要
拠
点
」
と
強
調

し
た
。
そ
の
後
、
大
町
秀
雄
経
営
戦
略

室
部
長
か
ら
、
企
業
概
要
か
ら
始
ま
り
、

企
業
理
念
、
事
業
領
域
、
売
上
高
、
販

売
状
況
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
広
が
る
Ｏ
Ｅ

Ｍ
顧
客
、
国
内
拠
点
、
グ
ロ
ー
バ
ル
開

発
・
販
売
・
生
産
拠
点
等
、
詳
細
に
ご

説
明
い
た
だ
い
た
。

続
い
て
、「
さ
い
た
ま
新
都
心
を
選

ん
だ
背
景
と
新
社
屋
の
コ
ン
セ
プ
ト
」

と
題
し
、
和
田
泰
彦
取
締
役
常
務
執
行

役
員
か
ら
ご
講
演
を
賜
っ
た
。「
当
社

は
、
二
〇
一
〇
年
三
月
に
創
立
七
十
周

年
を
迎
え
る
に
あ
た
り『V

ISIO
N ７０

』

を
策
定
、『
価
値
あ
る
企
業
』
へ
の
変

革
を
目
指
し
た
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

そ
の
一
つ
の
柱
が
、

こ
の
本
社
移
転
で

あ
っ
た
」
と
振
り

返
り
、「
交
通
ア

ク
セ
ス
・
市
の
熱

心
な
誘
致
・
人
材

確
保
面
・
企
業
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
な

ど
が
当
地
決
定
の

理
由
」
と
語
っ
た
。

ま
た
、「
一
時
、

相
模
原
も
候
補
と

し
て
上
っ
た
が
、

従
業
員
の
住
ま
い

等
ニ
ー
ズ
を
優
先

し
て
決
定
し
た
」

と
述
べ
た
上
で
、

予
算
内
か
つ
納
期

内
で
完
成
さ
せ
る

た
め
の
苦
労
話
や

エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど

も
お
話
い
た
だ
い

学
内
見
学

挨
拶
す
る
片
岡
議
長

泉
社
長
に
よ
る
歓
迎
挨
拶
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
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彩彩
のの
国国
オオ
リリ
ッッ
クク
スス

資資
源源
循循
環環
��
をを
視視
察察
北部地区
協 議 会

た
。
こ
れ
を
受
け
次
に
、
原
田
道
昭
総

務
部
長
か
ら
、
周
辺
と
の
調
和
と
デ
ザ

イ
ン
、
環
境
・
省
エ
ネ
面
、
更
に
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
々
詳
細

な
解
説
を
い
た
だ
い
た
。

講
演
の
後
は
三
班
に
分
か
れ
、
い
よ

い
よ
本
社
及
び
技
術
セ
ン
タ
ー
の
視
察

へ
と
移
っ
た
。
最
高
級
音
響
設
備
を
誇

る
「
視
聴
室
」
か
ら
始
ま
り
、「
温
・

湿
度
試
験
室
」、「
耐
久
試
験
室
」、「
本

物
の
車
を
使
っ
て
の
テ
ス
ト
室
」、「
電

波
暗
室
」
な
ど
の
技
術
セ
ン
タ
ー
、
そ

し
て
本
社
内
諸
施
設
等
、
一
般
で
は
決

し
て
視
察
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
、
車

内
の
い
か
な
る
環
境
に
も
耐
え
う
る
技

術
力
を
、
裏
打
ち
す
る
商
品
開
発
体
制

を
垣
間
見
る
こ
と
が
出
来
た
。

最
後
に
、
全
員
が
再
び
集
合
し
、
同

社
へ
の
視
察
の
御
礼
を
申
し
上
げ
た
上

で
閉
会
し
た
が
、
そ
の
際
に
は
今
一
度

泉
社
長
さ
ん
以
下
、
総
出
で
お
見
送
り

を
い
た
だ
く
な
ど
、
最
後
ま
で
ご
丁
寧

な
お
も
て
な
し
を
い
た
だ
い
た
。
こ
の

場
を
お
借
り
し
て
、
あ
ら
た
め
て
感
謝

申
し
上
げ
た
い
。

北
部
地
区
協
議
会
（
議
長
�
根
本
清

司
�
リ
ケ
ン
顧
問
）
が
十
一
月
二
十
二

日
�
、
寄
居
町
の
埼
玉
県
環
境
整
備
セ

ン
タ
ー
に
て
約
三
十
名
が
参
加
し
開
催

さ
れ
た
。

開
会
に
あ
た
り
根
本
議
長
は
、「
環

境
問
題
に
つ
い
て
は
国
際
会
議
や
京
都

議
定
書
な
ど
で
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
て
お
り
、
今
世
紀
最
大
の
グ
ロ

ー
バ
ル
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
本
日
は
貴
重
な
勉
強

の
機
会
な
の
で
、
各
社
に
持
ち
帰
っ
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
挨
拶
さ
れ
た
。

続
い
て
、
吉
田
浩
士
埼
玉
県
環
境
整

備
セ
ン
タ
ー
資
源
循
環
工
場
担
当
部
長

よ
り
概
要
説
明
を
い
た
だ
い
た
。

埼
玉
県
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
は
、
全

国
唯
一
の
県
営
最
終
処
分
場
と
し
て
平

成
元
年
に
オ
ー
プ
ン
し
、
九
十
七
・
七

ヘ
ク
タ
ー
ル
と
い
う
広
大
な
敷
地
を
有

し
、
厳
し
い
受
入
基
準
と
最
高
度
の
浸

出
水
処
理
施
設
を
有
す
る
管
理
型
処
分

場
で
、
住
民
の
監
視
活
動
を
積
極
的
に

受
け
入
れ
る
な
ど
、
徹
底
し
た
安
全
管

理
と
透
明
性
の
高
い
運
営
に
努
め
て
い

る
。
敷
地
内
は
約
二
百
七
十
一
万
�
の

埋
立
が
可
能
な
廃
棄
物
埋
立
地
、
独
立

採
算
型
Ｐ
Ｆ
Ｉ
と
借
地
方
式
の
併
用
に

よ
る
民
間
活
力
を

活
用
し
た
資
源
循

環
工
場
が
九
施
設
、

緑
地
公
園
、
防
災

調
節
池
な
ど
で
構

成
さ
れ
て
い
る
。

今
回
は
、
最
終

埋
立
処
分
場
と

「
彩
の
国
資
源
循

環
工
場
」
の
中
か

ら
オ
リ
ッ
ク
ス
資

源
循
環
�
を
視
察

し
た
。
オ
リ
ッ
ク

ス
資
源
循
環
は
、

廃
棄
物
の
完
全
リ

サ
イ
ク
ル
を
行
う

ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
施
設
、
一
般
で

は
埋
立
や
焼
却
処

分
し
か
で
き
な
い

廃
棄
物
を
熱
分
解

ガ
ス
化
改
質
方
式

に
よ
り
一
〇
〇
％
再
資
源
化
し
、
焼
却

灰
や
飛
灰
な
ど
が
一
切
発
生
し
な
い
最

先
端
シ
ス
テ
ム
、
埋
立
処
分
さ
れ
る
も

の
は
全
く
な
く
、
排
ガ
ス
も
洗
浄
・
精

製
さ
れ
燃
料
用
ガ
ス
と
し
て
発
電
に
利

用
さ
れ
て
い
る
。

埼
玉
県
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
視
察
後

は
、
講
演
の
部
と
し
て
、『
埼
玉
県
に

お
け
る
企
業
誘
致
の
取
り
組
み
』
〜
企

業
誘
致
大
作
戦
か
ら
チ
ャ
ン
ス
メ
ー
カ

ー
埼
玉
戦
略
〜
と
題
し
て
、
吉
澤
利
文

埼
玉
県
産
業
労
働
部
参
事
よ
り
講
演
を

い
た
だ
い
た
。
吉
澤
参
事
は
、
�
企
業

誘
致
大
作
戦
の
概
要

�
埼
玉
県
の
企

業
誘
致
の
特
徴

�
誘
致
に
あ
た
っ
て

の
行
動
基
準

�
企
業
誘
致
大
作
戦
の

実
績
（
立
地
件
数
二
三
七
件
、
工
場
立

地
件
数
平
成
十
六
年
は
全
国
十
三
位
か

ら
平
成
十
八
年
は
全
国
五
位
に
向
上
）

	
企
業
誘
致
大
作
戦
の
成
果
（
投
資

総
額


約
三
一
七
二
億
円
、
新
規
雇
用

者
数


八
五
八
九
人
、
経
済
波
及
効
果



約
一
兆
三
四
八
八
億
円
）

�
課
題

を
報
告
さ
れ
、
続
い
て
チ
ャ
ン
ス
メ
ー

カ
ー
埼
玉
戦
略
の
概
要
や
実
績
、
立
地

企
業
の
特
徴
、
こ
れ
か
ら
の
計
画
な
ど

を
披
露
、
圏
央
道
の
開
通
目
標
や
ホ
ン

ダ
寄
居
・
小
川
新
工
場
お
よ
び
関
連
企

業
の
集
積
状
況
な
ど
を
説
明
さ
れ
た
。

埼
玉
県
内
で
も
企
業
誘
致
、
産
業
集

積
に
お
い
て
も
注
目
を
集
め
る
北
部
地

区
な
の
で
、
参
加
者
も
熱
心
に
聴
衆
さ

れ
、
閉
会
し
た
。

根
本
清
司
議
長
（
�
リ
ケ
ン
顧
問
）

開
会
挨
拶

吉
澤
利
文
参
事
講
演

オ
リ
ッ
ク
ス
資
源
循
環
㈱
の
視
察
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「
道
州
制
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
平
成

十
九
年
度
地
域
社
会
問
題
委
員
会
（
委

員
長
�
佐
藤
謙
一
東
日
本
電
信
電
話
�

埼
玉
支
店
長
）
を
十
一
月
九
日
、
ソ
ニ

ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
で
開
催
し
た
。

地
域
社
会
問
題
委
員
会
は
企
業
と
地

域
社
会
に
関
わ
る
諸
問
題
を
幅
広
く
検

討
し
、
企
業
な
ら
び
に
地
域
社
会
の
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
タ
イ

ム
リ
ー
な
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
て
毎
年

開
催
し
て
お
り
、今
回
の
テ
ー
マ
は「
道

州
制
」、
道
州
制
に
つ
い
て
は
、
政
府

内
や
全
国
知
事
会
で
導
入
論
議
が
高
ま

り
議
論
が
活
発
化
し
て
お
り
、産
業
界
・

経
済
界
に
お
い
て
も
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
に

大
き
な
影
響
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
こ
と

か
ら
、
本
会
と
し
て
も
本
格
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
テ
ー
マ
と
位
置
づ
け
て
い

る
。会

は
佐
藤
委
員
長
が
開
会
挨
拶
、
野

上
武
利
本
会
専
務
理
事
が
事
務
局
報
告

な
ら
び
に
講
師
紹
介
を
行
っ
た
後
、
井

上
洋
日
本
経
団
連
産
業
第
一
本
部
本
部

長
が
「
道
州
制
の
導
入
に
向
け
た
第
一

次
提
言
」
と
題
し
て
講
演
を
行
っ
た
。

井
上
本
部
長
は
、
一
八
七
一
年
の
廃

藩
置
県
か
ら
の
地
方
制
度
の
歴
史
と
道

州
制
等
に
係
る
政
府
な
ら
び
に
経
団
連

の
論
議
を
年
表
を
用
い
て
説
明
し
、
二

〇
〇
七
年
一
月
発
表
の
日
本
経
団
連
ビ

ジ
ョ
ン
「
希
望
の
国
、
日
本
」
で
の
考

え
方
や
三
月
に
発
表
し
た
「
道
州
制
の

導
入
に
向
け
て
の
第
一
次
提
言
」
に
至

っ
た
経
過
な
ど
を
紹
介
し
た
。
ま
た
、

第
一
次
提
言
の
概
要
、

一
、
こ
れ
ま
で
の
地
方
分
権
改
革
、

税
財
源
移
譲
の
評
価
と
課
題

二
、
道
州
制
導
入
の
意
義
・
目
的

三
、
道
州
制
の
導
入
に
よ
っ
て
か
た

ち
づ
く
ら
れ
る
新
し
い
国
の
姿

【
参
考
�
国
、
道
州
、
基
礎
自
治
体
の

役
割
分
担
の
イ
メ
ー
ジ
】

四
、
道
州
制
導
入
に
向
け
て
の
道
筋

五
、
道
州
制
憲
章
七
カ
条

（
試
案
）

【
第
二
次
提
言
へ
の
検
討
課
題
】

な
ど
を
説
明
し
た
。

井
上
本
部
長
は
、「
広
域
自
治
体
（
道

州
）
が
独
自
性
を
発
揮
し
、
現
場
の
実

情
を
ふ
ま
え
て
真
に
自
立
し
た
地
域
を

目
指
す
こ
と
が
必
要
で
、
地
域
づ
く
り

の
主
役
は
住
民
」
と
、
個
性
あ
る
地
域

づ
く
り
と
地
域
づ
く
り
に
お
け
る
主
体

性
の
尊
重
を
強
調
し
た
。
講
演
後
の
質

疑
応
答
で
は
参
加
者
か
ら
、「
地
方
税

源
と
地
方
行
政
職
員
削
減
の
考
え
方
」

や
「
公
務
員
制
度
改
革
は
道
州
制
と
共

に
考
え
る
べ
き
」
な
ど
、
活
発
な
質
問

や
指
摘
が
出
さ
れ
た
。

続
い
て
、
�
山
次
郎
埼
玉
県
総
合
政

策
部
地
方
分
権
支
援
課
課
長
が
、「
地

方
に
お
け
る
道
州
制
の
検
討
状
況
」
と

題
し
て
講
演
を
行
っ
た
。
講
演
で
は

一
、
各
機
関
に
お
け
る
道
州
制
の
検

討
状
況

二
、
第
二
八
次
地
方
制
度
調
査
会
答

申
の
ポ
イ
ン
ト

三
、
地
方
制
度
調
査
会
答
申
の
区
域

例
に
つ
い
て

四
、
全
国
知
事
会
「
基
本
的
考
え

方
」
に
お
け
る
道
州
制
の
基
本

原
則

五
、
八
都
県
市
に
お
け
る
道
州
制
の

研
究

六
、
参
考
資
料

�
国
の
地
方
支
分
部
局
等
の
区
域

�
市
町
村
合
併
の
進
展
状
況

�
埼
玉
県
の
人
口
予
測

�
首
都
圏
経
済
の
実
態

な
ど
を
説
明
し
、
最
後
に
産
業
・
雇
用

分
野
、
環
境
分
野
、
公
共
事
業
分
野
の

三
分
野
か
ら
み
た
埼
玉
県
を
含
む
望
ま

し
い
区
域
を
紹
介
し
た
。

日
本
経
団
連
講
師
が
行
う
地
方
経
協

で
の
講
演
と
し
て
は
今
回
が
全
国
初
め

て
と
い
う
こ
と
で
、
当
日
は
会
員
企
業

の
代
表
者
や
県
の
職
員
な
ど
五
十
名
以

上
が
参
加
し
、
道
州
制
に
対
す
る
関
心

の
高
さ
が
う
か
が
え
た
。

『
道
州
制
』
を
テ
ー
マ
に

地
域
社
会
問
題
委
員
会
開
く

会
場
の
様
子

佐
藤
謙
一
地
域
社
会
問
題
委
員
会
委
員
長

（
東
日
本
電
信
電
話
㈱
埼
玉
支
店
長
）

講
演
�

井
上
洋
日
本
経
団
連

産
業
第
一
本
部
本
部
長

講
演
�

�
山
次
郎
県
埼
玉
総
合
政
策

部
地
方
分
権
支
援
課
課
長
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日
本
機
械
学
会
と
県
内
企
業
経
営
者

と
の
交
流
会
（
主
催
�
日
本
機
械
学
会
、

埼
玉
県
・
団
塊
世
代
活
動
支
援
セ
ン
タ

ー
、
共
催
�
埼
玉
県
経
営
者
協
会
、
埼

玉
県
経
営
合
理
化
協
会
、
埼
玉
県
中
小

企
業
振
興
公
社
）
が
十
二
月
十
九
日
�
、

新
都
心
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ
で
開
催

さ
れ
た
。

こ
の
交
流
会
は
日
本
機
械
学
会
と
し

て
も
初
め
て
の
試
み
で
、
機
械
学
会
会

員
Ｏ
Ｂ
技
術
者
の
持
て
る
技
術
を
県
内

企
業
で
生
か
す
こ
と
が
目
的
。
県
内
企

業
の
ニ
ー
ズ
と
機
械
学
会
の
シ
ー
ズ
を

マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
第
一
歩
（
き
っ
か

け
）
と
し
て
開
い
た
。

交
流
会
に
は
本
会
会
員
企
業
を
は
じ

め
と
す
る
も
の
づ
く
り
企
業
な
ど
二
十

三
社
の
経
営
者
と
日
本
機
械
学
会
会
員

で
埼
玉
在
住
の
Ｏ
Ｂ
技
術
者
十
七
名
、

関
係
団
体
な
ど
か
ら
七
十
名
が
参
加
し

た
。齋
藤
忍
日
本
機
械
学
会
会
長
は「
地

域
に
住
む
学
会
の
会
員
と
地
域
の
中
小

企
業
が
出
会
う
場
を
つ
く
り
中
小
企
業

を
支
援
し
、
も
の
づ
く
り
に
貢
献
し
て

い
き
た
い
」
と
語
り
、
野
上
武
利
本
会

専
務
理
事
は
「
埼
玉
が
も
の
づ
く
り
の

先
進
県
と
し
て
高
度
な
人
材
を
集
積
し
、

産
業
力
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
だ
。
こ

の
交
流
会
を
き
っ
か
け
と
し
て
ぜ
ひ
活

用
し
て
ほ
し
い
」
と
挨
拶
し
た
。

参
加
し
た
機
械
学
会
Ｏ
Ｂ
技
術
者
は

自
動
車
、
電
気
・
機
械
、
精
密
部
品
、

造
船
、
原
子
力
、
建
築
設
計
な
ど
多
種

多
様
な
も
の
づ
く
り
に
携
っ
た
ス
ペ
シ

ャ
リ
ス
ト
。
そ
れ
ぞ
れ
が
経
歴
と
得
意

分
野
な
ど
を
紹
介
、
ま
た
、
企
業
経
営

者
ら
は
自
社
の
事
業
内
容
と
支
援
を
受

け
た
い
分
野
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

本
会
会
員
で
池
上
金
型
工
業
（
久
喜

市
）
の
池
上
恵
蔵
相
談
役
は
「
力
を
貸

し
て
く
れ
る
人
材
に
出
会
え
る
と
期
待

し
て
参
加
し
た
。
高
度
な
技
術
力
を
持

っ
て
い
る
人
た
ち
ば
か
り
な
の
で
今
後

に
つ
な
げ
た
い
。
こ
う
し
た
出
会
い
の

場
は
ぜ
ひ
活
用
し
た
い
」
と
話
し
て
い

た
。
ま
た
他
の
参
加
企
業
の
経
営
者
は

「
も
の
づ
く
り
の
魂
、
喜
び
、
達
成
感

を
若
者
に
伝
え
て
い
き
た
い
。
小
企
業

で
大
き
な
役
割
を
果
た
す
た
め
に
は
技

術
力
を
さ
ら
に
磨
き
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
す

る
こ
と
が
必
要
で
、
そ
の
た
め
の
技
術

者
の
育
成
指
導
を
す
る
こ
と
も
大
切
。

今
日
の
会
は
そ
の
き
っ
か
け
と
な
る
」

と
語
っ
た
。

日
本
機
械
学
会
は
一
八
九
七
年
（
明

治
三
十
年
）
に
創
立
、
大
学
を
は
じ
め

と
す
る
機
械
系
教
育
機
関
、
各
種
研
究

所
、
企
業
で
機
械
工
学
な
ど
を
研
究
し

て
い
る
第
一
線
の
研
究
者
、
技
術
者
な

ど
約
四
万
人
が
会
員
と
な
っ
て
お
り
、

埼
玉
在
住
の
会
員
は
千
二
百
人
。
こ
の

う
ち
、
Ｏ
Ｂ
技
術
者
は
百
七
十
人
程
度

と
い
う
。

な
お
、
県
の
団
塊
世
代
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
の
設
置
な
ら
び
に
日
本
機
械
学

会
と
県
お
よ
び
団
塊
セ
ン
タ
ー
と
の
架

け
橋
に
は
本
会
が
大
き
く
関
わ
っ
た
こ

と
で
、
今
回
の
交
流
会
が
実
施
さ
れ
た
。

日日
本本
機機
械械
学学
会会
とと
県県
内内
企企
業業

経経
営営
者者
がが
初初
のの
交交
流流
会会
開開
くく

全国ネットの人材情報で、
出出向向・・移移籍籍、、転転職職ををササポポーートト！！

●お問い合わせ

�048‐642‐1121（土・日・祝日休）
http : //www.sangyokoyo.or.jp/

企業間の出向・移籍のお手伝いや転職を希望する在職者の方の
職業相談・職業紹介を行っております。
経験豊かで優秀な人材を紹介いたします。

無 料
情報の提供、相談、
あっせん等の費用
はかかりません。

出向・移籍の専門機関

全国ネット
全国４７都道府県の
事務所の情報を提
供します。

信頼と安心
経済・産業団体と
厚生労働省の協力
で設立された公益
法人です。

お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

埼玉
事務所

会
場
の
様
子

日
本
機
械
学
会
会
長

齋
藤
忍
氏
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「
輸
入
価
格
が
高
騰
す
る
中
、
価

格
転
嫁
が
出
来
な
い
厳
し
い
状
況
が

続
い
た
が
、
経
費
の
削
減
等
業
務
の

効
率
化
を
推
進
し
た
結
果
、前
期（
八

月
決
算
）
は
増
収
増
益
を
達
成
し

た
」
と
昨
年
を
振
り
返
る
サ
イ
サ
ン

の
川
本
武
彦
社
長
（
�
写
真
）。
こ

の
一
月
に
社
長
就
任
八
年
目
を
迎
え

た
。
サ
イ
サ
ン
を
頂
点
に
二
十
三
社

で
構
成
す
る
「G

as
O
ne

」
グ
ル
ー

プ
を
率
い
る
が
「
関
東
甲
信
越
の
テ

レ
ビ
Ｃ
Ｍ
や
埼
玉
県
を
中
心
と
し
た

数
々
の
主
催
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
広
が

り
を
見
せ
、
二
〇
〇
三
年
に
確
立
し

たG
as
O
ne

ブ
ラ
ン
ド
に
関
す
る

一
都
十
一
県
の
営
業
エ
リ
ア
で
の
調

査
で
は
、
一
般
市
場
で
六
割
以
上
の

認
知
度
が
あ
っ
た
」
と
自
信
を
示
す
。

実
父
の
宜
彦
会
長
は
日
本
エ
ル
ピ

ー
ガ
ス
連
合
会
の
会
長
や
埼
玉
県
商

工
会
議
所
連
合
会
の
会
頭
を
務
め
る

な
ど
極
め
て
多
忙
。「
ほ
ぼ
九
割
は

対
外
的
な
仕
事
。
父
か
ら
は
、
例
え

失
敗
し
て
も
そ
の
時
責
任
を
と
る
覚

悟
を
す
れ
ば
一
歩
前
に
で
ら
れ
る
と

言
う
『
覚
悟
に
勝
る
決
断
な
し
』
と

の
言
葉
を
受
け
継
い
だ
。
こ
れ
を
座

右
の
銘
と
し
て
い
る
」。
当
社
の
経

営
だ
け
で
も
繁
忙
だ
が
、
グ
ル
ー
プ

を
リ
ー
ド
し
た
り
、
約
九
十
社
で
構

成
す
る
「
埼
玉
県
若
手
経
営
者
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
の
代
表
理
事
、
当
会
の
青

年
経
営
者
部
会
幹
事
を
努
め
る
な
ど
、

そ
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
は
正
に
実
父
譲

り
。「
若
手
経
営
者
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、

会
社
の
発
展
を
通
じ
て
、
い
か
に
社

会
貢
献
す
る
か
を
テ
ー
マ
に
、
四
年

前
に
設
立
し
た
。
趣
旨
が
こ
う
い
う

こ
と
で
も
あ
り
、
上
田
知
事
に
も
名

誉
会
長
に
ご
就
任
い
た
だ
い
た
」。

当
社
は
十
年
前
か
ら
�
サ
イ
サ
ン
環

境
保
全
基
金
を
設
立
し
、
環
境
保
全

活
動
の
支
援
に
力
を
入
れ
て
い
る
が
、

こ
の
精
神
は
社
員
に
も
浸
透
し
て
お

り
、
昨
年
十
一
月
に
は
、
街
の
美
化

の
た
め
女
性
社
員
が
取
組
ん
で
き
た

空
き
缶
回
収
で
得
た
、
そ
の
資
金
で

車
椅
子
を
購
入
、
県
に
寄
贈
す
る
な

ど
当
社
の
社
会
貢
献
活
動
の
領
域
は

広
範
か
つ
地
道
。

多
方
面
に
活
躍
す
る
青
年
実
業
家

は
、
家
族
と
の
時
間
も
大
切
に
す
る
。

夏
休
み
に
は
必
ず
奥
様
・
二
女
一
男

の
家
族
と
共
に
ハ
ワ
イ
で
過
ご
し
、

正
月
は
ご
両
親
を
中
心
に
、
都
内
の

ホ
テ
ル
で
一
堂
に
会
す
る
。
こ
の
時

間
は
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
と
充
電
に
当

て
る
。
家
族
と
の
団
欒
と
、
読
書
に

ふ
け
る
至
福
の
時
間
を
持
つ
。「
司

馬
遼
太
郎
は
一
通
り
読
み
ま
し
た
。

最
近
は
ミ
ス
テ
リ
ー
、
時
代
小
説
、

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
な
ど
ジ
ャ
ン
ル
を
超

え
る
宮
部
み
ゆ
き
に
惹
か
れ
て
い

る
」
と
言
う
。

今
年
の
抱
負
に
つ
い
て
伺
う
と
、

「
昨
年
九
月
、
グ
ル
ー
プ
の
事
業
活

動
強
化
の
た
め
、『
東
京
本
部
』
を

立
ち
上
げ
た
が
、
今
年
は
こ
こ
を
ベ

ー
ス
に
事
業
領
域
を
拡
大
し
た
い
。

同
時
に
、
選
ば
れ
る
企
業
ブ
ラ
ン
ド

を
築
き
た
い
。
今
後
は
、
エ
コ
ウ
ィ

ル
で
電
気
を
作
り
、
太
陽
光
発
電
と

の
ダ
ブ
ル
発
電
や
燃
料
電
池
な
ど
攻

め
の
機
器
が
活
用
で
き
る
よ
う
に
な

る
。
オ
ー
ル
電
化
な
ら
ぬ
、
オ
ー
ル

サ
イ
サ
ン
を
目
指
し
た
い
。
そ
の
た

め
に
は
、
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
即
応

で
き
る
販
売
店
の
競
争
力
向
上
と
人

材
育
成
に
力
を
入
れ
る
」。
物
腰
は

柔
ら
か
い
が
秘
め
た
る
決
意
を
感
じ

る
。

草
加
市
柿
木
町
に
本
社
を
置
く
株

式
会
社
ア
イ
バ
の
主
な
事
業
は
、
運

送
業
、
梱
包
業
、
倉
庫
業
と
シ
ュ
レ

ッ
ダ
ー
マ
ン
事
業
で
あ
る
。

シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
マ
ン
事
業
と
は
聞

き
な
れ
な
い
が
、
そ
れ
も
そ
の
は
ず

日
本
初
の
事
業
で
、
当
社
が
特
許
取

得
自
動
車
、
実
用
新
案
取
得
自
動
車

を
保
有
し
て
い
る
。

シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
マ
ン
は
、
依
頼
の

あ
っ
た
会
社
等
を
訪
問
し
、
目
の
前

で
個
人
情
報
記
載
書
類
な
ど
を
細

断
・
圧
縮
固
形
処
理
し
た
後
、
溶
解

処
理
し
て
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
等

に
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
に
ド

イ
ツ
か
ら
輸
入
し
た
細
断
機
、
そ
し

て
、
圧
縮
・
固
形
機
と
、
そ
れ
ら
を

動
か
す
発
電
機
が
搭
載
さ
れ
て
お
り
、

超
静
音
型
で
オ
フ
ィ
ス
街
で
も
騒
音

の
迷
惑
を
掛
け
な
い
よ
う
に
設
計
し

て
あ
る
。
細
断
機
は
、
ダ
ン
ボ
ー
ル

箱
ご
と
投
入
で
き
る
の
で
、
重
要
機

密
書
類
な
ど
を
人
の
目
に
触
れ
る
こ

と
な
く
処
理
す
る
こ
と
が
可
能
で
、

従
来
の
大
型
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
に
代
わ

る
独
自
の
細
断
処
理
シ
ス
テ
ム
で
あ

り
、
Ｐ
Ｐ
Ｃ
用
紙
「
Ａ
４
」
一
万
枚

を
一
度
に
投
入
で
き
る
。
圧
縮
・
固

形
機
は
、
細
断
処
理
さ
れ
た
物
を
そ

の
場
で
、
円
筒
状
に
形
成
さ
せ
る
こ

と
に
よ
り
、
か
さ
ば
る
紙
く
ず
も
十

分
の
一
に
圧
縮
し
、
書
類
等
の
復
元

は
不
可
能
で
、
漏
洩
防
止
に
最
適
な

シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

こ
の
事
業
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
首
都
圏
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
等
々
、
各
種
マ
ス
コ
ミ
に

も
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
独
自
の

優
れ
た
シ
ス
テ
ム
と
、
個
人
情
報
保

護
法
の
浸
透
に
よ
り
、
今
後
の
拡
大

が
大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
る
。

当
社
は
昭
和
五
十
三
年
、
新
座
市

に
設
立
。
平
成
一
年
、
倉
庫
業
、
梱

包
業
を
強
化
の
た
め
、
戸
田
市
に
営

業
所
を
開
設
し
、
翌
年
本
店
を
移
転

し
た
。
平
成
七
年
、
草
加
市
に
本
店

を
移
転
。
ま
た
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

界
と
し
て
は
平
成
十
二
年
の
早
期
に

Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
の
認
証
を
取
得
し

て
い
る
。

そ
し
て
、
当
社
の
三
つ
の
基
本
方

針
は
、「
お
客
様
に
信
頼
さ
れ
、
満

足
さ
れ
る
品
質
シ
ス
テ
ム
の
提
供
」、

「
社
員
の
モ
ラ
ー
ル
ア
ッ
プ
と
安
全

運
転
を
心
掛
け
る
職
場
つ
く
り
」、

「
地
球
環
境
に
配
慮
し
た
企
業
経

営
」
で
、「
世
界
に
認
め
ら
れ
る
品

質
シ
ス
テ
ム
を
創
る
」
こ
と
を
企
業

理
念
に
掲
げ
て
い
る
。
ま
さ
に
、
シ

ュ
レ
ッ
ダ
ー
マ
ン
事
業
は
そ
れ
を
具

現
化
し
た
一
つ
で
も
あ
る
。

さ
ら
に
、
荷
主
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ

ン
グ
の
要
請
に
積
極
的
に
応
え
る
た

め
、
３
Ｐ
Ｌ
（
サ
ー
ド
パ
ー
テ
ィ
・

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
）
事
業
を
推
し
進

め
、
韓
国
の
釜
山
港
に
現
地
法
人
を

中
国
、
韓
国
と
共
同
で
立
ち
上
げ
、

海
外
に
も
新
事
業
を
展
開
し
て
ゆ
く

計
画
で
あ
る
。

なな話話題題 中中 南南 西西 北北

中
部

�
サ
イ
サ
ン

父
の
教
え
「
覚
悟
に
勝
る

決
断
な
し
」
が
座
右
の
銘

南
部

�
ア
イ
バ

実
用
新
案
で
日
本
初
の
シ
ュ

レ
ッ
ダ
ー
マ
ン
事
業
を
展
開

DATA
会 社 名：株式会社サイサン
創 業：昭和２０年１０月
資 本 金：９５４０万円
正 社 員：８３１人（単体）
営業品目：LPガス、各種高圧ガス、都市ガス、石油

製品類、産業機器、安全保安機器、その他
ガス周辺業務

本 社：埼玉県�いたま市大宮区桜木町１‐１１‐５
電 話：０４８‐６４１‐８２１１
ガスワングループ東京本部：

東京都港区新橋２‐１‐１

DATA

会 社 名：�アイバ
本 社：草加市柿木町７１０‐２
代 表 者：代表取締役社長 山崎三夫
創 業：昭和５３年
事業内容：運送、梱包、倉庫、シュレッダ

ーマン事業
資 本 金：３０００万円
電 話：本社０４８‐９３２‐０９１１
http : //www.aiba.co.jp

機
密
文
書
処
理
機
搭
載
車

搭
載
車
内
部
の
シ
ス
テ
ム
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松
本
商
会
は
昭
和
二
（
一
九

二
七
）
年
に
先
々
代
の
故
松
本

金
一
氏
が
青
果
物
の
卸
市
場
と

し
て
、
個
人
会
社
を
富
士
見
市

に
設
立
し
た
の
が
始
ま
り
。
こ

の
仕
事
を
通
し
て
近
隣
の
農
家

な
ど
と
の
つ
な
が
り
が
深
ま
り
、

今
日
の
新
た
な
仕
事
の
基
盤
を

な
し
て
い
る
。
昭
和
三
〇
年
に

は
不
動
産
部
門
に
進
出
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
後
の
順
調
な
業

績
に
伴
い
法
人
組
織
に
改
組
し
、

株
式
会
社
と
な
り
、
四
一
年
に

は
建
て
売
り
や
マ
ン
シ
ョ
ン
な

ど
も
手
が
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

更
に
前
後
し
て
一
般
不
動
産

の
売
買
・
媒
介
、
土
地
・
土
地

建
物
の
分
譲
、
一
般
建
築
設
計

施
工
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
分
譲
・

賃
貸
、
不
動
産
管
理
な
ど
、
地

域
密
着
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て

業
容
の
拡
大
を
は
か
っ
て
い
る
。

特
徴
は
三
つ
あ
る
。
�
建
て

売
り
が
少
し
高
価
と
言
わ
れ
て

い
る
が
、
高
級
指
向
と
し
六
〇

年
七
〇
年
は
長
持
ち
さ
せ
る
造

り
に
し
て
い
る
。
�
中
核
は
創

業
以
来
培
っ
た
農
家
の
方
々
と

の
つ
な
が
り
を
生
か
し
、
そ
の

遊
休
土
地
の
有
効
活
用
を
は
か

る
こ
と
で
、
賃
貸
の
ア
パ
ー
ト
、

マ
ン
シ
ョ
ン
を
約
二
〇
〇
〇
戸

建
て
、
駐
車
場
な
ど
を
含
め
た

管
理
も
し
て
い
る
。
�
次
は
駅

前
な
ど
の
一
等
地
な
ど
で
の
賃

貸
事
業
で
、
ビ
ル
を
建
て
て
テ

ナ
ン
ト
を
入
れ
、
飲
食
店
ビ
ル

に
し
た
り
、
銀
行
や
ス
ー
パ
ー

な
ど
に
も
貸
し
、
管
理
事
業
も

含
め
て
街
作
り
の
一
部
に
も
役

立
っ
て
い
る
。

特
徴
は
「
３
Ｙ
宣
言
」
に
あ

る
。FLEX

IBILITY

�
気
持
ち

よ
く
く
ら
す
、A

M
EN
ITY

�

快
適
に
住
ま
う
、H

EA
RTY

�

こ
こ
ろ
、
ふ
れ
あ
う
、「
し
あ

わ
せ
を
築
く
よ
り
よ
い
住
ま

い
」
を
合
言
葉
と
し
て
い
る
。

社
長
の
松
本
伸
一
郎
氏
は
大

学
卒
業
後
ア
メ
リ
カ
の
コ
ロ
ラ

ド
大
学
で
不
動
産
経
営
学
を
、

の
ち
デ
ン
バ
ー
大
学
大
学
院
で

学
び
、
大
手
不
動
産
会
社
勤
務

を
経
て
平
成
元
年
に
入
社
、
一

七
年
に
三
代
目
社
長
に
就
任
し

て
い
る
。
同
氏
は
「
不
動
産
も

地
域
間
格
差
が
出
て
い
る
の
で
、

地
元
に
密
着
し
、
地
域
の
事
情

を
ふ
ま
え
て
賃
貸
や
管
理
ビ
ル

を
中
心
に
地
元
の
方
々
に
貢
献

し
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
語

ら
れ
た
。

サ
ン
ウ
ェ
ー
ブ
の
サ
ン
は
太
陽
、

ウ
ェ
ー
ブ
は
波
、
す
な
わ
ち
火
と

水
で
台
所
を
象
徴
し
て
お
り
、
波

高
い
水
平
線
の
彼
方
か
ら
燦
然
と

輝
き
昇
る
朝
日
の
よ
う
に
、
将
来

の
発
展
と
躍
進
の
意
味
が
サ
ン
ウ

ェ
ー
ブ
の
名
に
こ
め
ら
れ
て
い
る
。

サ
ン
ウ
ェ
ー
ブ
工
業
は
流
し
台
の

国
内
シ
ェ
ア
で
は
約
二
十
一
％
を

占
め
て
お
り
、品
質
と
バ
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
の
豊
富
さ
に
は
定
評
が
あ
る
。

サ
ン
ウ
ェ
ー
ブ
工
業
深
谷
製
作

所
は
深
谷
市
の
幡
羅
町
に
一
五
五

四
〇
〇
�
と
い
う
広
大
な
敷
地
を

有
し
、
シ
ス
テ
ム
キ
ッ
チ
ン
の
製

作
所
と
し
て
先
進
の
生
産
シ
ス
テ

ム
と
最
新
鋭
設
備
に
よ
り
お
客
様

に
「
感
動
の
あ
る
暮
ら
し
」
を
提

案
す
る
こ
と
を
心
掛
け
て
い
る
。

深
谷
製
作
所
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、

「
す
べ
て
は
お
客
様
の
�
笑
顔
�

の
た
め
に
」
で
あ
り
、
全
社
方
針

で
あ
る
「
お
客
様
本
位
・
品
質
重

視
」
を
実
践
す
る
オ
ー
ル
サ
ン
ウ

ェ
ー
ブ
の
主
力
工
場
と
し
て
操
業

し
て
い
る
。

平
成
十
六
年
四
月
か
ら
は
、
販

売
と
生
産
が
連
携
し
て
生
産
計
画

を
実
施
す
る
、
生
産
革
新
シ
ス
テ

ム
『
お
届
け
日
確
定
生
産
方
式
』

を
導
入
し
、
客
先
か
ら
の
受
注
が

確
定
し
て
か
ら
生
産
を
開
始
し
、

全
国
一
律
に
注
文
後
九
日
目
に
商

品
を
届
け
て
い
る
。
こ
の
シ
ス
テ

ム
の
導
入
が
、
仕
掛
り
在
庫
の
削

減
や
、
生
産
性
の
向
上
に
大
き
く

寄
与
し
た
。
ま
た
、
深
谷
製
作
所

の
特
徴
は
、
従
業
員
の
平
均
年
齢

が
若
い
と
こ
ろ
。
定
期
新
卒
採
用

に
加
え
て
、
三
〇
歳
く
ら
い
ま
で

の
契
約
社
員
を
年
二
回
の
登
用
試

験
・
面
接
に
よ
り
正
社
員
登
用
し

て
い
る
。
登
用
枠
は
固
定
し
て
い

な
い
が
十
九
年
度
は
八
名
を
登
用

し
た
。
若
手
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ア
ッ
プ
、
人
材
育
成
策
と
し
て
は
、

改
善
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
、

独
自
の
技
能
習
熟
認
定
制
度
な
ど

も
実
施
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
も

の
つ
く
り
大
学
の
特
別
講
義
な
ど

に
も
若
手
従
業
員
を
派
遣
し
、
技

術
者
と
し
て
の
再
教
育
も
実
施
し

て
い
る
。

障
害
者
雇
用
へ
の
取
り
組
み
と

し
て
は
、
特
定
職
域
開
発
グ
ル
ー

プ
と
い
う
組
織
を
設
置
し
、
組
立

工
場
の
一
部
に
セ
ク
シ
ョ
ン
を
独

立
さ
せ
、
三
十
名
の
障
害
者
を
雇

用
し
て
い
る
。
同
製
作
所
だ
け
で

み
る
と
雇
用
率
は
従
業
員
比
六
％

を
超
え
る
。
オ
ー
ル
サ
ン
ウ
ェ
ー

ブ
の
雇
用
率
ア
ッ
プ
の
た
め
、
深

谷
で
は
更
な
る
雇
用
増
に
向
け
て

の
施
策
を
展
開
し
て
い
る
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
た
山
本

一
郎
執
行
役
員
深
谷
製
作
所
長
�

写
真
�
に
今
後
の
課
題
、
目
標
を

お
尋
ね
す
る
と
、「
ま
ず
環
境
面

で
は
、
生
産
活
動
工
場
の
義
務
と

し
て
リ
サ
イ
ク
ル
率
一
〇
〇
％
の

ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
工
場
を
目
指

す
。
そ
し
て
生
産
シ
ス
テ
ム
の
維

持
・
管
理
に
つ
い
て
は
改
善
活
動

を
継
続
し
な
が
ら
若
手
の
定
着
化

を
図
り
、
さ
ら
に
進
化
さ
せ
て
い

き
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
ら
れ
た
。

地地区区会会員員企企業業ののホホッットト

西
部

�
松
本
商
会

く
ら
し
の
す
み
ず
み
に
地
域
密

着
で
新
し
い
提
案
を
続
け
ま
す

北
部
サ
ン
ウ
ェ
ー
ブ
工
業
�

生
産
革
新
シ
ス
テ
ム
「
お
届

け
日
確
定
生
産
方
式
」
導
入

DATA
会 社 名：サンウェーブ工業�
本 社：東京都千代田区猿楽町２‐６‐１０
電 話：０３‐３５１８‐４３１１
深谷製作所：深谷市幡羅町１‐１０
電 話：０４８‐５７２‐２１１１
代 表 者：取締役社長 織田昌之助
設 立：１９３６年（昭和１１年）６月
株 式：東証一部上場
資 本 金：１３８億５，２５０万円
従 業 員 数：２，１２１名（平成１９年３月３１日現在）
深谷製作所：約５５０名
事 業 内 容：住宅用厨房設備機器、住宅用衛生設備機器、業

務用設備機器の製造・販売

DATA
会 社 名：�松本商会
本 社：〒３５４－００１２ 富士見市鶴馬３４６８
電 話：０４９‐２５１‐０９５５� FAX：０４９‐２５４‐２２２４
代 表 者：代表取締役社長 松本伸一郎
創 業：１９２７年（昭和２年）
設 立：１９５５年（昭和３０年）１０月
資 本 金：１０（百万円）
主な事業内容：一般不動産売買及び媒介、土地及び土

地付建物分譲、一般建設設計施工、マ
ンションの分譲及び賃貸、不動産管理

Ｕ Ｒ Ｌ：http : //www.matsumoto-s.co.jp/
index３．htm

松
本
商
会
が
施
工
・
管
理
す
る

ふ
じ
み
の
駅
前
の
パ
レ
ッ
ト
ビ
ル 松本伸一郎社長

山本一郎執行役員
深谷製作所長
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１．大気圧大容積プラズ

マ源の開発

２．高繰り返し半導体化

インパルス電源の開発

３．磁気・電界分布、放

電プラズマ解析

前山 光明

（まえやま みつあき）

昭和５７年

東京工業大学 工学部

電気・電子工学科卒業

昭和５９年

同大学院 修士課程修了

昭和６２年

同大学院 博士課程修了

昭和６２年

東京工業大学助手、工

学部

平成５年

埼玉大学工学部 講師

平成６年

埼玉大学工学部 助教授

平成１７年

埼玉大学理工学研究科

准教授

プラズマの持つ、１）化学的活
性、２）高エネルギー性、３）発

光性、の特性を利用した応用技術が非常に多くの
分野で利用されている。プラズマを発生維持する
のに、その目的により通常、数�Torr の低気圧
な空間が利用されるが、近年処理速度の向上を主
目的として、大気圧あるいは、それに近い気圧下
でプラズマを生成する「大気圧プラズマ」の研究
が盛んになっている。大気圧下では、放電開始電
圧が高く、アーク放電になりやすいが、１�未満
の微小穴とその両側の極短ギャップで放電するマ
イクロホローカソード放電（MHCD）を用いるこ
とにより、放電開始電圧が低く、また、ホローカ
ソード効果のため比較的容易に安定なグロー放電
が生成可能になる。特に、放電開始と、維持に必
要な電圧が汎用な IGBTなどの半導体スイッチの
１個の耐圧である１kV以下であることから、電
源装置が小型化出来るとともに、放電の状態に対
応した高度な制御が可能であることが期待される。
我々の研究室では、上記のMHCD放電とDC
高電圧を印加した第３電極を用いた放電を利用し
たプラズマ源の研究を進めている。MHCDは、
第３電極間の長ギャップ放電の放電開始電圧を下

げるとともに、この放電を安定に維持するための
電子供給源の働きを期待したものである。
図１は、窒素ガス中（１０kPa）における２つの
MHCD電極（A１）および第３電極間（A１とA
２の放電）での放電の写真である。�のA１にあ
る２つの輝点は、２つのMHCD電極での放電、
�は、さらに第３電極に直流高電圧を印加した場
合の放電であり、MHCDの放電電流を制御する
ことで並列動作と放電空間を広げることができる
ことが確認出来る。
現在、さらに放電空間を広げるための電極形状
の改良と、得られるプラズマの温度、密度および
その空間分布の測定を行っている。

１．各種マイクロ波・ミリ
波フィルタの設計、試作
および測定評価

２．電気電子回路デバイス
用基板材料の高周波特性
の測定

３．高温超電導体のマイク
ロ波特性の測定評価およ
び新しいフィルタの実現

馬 哲旺
（ま てつおう）
１９８６年
中国科学技術大学無線電
子工学科 卒業

１９８９年
中国科学技術大学大学院
電子工学専攻修士課程
修了

１９９５年
電気通信大学大学院電気
通信学研究科電子工学専
攻博士後期課程修了 博
士（工学）

１９９６年
電気通信大学電気通信学
部助手

１９９７年
同学部助教授

１９９８年
埼玉大学工学部助教授

２００７年
埼玉大学大学院理工学研
究科准教授

ここ数年、各種無線通信技術の
発展と応用は日進月歩です。情報

通信のマルチメディア化、グローバル化の進展に
伴い、映像や音声、データ等を大量に伝送する高
速大容量無線通信網の構築が進められています。
限られた電波周波数資源を効率よく利用し、高度
な通信サービスを実現するために、各種の通信機
器に欠かせない小形高性能なマイクロ波・ミリ波
フィルタの研究開発が要求されています。本研究
室は高温超電導体薄膜を用いた小形低損失狭帯域
マイクロ波フィルタ、多周波数共用マルチバンド
フィルタおよび超広帯域（UWB）マイクロ波・
準ミリ波フィルタの研究開発に取り組んでいます。
特に近年注目を集めているUWBマイクロ波・準
ミリ波フィルタに対し、従来のマイクロ波
フィルタの設計理論と手法は適用できない
ため、これまでに報告されたUWBフィルタ
は主に研究者の経験や電磁界シミュレータ
による試行錯誤で設計したもので、その設
計要領を理解することが困難で、類似の設
計を行っても、同等の特性を再現すること
が容易ではありません。本研究室では、UWB
フィルタの新しい合成理論を構築し、設計
仕様からフィルタ回路のパラメータを高精
度で効率的に決定する設計手法を開発して

います。これによって、米国連邦通信委員会
（FCC）や日本のUWB規定を達成する数種類の
UWBフィルタを実現しています。またこれらの
フィルタは最小線幅または線間隙間が０．１�以上
と設計されたため、安価で量産することができま
す。他方、準ミリ波UWBフィルタはUWB車載
レーダーシステムに欠かせない素子で、これまで
に関連する研究や報告がまだほとんどありません。
本研究室では低損失で値段の安いテフロン系の基
板材料上で準ミリ波UWBフィルタの設計を行い、
準ミリ波におけるUWBフィルタの性能低下や製
作コストの上昇などの課題を解決し、小形低損失
で FCCの規定を達成するUWB準ミリ波フィル
タを提供しています。

埼埼玉玉大大学学研研究究者者ととのの出出会会いいのの広広場場
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 野上 武利、事務局長 三国 雅裕 �０４８‐６４７‐４１００
�０４８‐６４１‐０９２４

シリーズ
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

産業への展開研 究 の 内 容

大気圧プラズマ源の大容積化とその応用
大学院理工学研究科 数理電子情報部門 前 山 光 明 准教授

無線通信用小形高性能マイクロ波・ミリ波フィルタの研究開発
大学院理工学研究科 数理電子情報部門 馬 哲 旺 准教授

準ミリ波マイクロストリップUWBフィルタおよび設計・
測定したこのフィルタの周波数特性

図１ MHCDと第３電極間の並列放電

��

―１８―



���������������������������������������������
���������������������������������������������
���������������������������������������������
���������������������������������������������
���������������������������������������������
���������������������������������������������
���������������������������������������������

真空技術を用いた被膜、結晶成長に関する領域が専門に
研究している分野です。これは真空の中で誘導体、絶縁体
も含めたあらゆる物質の被膜蒸着のことですが、この技術
は現在の製造業の基盤を形成していると言っても過言では
ありません。
私の専門は、この領域での基本的設計からスタートして

います。例えば被膜する膜厚と制御との相関関係などの基
本からの構築がそれです。
企業は、厳しいコスト競争を強いられる一方で特色ある

製品の市場化を要求されています。つまり二律背反的要素
の同時解決を要求されているのですが、蒸着技術を根本か
ら見直すことで解に大きく貢献できます。例えば石英薄膜
の製造の場合、膜厚の変化と品質の変化率を把握すること
は製造プロセスに大きく影響します。
そこで必要なのが真空に関する知識、技術について社員

教育を実施し基本教育での知識の積み増しが重要だと感じ

ています。
既に数社から申し入れもあります。例えば光技術を通し

て新しい素子の開発あるいは使用する原料の有毒物質の無
毒化などについて大学の知見を求めています。大学にはこ
れらの解を求めうる実験装置があり、企業はこれを使い最
適化を求めています。企業とくに中小企業が独自に実験装
置を持つのはコストも掛かります。
また蒸着技術に密接に関係するノウハウに光スイッチの

研究があります。光スイッチとは電気のON，OFF という
スイッチではなく、熱を利用して光の方向を左右に振り分
けるというスイッチです。これにより消費電力は劇的に少
なくなり、従来の５分の１程度に下がることを実証してお
ります。現在、光ファイバーの需要は急速に伸びています。
環境面からみても消費電力が激減するのは歓迎すべきこと
です。この点についても大学と企業のコラボレーションは
可能だと、考えています。

建設廃棄物のリサイクルやコンクリート構造物の耐久性
向上などが研究テーマであり、支援が可能です。
最近は、特に次の３点を積極的に研究および行動してい

ます。�は、解体したコンクリート構造物のリサイクルで
す。これまで解体されたコンクリートは、主に道路の路盤
材として使われていましたが、路盤材の需要が減少してく
る中、今後本格的にリサイクルを研究しなければなりませ
ん。リサイクルする際、使用するエネルギーを少なくする
ことが環境問題には重要となります。コンクリートはセメ
ントと水、砂、小石から構成されていますが、破砕された
コンクリートには小石にセメントペーストが付着していま
す。これを剥がして元の砂や小石に戻すのはかなりのエネ
ルギーが必要となります。しかし、破砕したコンクリート
をシリカ（二酸化珪素）質の液体に付け込むことだけで普
通のコンクリート材と同じくらいの強度が得られるのです。
�は、コンクリート知識の普及と啓蒙です。コンクリート
が建設材料として広く使われていることは、万人の知ると

ころですが、コンクリート構造物の強度や耐久性について
の実践的な知識は低いと言わざるを得ません。知識普及の
ため私が常任委員を勤める�日本コンクリート工学協会関
東支部では、埼玉県で定期的に行われているコンクリート
技術懇談会を通じ、工事発注者の県庁、市町村の土木行政
関係者、受注する側の企業関係者を対象に講習、見学会を
開いております。中でもものつくり大学内に試験体をつく
り、鉄筋コンクリート構造物の強度や耐久性の検査の実地
講習は好評です。�は小学生を対象にコンクリートの実地
講習会を開き、理科への興味を持ってもらう試みです。シ
リコンゴムで動物や人形の型枠をつくり、超速硬セメント
を流し込み、約１５分で取り出せる実験を県主催のイベント
や企業などのモデルルームで行っています。子供たちは、
セメントが粘土のように乾いて固まるのではなく、化学反
応で固まることを実地で学び、理科への関心を深めていま
す。是非ご参加下さい。

「「ももののつつくくりり大大学学」」へへよよううここそそ
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 野上 武利、調査部長 宮田 信久 �０４８‐６４７‐４１００
�０４８‐６４１‐０９２４

連 載
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

真空での被膜蒸着や光スイッチ技術で大学と企業のコラボを
製造技能工芸学科 平 谷 雄 二 准教授

平谷雄二（ひらたに ゆうじ）准教授、工学博士、東北大学大学院卒業、古河電気工業、群馬大学研究生を経て２００４年からもの
つくり大学助教授、現在に至る。著書「ビジュアル真空技術（コロナ社）」 応用物理学会、電子情報通信学会会員（連絡先：０４８‐
５６４‐３８２８／hiratani@iot.ac.jp）

建設廃棄物リサイクルで貢献
建設技能工芸学科 澤 本 武 博 講師

澤本武博（さわもと たけひろ）講師、博士（工学）、東京理科大学大学院理工学研究科土木工学専攻博士後期課程修了、若築
建設、東京理科大助手を経て２００７年４月からものつくり大学専任講師、日本コンクリート工学協会、日本非破壊検査協会、土木
学会所属（連絡先：０４８‐５６４‐３８５６／sawamoto@iot.ac.jp）
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産業人材育成プラットフォーム 
☆関係機関の人材育成情報の共有化　☆各機関の連携した取組の提案 
☆ネットワークによる情報・人材の結集による人材育成課題の解決など 　          

中核支援機関：プロデューサーの配置 

産業人材育成支援情報ネットワーク 
☆インターネットを通じた人材育成情報の提供 
☆会員相互の情報交換 　 ☆ニーズ調査など 

＜地域連携機関＞ 
☆地域での相談・ 
交流 
高等技術専門校、 
商工会議所等 

＜地域連携機関＞ 
☆地域での相談・ 
交流 
高等技術専門校、 
商工会議所等 小

・
中
・
高
校
・
大
学
等 

企
業
・
経
済
団
体
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等 

■インターンシップ受入 
　企業の相談など 

■在職者のスキルアップ 
　訓練の相談など 

国 

雇
用
・
能
力
開
発
機
構
埼
玉
セ
ン
タ
ー 

県
教
育
委
員
会 

県
産
業
労
働
部 

も
の
つ
く
り
大
学
・
埼
玉
大
学
な
ど
県
内
大
学 

埼
玉
県
中
小
企
業
振
興
公
社 

教
育
関
係
団
体 

商
工
団
体
・
経
済
団
体
　  

ほ
か 

相談 
解決 

相談 
解決 

埼
玉
県
産
業
人
材
育

成
懇
話
会
か
ら
知
事

に
提
言
書
を
提
出
！

企
業
立
地
促
進
法
に

基
づ
く
基
本
計
画
を

策
定
、
国
の
同
意
を

得
ま
し
た

産
業
人
材
を
め
ぐ
っ
て
は
、
少
子
高
齢

化
に
伴
う
労
働
力
人
口
の
減
少
、
非
正
社

員
の
増
加
、
団
塊
世
代
の
大
量
退
職
に
伴

う
い
わ
ゆ
る
『
二
〇
〇
七
年
問
題
』
へ
の

対
応
な
ど
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
県
で
は
産
業
界
・
教
育
界
・

国
等
か
ら
な
る
埼
玉
県
産
業
人
材
育
成
懇

話
会
を
設
け
、
関
係
機
関
の
連
携
を
図
り
、

企
業
の
求
め
る
人
材
の
育
成
施
策
を
検
討

し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
提
言
が
ま
と
め
ら
れ
、
平

成
１９
年
１１
月
６
日
に
提
言
書
を
上
田
知
事

に
提
出
い
た
だ
き
ま
し
た
。

主
な
提
言
の
内
容

■
産
業
界
、
教
育
界
、
行
政
が
連
携
を
強

化
し
、
関
係
機
関
が
一
体
と
な
っ
た

産
業
人
材
育
成
の
仕
組
み
づ
く
り

○
関
係
機
関
の
連
携
を
進
め
る
「
産
業

人
材
育
成
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」

の
構
築

■
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
早
い
段
階
か
ら
の
取

組
の
推
進

○
産
業
界
、
教
育
界
、
行
政
の
連
携
に

よ
る
キ
ャ
リ
ア
教

育
の
推
進

■
若
者
か
ら
女
性
・
中
高

年
・
障
害
者
ま
で
幅

広
く
産
業
人
材
の
裾

野
を
拡
大

○
企
業
ニ
ー
ズ
を
踏
ま

え
た
人
材
育
成
策

の
充
実

○
再
就
職
を
目
指
す
女
性
や
中
高
年
者

の
能
力
開
発
の
推
進

■
中
小
企
業
の
中
核
人
材
の
育
成

○
技
術
・
技
能
、
販
売
を
担
う
経
営
の

中
核
を
担
う
人
材
の
育
成
な
ど
、

７
項
目
。

◆
県
で
は
、
県
内
産
業
界
・
教
育
界
と
の

連
携
を
強
化
し
、
い
た
だ
い
た
提
言

を
今
後
の
産
業
人
材
の
取
組
に
生
か

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
皆
様
方
の
御
理
解
と
御
協
力
を

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

〈
問
合
せ
〉
県
職
業
能
力
開
発
課

（
０
４
８
―
８
３
０
―
４
６
０
７
）

企
業
立
地
促
進
法
は
、
地
域
の
特
性
・

強
み
を
活
か
し
た
自
治
体
の
地
域
経
済
活

性
化
策
を
支
援
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の

で
、
平
成
１９
年
６
月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

県
で
は
、
県
域
を
「
県
北
ゾ
ー
ン
」
と

「
圏
央
道
・
外
環
道
ゾ
ー
ン
」
の
２
地
域

に
区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
同
法
に
基
づ
く

基
本
計
画
を
関
係
市
町
村
と
共
同
し
て
策

定
し
ま
し
た
。

両
地
域
の
基
本
計
画
が
国
の
同
意
を
得
、

１９
年
１２
月
２０
日
に
甘
利
経
済
産
業
大
臣
か

ら
上
田
知
事
へ
同
意
書
が
交
付
さ
れ
ま
し

た
。「

県
北
ゾ
ー
ン
」
の
基
本
計
画
は
、
北

部
・
秩
父
地
域
の
１４
市
町
を
区
域
と
し
、

自
動
車
関
連
産
業
及
び
食
品
産
業
の
集
積

を
、
ま
た
、「
圏
央
道
・
外
環
道
ゾ
ー
ン
」

の
基
本
計
画
で
は
、
圏
央
道
周
辺
以
南
の

５７
市
町
村
を
区
域
と
し
、
自
動
車
関
連
産

業
、
食
品
産
業
及
び
流
通
加
工
業
の
集
積

を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

計
画
内
容
は
、
両
計
画
と
も
企
業
誘
致

策
を
は
じ
め
と
す
る
幅
広
い
産
業
振
興
策

と
し
て
い
ま
す
。

【
主
な
計
画
内
容
】

□
企
業
ニ
ー
ズ
に
き
め
細
か
く
対
応

し
た
誘
致
活
動
及
び
手
続
き
の

迅
速
化
、
簡
素
化

□
広
域
展
示
商
談
会
の
開
催
等
に
よ

る
県
内
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
の
拡
大

□
産
業
界
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
、

も
の
づ
く
り
人
材
の
育
成

□
全
県
を
挙
げ
た
企
業
誘
致
推
進
体

制
の
整
備

基
本
計
画
が
国
の
同
意
を
得
た
こ
と
に

よ
り
、
次
の
よ
う
な
国
の
支
援
策
を
活
用

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
基
本

計
画
を
活
用
し
て
、
今
後
と
も
企
業
誘
致

等
の
取
組
を
積
極
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

【
主
な
国
の
支
援
策
】

□
設
備
投
資
に
か
か
る
特
別
償
却
制

度
（
普
通
償
却
に
上
乗
せ

機

械
�
１５
％
、
建
物
�
８
％
）

□
立
地
企
業
に
対
す
る
固
定
資
産
税

等
の
減
免
措
置
に
つ
い
て
３
／

４
を
交
付
税
で
補
填
（
財
政
力

指
数
が
一
定
以
下
〔
都
道
府
県

０
・
４６
未
満
、
市
町
村
０
・
６７

未
満
〕
の
自
治
体
の
み
）

〈
問
合
せ
〉

県
企
業
誘
致
・
経
営
支
援
課

（
０
４
８
―
８
３
０
―
３
８
０
０
）

本
県
は
失
わ
れ
た
十
五
年
と
い
う
雌
伏

の
期
間
に
播
い
た
種
が
功
を
奏
し
全
国
注

視
の
発
展
を
続
け
て
い
る
が
今
般
そ
れ
を

更
に
拡
大
発
展
さ
せ
る
べ
く
二
つ
の
動
き

が
あ
っ
た
。

一
つ
は
発
展
を
下
支
え
す
る
人
材
基
盤

の
拡
充
の
た
め
知
事
宛
に
提
言
が
な
さ
れ

た
こ
と
。
従
来
や
や
も
す
れ
ば
産
業
人
材

の
育
成
は
バ
ラ
バ
ラ
に
行
な
わ
れ
て
き
た

き
ら
い
が
あ
る
が
、
産
業
人
材
育
成
懇
話

会
の
提
言
で
は
産
業
界
、
教
育
界
、
行
政

が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
謳
わ

れ
て
お
り
本
会
と
し
て
は
本
提
言
が
施
策

化
さ
れ
効
果
あ
る
も
の
と
な
る
べ
く
注
視

し
、
関
心
を
強
め
て
い
き
た
い
。

ま
た
地
域
の
強
み
を
活
か
し
県
内
の
活

性
化
を
目
指
し
た
県
北
、
圏
央
道
・
外
環

道
の
二
つ
の
ゾ
ー
ン
の
地
域
経
済
活
性
化

策
が
国
に
よ
っ
て
認
定
さ
れ
た
こ
と
は
埼

玉
の
継
続
的
発
展
を
裏
打
ち
す
る
も
の
で

あ
り
会
員
各
位
に
お
か
れ
て
は
今
後
の
動

向
に
十
分
留
意
す
る
と
と
も
に
積
極
的
な

関
与
を
お
願
い
し
た
い
。

彩
の
国
か
ら
第第３３９９回回

県
政
情
報

本
会
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

この図面はイメージであり実際とは異なります

圏央道周辺における産業集積イメージ

〈産業人材育成プラットフォームのイメージ図〉

―２０―



韓
国
忠
清
北
道
地
域
の
経
営
者
、
労

働
組
合
関
係
者
、
労
働
基
準
監
督
官
、

報
道
関
係
者
な
ど
で
編
成
さ
れ
た
訪
日

団
（
詳
細
後
記
）
と
、
地
域
労
使
就
職

支
援
機
構（
母
体
�
連
合
埼
玉
、本
会
）

と
の
情
報
交
換
会
が
十
一
月
二
十
七
日

�
、
さ
い
た
ま
市
あ
け
ぼ
の
ビ
ル
に
て

開
催
さ
れ
た
。

朴
魯
鉉
（PA

RK
N
O
H
Y
EO
N

）

韓
国
忠
北
経
営
者
協
会
事
務
局
長
が
率

い
る
訪
日
団
は
、
日
本
の
労
働
事
情
や

労
使
な
ら
び
に
政
労
使
の
取
り
組
み
を

学
ぼ
う
と
来
日
し
た
も
の
で
、
今
回
が

三
回
目
の
来
日
と
な
っ
た
。
三
回
と
も

埼
玉
県
地
域
労
使
就
職
支
援
機
構
が
対

応
し
て
情
報
交
換
を
行
っ
て
お
り
、
朴

団
長
は
、「
埼
玉
に
お
け
る
労
使
の
取

り
組
み
は
優
れ
て
お
り
、
非
常
に
参
考

に
な
る
」
と
い
う
こ
と
で
、
今
回
は
二

十
三
名
と
い
う
多
数
の
編
成
で
来
日
し
、

労
使
就
職
支
援
機
構
メ
ン
バ
ー
十
名
が

対
応
し
た
。

会
は
片
山
修
三
連
合
埼
玉
会
長
が
歓

迎
挨
拶
、
朴
団
長
が
訪
問
団
の
来
日
目

的
を
述
べ
、「
忠
清
北
道
地
域
で
は
、

地
域
労
使
実
務
協
議
会
を
今
年
発
足
さ

せ
、
韓
国
で
も
初
め
て
の
試
み
な
の
で

話
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
き
っ
か

け
は
日
本
（
埼
玉
）
に
お
け
る
労
使
の

取
り
組
み
を
学
び
、
参
考
に
し
た
結
果

で
、
埼
玉
の
労
使
に
は
大
変
感
謝
し
て

い
る
。
今
回
訪
日
し
た
メ
ン
バ
ー
は
、

地
域
労
使
実
務
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
、

今
後
も
地
域
経
済
・
産
業
発
展
の
た
め

に
埼
玉
の
取
り
組
み
を
ぜ
ひ
参
考
に
し

た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

引
き
続
き
、
野
上
武
利
（
本
会
専
務

理
事
・
労
使
就
職
支
援
機
構
使
側
代

表
）
が
、
本
会
と
連
合
埼
玉
が
一
九
九

六
年
に
共
同
で
発
足
さ
せ
た
彩
の
国

「
新
産
業
・
雇
用
創
出
研
究
会
」
な
ど

の
成
果
や
提
言
を
含
む
労
使
が
共
同
で

雇
用
対
策
に
関
わ
っ
た
活
動
実
績
を
説

明
、
そ
の
後
、
竹
花
康
雄
連
合
埼
玉
事

務
局
長
（
労
使
就
職
支
援
機
構
労
側
代

表
）
と
三
国
雅
裕
本
会
常
務
理
事
事
務

局
長
（
労
使
就
職
支
援
機
構
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
）
が
地
域
労
使
就
職
支
援
機

構
に
お
け
る
具
体
的
取
り
組
み
内
容
を

説
明
し
た
。

質
疑
応
答
で
は
、
韓
国
で
現
在
課
題

と
な
っ
て
い
る
定
年
延
長
制
度
、
非
正

規
労
働
者
の
雇
用
問
題
、
組
合
専
従
者

の
賃
金
の
取
扱
い
、
複
数
労
組
の
取
扱

い
な
ど
に
つ
い
て
の
質
問
が
出
さ
れ
、

予
定
時
間
を
オ
ー
バ
ー
す
る
ほ
ど
の
活

発
な
情
報
交
換
会
と
な
っ
た
。

同
訪
日
団
は
そ
の
後
、
埼
玉
労
働
局

や
県
庁
な
ど
を
訪
問
し
て
帰
国
し
た
。

〔
訪
日
団
の
団
体
・
人
数
〕

◇
忠
北
経
営
者
総
協
会

…
…
…
六
名

◇
韓
国
労
働
総
連
盟

…
…
…
…
八
名

◇
全
国
化
学
労
働
連
盟

…
…
…
一
名

◇
全
国
自
動
車
労
働
連
盟

…
…
一
名

◇
全
国
タ
ク
シ
ー
労
働
連
盟

…
一
名

◇
大
田
地
方
労
働
省

…
…
…
…
二
名

◇
市
民
社
会
団
体

…
…
…
…
…
三
名

◇
言
論
者
（
中
部
毎
日
新
聞
）
…
一
名

計
二
十
三
名

韓
国
訪
日
団
と
情
報
交
換
会

さ
い
た
ま
市

あ
け
ぼ
の
ビ
ル

地
域
労
使
就
職
支
援
機
構

韓
国
訪
日
団
と
の
情
報
交
換
会

朴
魯
鉉
団
長
挨
拶

―２１―



八

復
職
支
援
措
置
（
リ

ハ
ビ
リ
就
業
）
を
休
職

期
間
の
ま
ま
で
行
っ
て

も
よ
い
か

５
�
試
し
出
勤
（
リ
ハ
ビ
リ

出
勤
）
を
め
ぐ
る
問
題

�
試
し
出
勤
（
リ
ハ
ビ
リ
出
勤
制
度
）

と
は

従
業
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に

つ
い
て
厚
生
労
働
省
は
、
平
成
一
二
年

八
月
九
日
基
発
第
五
二
二
号
、「
事
業

場
に
お
け
る
労
働
者
の
心
の
健
康
づ
く

り
の
た
め
の
指
針
」（
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
指
針
）
を
公
表
し
て
以
来
、
こ
の
指

針
に
基
づ
き
、
心
の
健
康
づ
く
り
計
画

を
樹
立
し
、
管
理
監
督
者
等
へ
の
教
育

や
職
場
環
境
の
改
善
等
を
中
心
に
し
た

一
次
予
防
と
し
て
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

対
策
を
積
極
的
に
推
進
し
て
き
た
。
し

か
し
、
う
つ
病
な
ど
の
心
の
健
康
問
題

に
よ
り
休
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
労
働

者
の
職
場
復
帰
に
つ
い
て
は
、
こ
の
心

の
健
康
問
題
の
場
合
に
は
、
身
体
的
疾

患
の
場
合
の
職
場
復
帰
に
比
べ
て
、「
完

治
」
や
「
治
癒
」
で
の
復
職
は
比
較
的

少
な
く
、通
常
は
服
薬
し
な
が
ら
の「
寛

解
」
や
「
軽
快
」
に
よ
り
復
帰
が
な
さ

れ
る
た
め
に
、
再
発
・
再
燃
例
も
少
な

く
な
い
状
況
に
あ
る
。
そ
し
て
労
働
者

本
人
ば
か
り
で
な
く
、
上
司
、
同
僚
、

人
事
労
務
担
当
者
、
産
業
保
健
ス
タ
ッ

フ
な
ど
周
囲
の
関
係
者
も
対
応
に
苦
慮

し
て
い
る
こ
と
が
多
い
こ
と
か
ら
、
中

央
労
働
災
害
防
止
協
会
に
「
職
場
に
お

け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
支
援
委
員

会
職
場
復
帰
支
援
部
会
」
を
設
置
し
、

検
討
し
た
結
果
「
心
の
健
康
問
題
に
よ

り
休
業
し
た
労
働
者
の
職
場
復
帰
支
援

の
手
引
き
」
を
策
定
し
、
平
成
一
六
年

一
〇
月
に
厚
生
労
働
省
か
ら
「
手
引

き
」
と
し
て
公
表
さ
れ
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
職
場
復
帰
の
前
段

階
と
し
て
、
心
の
病
で
休
職
し
て
い
た

労
働
者
が
通
常
時
間
帯
に
一
人
で
安
全

に
通
勤
で
き
る
こ
と
、
出
勤
し
て
職
場

内
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
、業
務
に
必
要
な
読
書
や
作
業（
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
の
取
扱
い
等
）
が
で
き
る

こ
と
と
い
っ
た
基
本
的
な
行
動
が
で
き
、

そ
れ
に
耐
え
ら
れ
る
こ
と
が
第
一
で
あ

る
。こ

の
た
め
、
同
「
手
引
き
」
で
は
、

次
の
よ
う
な
「
試
し
出
勤
制
度
（
リ
ハ

ビ
リ
出
勤
制
度
）」を
提
案
し
て
い
る
。

�
試
し
出
勤
は
休
職
期
間
中
の
復
帰
訓

練
の
一
環

試
し
出
勤
（
リ
ハ
ビ
リ
出
勤
）
は
、

あ
く
ま
で
も
心
の
病
の
労
働
者
が
一
人

で
通
常
の
通
勤
時
間
帯
に
会
社
に
出
勤

す
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
会
社
に
出
勤

し
て
も
業
務
を
行
っ
て
い
る
職
場
の
中

に
正
常
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
で

き
る
か
、
書
類
を
読
ん
だ
り
、
電
話
に

出
た
り
、
職
場
の
同
僚
、
上
司
、
部
下
、

取
引
先
や
顧
客
の
人
と
会
話
し
た
り
す

る
基
本
的
な
行
動
が
平
常
心
で
出
来
る

か
、
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
時
間
が
何
時

間
か
継
続
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
を
試

し
、
正
常
な
勤
務
に
回
復
す
る
た
め
の

訓
練
の
期
間
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

業
務
を
行
う
た
め
や
、
就
労
の
目
的
で

の
出
勤
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
職
場

復
帰
訓
練
と
い
う
休
業
療
養
中
の
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
の
一
環
と
し
て
の
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
こ
の
場
合
に
は
会
社
に

出
社
し
て
い
る
も
の
の
、
こ
れ
は
正
式

の
職
場
復
職
で
は
な
く
、
休
職
の
ま
ま

の
復
職
（
通
常
就
労
の
開
始
）
に
向
け

て
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の

訓
練
の
た
め
で
あ
り
、「
就
労
」
な
い

し
「
就
業
」
そ
の
も
の
を
目
的
と
す
る

も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
通
常

の
出
勤
や
勤
務
（
就
労
）
と
は
認
め
ら

れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

こ
の
復
職
訓
練
の
支
援
措
置
は
、
通

勤
で
き
る
か
、
職
場
内
に
継
続
し
て
正

常
に
と
ど
ま
っ
て
お
ら
れ
る
か
と
い
っ

た
こ
と
を
試
す
目
的
の
た
め
に
、
会
社

へ
出
社
し
て
行
う
も
の
で
あ
り
、
そ
れ

は
職
場
復
帰
に
向
け
て
の
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
就
労
訓
練
で
あ
る

か
ら
、「
業
務
の
遂
行
」
で
は
な
く
、

低
成
長
時
代
の
就
業
規
則
の

見
直
し
・
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

―
第
八
十
六
回
―

傷
病
休
職
制
度
と
復
職
を

め
ぐ
る
問
題
（
そ
の
７
）

弁
護
士

安

西

�

試
し
出
勤
制
度
（
リ
ハ
ビ
リ
出
勤
制
度
）（
手
引
き
６
�
）

社
内
制
度
と
し
て
試
し
出
勤
制
度
（
い
わ
ゆ
る
リ
ハ
ビ
リ
出
勤
制
度
）
を
設
け

て
い
る
場
合
、
よ
り
早
い
段
階
で
職
場
復
帰
の
試
み
を
開
始
す
る
こ
と
が
出
来
、

結
果
と
し
て
早
期
の
復
帰
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
ま
た
、
労
働
者

自
身
が
実
際
の
職
場
に
お
い
て
自
分
自
身
及
び
職
場
の
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
復

帰
の
準
備
を
行
う
こ
と
が
出
来
る
た
め
、
よ
り
高
い
職
場
復
帰
率
を
も
た
ら
す
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
制
度
の
運
用
に
お
い
て
は
、
試
し
出
勤
の
人

事
労
務
管
理
上
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
十
分
に
検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
他
、

こ
の
制
度
が
職
場
の
都
合
で
な
く
労
働
者
自
身
の
主
体
的
な
考
え
や
判
断
に
基
づ

い
て
運
用
さ
れ
る
よ
う
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

【
解
説
】

試
し
出
勤
制
度
や
リ
ハ
ビ
リ
出
勤
制
度
、
ま
た
は
、
慣
ら
し
出
勤
制
度
と
呼
ば

れ
て
い
る
制
度
に
は
特
に
決
ま
っ
た
定
義
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
多
く
の
事

業
場
で
は
、
通
常
の
勤
務
と
は
み
な
さ
な
い
も
の
の
、
職
場
復
帰
の
た
め
の
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
一
環
と
し
て
、
職
場
へ
の
通
勤
と
半
日
程
度
の
簡
単
な
作
業

を
行
う
こ
と
を
指
す
こ
と
が
多
い
。
事
業
場
に
よ
っ
て
は
、
一
〜
二
時
間
の
就
業

時
間
短
縮
の
こ
と
を
指
す
場
合
も
あ
る
。
試
し
出
勤
制
度
の
利
用
は
、
職
場
復
帰

の
可
否
を
判
断
す
る
に
も
最
も
有
効
な
方
法
で
は
あ
る
が
、
そ
の
運
用
に
は
人
事

労
務
管
理
上
の
ル
ー
ル
が
き
ち
ん
と
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。
と

こ
ろ
が
、
こ
う
い
っ
た
制
度
の
多
く
は
、
正
式
な
制
度
と
し
て
就
業
規
等
に
定
め

ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
賃
金
の
支
払
や
労
働
災
害
発
生
時
の
適
正
な
対
処
の
た

め
の
ル
ー
ル
が
不
明
確
な
ま
ま
運
用
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
。

ま
た
、
本
来
試
し
出
勤
制
度
は
、
労
働
者
自
身
が
回
復
の
程
度
を
実
感
し
職
場

へ
の
慣
れ
を
促
進
す
る
た
め
に
、
労
働
者
が
主
体
的
に
利
用
す
る
制
度
で
あ
る
が
、

職
場
側
の
都
合
が
優
先
さ
れ
す
ぎ
た
り
、
労
働
者
が
必
要
以
上
に
早
い
試
し
出
勤

制
度
の
利
用
を
勧
め
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
で
か
え
っ
て
病
状
の
回
復
を
遅
ら
せ
た

り
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

�

連載
�

―２２―



全
く
就
労
自
体
を
目
的
と
す
る
も
の
で

は
な
い
の
で
、
休
職
期
間
の
ま
ま
行
う

こ
と
に
つ
い
て
は
問
題
が
な
い
。

そ
し
て
、
こ
の
「
試
し
出
勤
」
期
間

を
経
て
一
人
で
出
勤
す
る
こ
と
が
で
き
、

継
続
し
て
あ
る
程
度
の
時
間
職
場
に
正

常
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
で
き
、

仕
事
も
少
し
は
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た

と
き
は
、
次
の
就
労
支
援
制
限
勤
務
措

置
の
期
間
に
入
っ
て
い
く
こ
と
も
、
慎

重
な
職
場
復
帰
措
置
と
し
て
は
あ
り
う

る
。
ま
た
、
こ
の
試
し
出
勤
期
間
中
に
、

試
し
出
勤
（
リ
ハ
ビ
リ
出
勤
）
に
耐
え

ら
れ
な
い
と
き
は
、
職
場
復
帰
は
困
難

な
の
で
、
こ
の
訓
練
を
と
り
や
め
て
直

ち
に
療
養
に
専
念
す
る
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
、
試
し
出
勤
期
間
が
経
過
す

る
と
次
の
段
階
に
入
る
。
次
の
段
階
は

出
勤
で
は
あ
る
が
通
常
勤
務
で
は
な
い

の
で
、
正
式
な
復
職
で
は
な
い
。
こ
れ

は
、「
手
引
き
」
の
「
職
場
復
帰
可
否

の
判
断
基
準
」
と
し
て
、「
会
社
が
設

定
し
た
勤
務
時
間
の
就
労
が
可
能
で
あ

る
」
こ
と
が
要
件
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
従
う
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
図
示
す
れ
ば
別
掲
図
の
と

お
り
で
あ
る
。

�
就
労
支
援
制
限
勤
務
は
復
職
と
す
べ

き
か

試
し
出
勤
（
リ
ハ
ビ
ル
勤
務
）
期
間

は
、
就
労
で
な
い
こ
と
は
明
か
で
あ
り
、

そ
の
期
間
は
休
職
の
ま
ま
と
し
て
お
く

こ
と
に
問
題
は
な
い
。
し
か
し
、
次
の

段
階
の
措
置
で
あ
る
就
労
支
援
制
限
勤

務
期
間
に
入
っ
た
場
合
は
、
制
限
勤
務

と
は
い
え
何
ら
か
の
作
業
や
職
務
を
行

っ
て
正
式
復
職
可
能
か
ど
う
か
の
判
定

の
た
め
に
段
階
的
に
就
労
と
し
て
対
応

し
て
い
く
も
の
で
、
一
応
「
就
労
」
で

あ
る
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
。

な
お
、
こ
の
期
間
に
お
い
て
は
職
場

復
帰
の
可
否
の
判
断
と
正
式
復
帰
に
向

け
て
の
軽
度
な
業
務
を
行
い
な
が
ら
の

復
帰
の
た
め
の
慣
ら
し
就
労
が
中
心
と

な
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
期
間
に
つ
い
て

は
、「
手
引
き
」
で
は
次
の
よ
う
に
取

り
扱
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
試
し
出
勤
（
リ
ハ
ビ
リ

出
勤
）
制
度
と
そ
の
後
の
職
場
復
帰
の

た
め
の
就
労
支
援
制
限
勤
務
制
度
の
就

業
規
則
の
例
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な

も
の
が
あ
る
。

職
場
復
帰
可
否
の
判
断
基
準
（
手
引
き
６
の
�
）

職
場
復
帰
可
否
に
つ
い
て
定
型
的
な
判
断
基
準
を
示
す
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、

個
々
の
ケ
ー
ス
に
応
じ
て
総
合
的
な
判
断
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
労
働
者

の
業
務
遂
行
能
力
が
職
場
復
帰
時
に
は
未
だ
病
前
の
レ
ベ
ル
ま
で
完
全
に
改
善
し

て
い
な
い
こ
と
も
考
慮
し
た
上
で
、
職
場
の
受
け
入
れ
態
勢
と
組
合
せ
な
が
ら
判

断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
職
場
復
帰
判
定
基
準
の
例
と
し
て
、
労
働
者
が
職
場

復
帰
に
対
し
て
十
分
な
意
欲
を
示
し
、
通
勤
時
間
帯
に
一
人
で
安
全
に
通
勤
が
出

来
る
こ
と
、
会
社
が
設
定
し
て
い
る
勤
務
時
間
の
就
労
が
可
能
で
あ
る
こ
と
、
業

務
に
必
要
な
作
業
（
読
書
及
び
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
作
業
、
軽
度
の
運
動
等
）
を
こ
な

す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
作
業
等
に
よ
る
疲
労
が
翌
日
ま
で
に
十
分
回
復
し
て
い

る
こ
と
等
の
他
、
適
切
な
睡
眠
覚
醒
リ
ズ
ム
が
整
っ
て
い
る
こ
と
、
昼
間
の
眠
気

が
な
い
こ
と
、
業
務
遂
行
に
必
要
な
注
意
力
・
集
中
力
が
回
復
し
て
い
る
こ
と
等

が
あ
げ
ら
れ
る
。

【
解
説
】

職
場
復
帰
の
可
否
は
、
あ
く
ま
で
も
労
働
者
の
状
態
と
職
場
要
因
と
の
バ
ラ
ン

ス
で
判
断
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

通
常
七
〜
八
割
以
上
の
回
復
が
職
場
復
帰
の
目
安
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、

七
〜
八
割
く
ら
い
ま
で
回
復
し
た
と
し
て
も
、
運
転
業
務
や
危
険
作
業
な
ど
求
め

ら
れ
る
業
務
に
よ
っ
て
は
そ
れ
で
は
不
十
分
な
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
そ
の
場
合

で
も
、
も
し
し
ば
ら
く
の
間
他
の
業
務
へ
の
配
置
転
換
が
準
備
さ
れ
る
な
ら
ば
職

場
復
帰
は
可
能
と
な
る
。

心
の
健
康
問
題
の
場
合
、
回
復
期
に
は
調
子
の
波
が
伴
う
こ
と
が
多
い
た
め
、

調
子
の
良
い
時
期
で
は
な
く
調
子
の
下
が
っ
た
状
態
で
評
価
す
る
必
要
が
あ
る
。

就
業
に
対
す
る
意
欲
も
、
症
状
に
伴
っ
て
動
揺
し
や
す
く
評
価
も
容
易
で
は
な
い

が
、
就
業
意
欲
は
職
場
復
帰
の
た
め
の
最
も
重
要
な
要
因
で
あ
り
、
こ
れ
が
不
安

定
な
う
ち
は
、
職
場
復
帰
の
判
断
は
延
長
し
た
方
が
良
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

疲
労
の
回
復
や
生
活
リ
ズ
ム
の
確
保
に
欠
か
せ
な
い
睡
眠
が
十
分
に
取
れ
て
い
な

い
状
況
で
の
判
断
も
慎
重
に
行
う
べ
き
で
あ
る
。

職
場
復
帰
の
可
否
の
判
断
で
は
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
の
判
断
が
求
め
ら
れ
る
こ

と
が
多
い
が
、
判
断
の
幅
を
必
要
以
上
に
拡
げ
る
と
公
正
な
職
場
復
帰
支
援
の
運

用
が
困
難
と
な
る
。
ま
ず
は
本
手
引
き
に
示
さ
れ
た
内
容
を
参
考
に
し
て
、
労
働

者
及
び
職
場
の
評
価
方
法
と
職
場
復
帰
可
否
の
判
断
基
準
に
つ
い
て
事
業
場
の
関

係
者
間
で
話
し
合
い
、
あ
る
程
度
の
ル
ー
ル
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

復職請求から正式復職まで

休
職
期
間（
試
し
出
勤
後
は
延
長
扱
い
と
し
て
も
よ
い
）

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

就労支援制限勤務（嘱託社員扱い）措置の実施
→復職判定期間、アルバイト的就労〈１～２か月〉

産業保健スタッフ（保健師・カウンセラー）

試し出勤（リハビリ出勤）の実施
→就労ではない〈２～３週間〉

正式復職、通常（軽減勤務）開始

本人の復職意思確認

治療医の診断書受領

産業医との面談

人事部との面談

〈
就
業
規
則
例
〉

（
リ
ハ
ビ
リ
訓
練
支
援
）

第
○
○
条

精
神
的
疾
患
に
よ
り
休

職
中
の
従
業
員
の
申
請
に
よ
り
職

場
復
帰
の
た
め
に
別
に
定
め
る
リ

ハ
ビ
リ
訓
練
支
援
措
置
に
基
づ
き

試
し
出
勤
の
支
援
を
行
う
も
の
と

す
る
。

�

前
項
の
目
的
で
の
会
社
へ
の
出

社
に
つ
い
て
は
、
試
し
勤
務
で
あ

る
こ
と
に
か
ん
が
み
第
○
○
条
の

休
職
期
間
の
継
続
と
す
る
。

�

試
し
勤
務
の
継
続
が
困
難
又
は

不
適
当
な
時
は
直
ち
に
措
置
を
中

止
し
、
休
職
療
養
の
継
続
と
す
る
。

（
就
労
支
援
制
限
勤
務
）

第
○
○
条

リ
ハ
ビ
リ
訓
練
支
援
措

置
の
終
了
後
正
式
に
職
場
復
帰
の

可
否
判
定
期
間
と
正
式
復
帰
へ
の

段
階
的
措
置
と
し
て
就
労
支
援
制

限
勤
務
（
仮
出
勤
）
期
間
を
設
け
、

正
式
復
職
を
目
指
す
段
階
的
就
労

支
援
を
行
う
。

�

前
項
の
就
労
支
援
期
間
に
つ
い

て
は
、
休
職
期
間
の
継
続
の
ま
ま

と
し
て
、
そ
の
間
の
身
分
は
別
途

嘱
託
契
約
社
員
に
準
じ
て
正
式
な

復
帰
決
定
ま
で
取
り
扱
う
。
た
だ

し
、
こ
の
間
に
正
式
な
復
職
決
定

に
至
ら
な
か
っ
た
場
合
及
び
正
式

復
帰
決
定
後
○
か
月
以
内
に
症
状

が
再
燃
、
再
発
し
欠
勤
す
る
に
至

っ
た
場
合
に
は
第
○
○
条
に
定
め

る
休
職
期
間
は
通
算
と
す
る
。

―２３―



�
就
労
支
援
制
限
勤
務
は
通
勤
に
該
当

す
る
か

試
し
出
勤
（
リ
ハ
ビ
リ
出
勤
）
の
場

合
は
明
ら
か
に
就
労
の
た
め
の
出
勤
で

は
な
く
、
適
切
な
職
場
復
帰
へ
の
通
勤
、

職
場
滞
在
、
職
場
の
対
人
関
係
へ
の
訓

練
の
た
め
の
出
勤
で
あ
る
か
ら
、
就
業

の
目
的
は
な
い
の
で
、そ
の
通
勤
は「
住

居
と
就
業
の
場
所
と
の
間
の
往
復
」
と

は
い
え
な
い
の
で
、
労
災
保
険
法
上
の

通
勤
に
は
当
た
ら
な
い
。
従
っ
て
、
労

災
保
険
法
上
の
通
勤
災
害
や
業
務
災
害

と
い
っ
た
労
災
保
険
の
適
用
問
題
は
生

じ
な
い
。

し
か
し
、
次
の
段
階
の
就
労
支
援
の

た
め
の
「
制
限
的
勤
務
」
に
移
行
し
た

場
合
に
は
、
正
規
の
復
職
勤
務
で
は
な

い
も
の
の
、
復
帰
訓
練
の
た
め
で
は
あ

っ
て
も
「
制
限
就
労
」
支
援
と
し
て
、

実
際
に
軽
作
業
や
単
純
労
働
等
か
ら
始

ま
る
「
就
労
」
を
実
際
に
行
う
た
め
の

出
社
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、「
就
労
」

の
た
め
の
出
勤
に
該
当
す
る
。
そ
こ
で
、

現
に
労
務
の
提
供
と
み
な
さ
れ
る
支
援

措
置
と
し
て
、
何
ら
か
の
業
務
を
行
う

た
め
の
出
勤
と
な
る
の
で
、
労
災
保
険

法
上
、「
通
勤
」
に
該
当
し
、
そ
の
途

中
等
で
事
故
に
よ
り
被
災
す
れ
ば
通
勤

災
害
と
し
て
補
償
が
受
け
ら
れ
る
。

一
方
に
お
い
て
は
、
そ
の
就
労
と
い

っ
て
も
本
来
の
勤
務
で
は
な
く
、
正
式

な
復
職
に
向
け
て
の
訓
練
的
な
出
勤
で

あ
り
、
本
来
の
債
務
の
本
旨
に
従
う
履

行
と
し
て
の
業
務
の
遂
行
で
は
な
く
、

訓
練
と
し
て
の
軽
作
業
、
単
純
労
働
、

短
縮
さ
れ
た
制
限
時
間
の
就
労
で
あ
る

か
ら
、
こ
れ
を
も
っ
て
正
式
の
復
職
と

す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

そ
こ
で
、
身
分
上
の
取
扱
と
し
て
は

休
職
期
間
の
ま
ま
制
限
勤
務
措
置
を
行

っ
て
も
差
し
支
え
な
い
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
筆
者
と
し
て
は
こ
の
よ
う

な
復
職
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
就
労

支
援
の
た
め
の
制
限
勤
務
措
置
に
つ
い

て
は
、
別
途
ア
ル
バ
イ
ト
的
な
就
労
と

し
て
、
復
職
支
援
手
当
的
な
賃
金
を
定

め
、
別
途
（
休
職
期
間
の
適
用
は
そ
の

ま
ま
で
、
別
契
約
と
し
て
の
一
部
就
労

と
し
て
）
対
応
す
べ
き
が
妥
当
で
は
な

い
か
と
考
え
る
（
正
式
就
労
で
は
な
い

が
、
別
途
の
ア
ル
バ
イ
ト
的
な
就
労
と

み
な
し
会
社
と
の
間
で
復
職
支
援
の
た

め
の
制
限
勤
務
の
嘱
託
社
員
契
約
的
な

労
働
契
約
を
締
結
す
る
。
そ
し
て
、
そ

の
限
り
で
労
災
保
険
法
上
の
通
勤
災
害

や
業
務
災
害
の
適
用
を
可
能
と
す
る
も

の
で
あ
る
。）。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
復
職
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
し
て
の
会
社
へ
の
出
社
に
よ

る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
訓
練
や
制
限

的
就
労
復
職
支
援
は
、
当
該
労

働
者
や
そ
の
家
族
と
の
間
で
ト

ラ
ブ
ル
を
生
じ
や
す
い
の
で
、

ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
に
き

ち
ん
と
規
程
を
作
成
す
る
と
と

も
に
本
人
か
ら
、
例
え
ば
別
掲

の
よ
う
な
「
復
職
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
利
用
の
申
請
書
」
と
い
っ

た
書
面
に
よ
っ
て
、
会
社
の
定

め
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
条
件
を
承

認
し
た
上
で
の
本
人
の
希
望
に

よ
り
申
出
を
受
け
て
こ
れ
を
行

う
と
い
っ
た
配
慮
が
必
要
と
さ

れ
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
用
意
の
な
い
ま

ま
に
恩
恵
的
な
立
場
か
ら
復
帰

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
っ
て
事

故
が
生
じ
た
と
き
に
は
、
ト
ラ

ブ
ル
の
も
と
と
な
る
。

か
ね
て
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
た
労
働
契
約
法
が

紆
余
曲
折
を
経
て
成
立
し
、
平
成
一
九
年
一
二
月

五
日
法
律
第
一
二
八
号
と
し
て
公
布
さ
れ
、
三
ヵ

月
以
内
に
施
行
さ
れ
る
。
最
終
的
に
本
法
は
、
継

続
審
議
と
な
っ
て
い
た
参
議
院
選
挙
後
の
特
別
国

会
で
、
自
由
民
主
党
・
民
主
党
・
公
明
党
・
無
所

属
会
派
の
共
同
修
正
に
よ
っ
て
最
終
的
に
成
立
し

た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
法
律
は
、
労
働
契
約
の
基
本
法
と
し
て
労

働
者
と
使
用
者
と
の
労
働
契
約
の
基
本
的
ル
ー
ル

を
定
め
、
労
働
者
の
保
護
と
事
業
経
営
上
の
調
和

を
は
か
り
、
紛
争
の
未
然
防
止
と
個
別
労
働
関
係

の
安
定
に
資
す
る
た
め
に
法
制
化
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。

こ
の
法
律
は
民
法
の
特
別
法
と
さ
れ
、「
特
別

法
は
一
般
法
に
優
先
す
る
」

と
い
う
原
則
に
従
っ
て
雇
用

関
係
に
は
民
法
に
優
先
し
て

適
用
さ
れ
る
。
民
事
法
で
あ

る
か
ら
労
働
基
準
監
督
や
臨

検
指
導
の
対
象
と
は
な
ら
な

い
し
、
労
働
者
の
申
告
権
の

対
象
で
も
な
い
。

同
法
の
内
容
は
、
次
の
一
〇
項
目
に
要
約
で
き

る
。

�
労
働
契
約
は
、
労
使
の
合
意
に
よ
り
締
結
し
、

ま
た
は
変
更
さ
れ
る
と
い
う
基
本
原
則
を
定
め

た
こ
と
。

�
労
働
契
約
は
、
労
働
者
と
使
用
者
が
、
就
業
の

実
態
に
応
じ
て
均
衡
を
考
慮
し
つ
つ
締
結
し
、

ま
た
は
変
更
す
べ
き
と
い
う
均
衡
待
遇
の
原
則
、

仕
事
と
生
活
の
調
和
に
も
配
慮
し
つ
つ
締
結
し
、

ま
た
は
変
更
す
べ
き
も
の
と
の
原
則
の
規
定
を

定
め
た
こ
と
。

�
労
使
と
も
に
労
働
契
約
を
遵
守
し
、
と
も
に
信

義
に
従
い
誠
実
に
権
利
を
行
使
し
、
義
務
を
履

行
す
る
と
と
も
に
、
権
利
を
濫
用
し
て
は
な
ら

ず
、
使
用
者
は
労
働
契
約
に
伴
い
労
働
者
の
生

命
・
身
体
等
の
安
全
を
確
保
し
つ
つ
労
働
で
き

る
よ
う
必
要
な
配
慮
を
す
る
こ
と
。

�
使
用
者
は
、
労
働
契
約
の
内
容
に
つ
い
て
労
働

者
の
理
解
を
深
め
る
よ
う
に
し
、
そ
の
内
容
に

つ
い
て
で
き
る
だ
け
書
面
化
し
確
認
す
る
こ
と
。

�
労
働
契
約
は
、
労
使
の
合
意
に
よ
り
成
立
す
る

こ
と
、
労
働
者
と
使
用
者
が
労
働
契
約
を
締
結

す
る
場
合
に
は
、
使
用
者
が
合
理
的
な
労
働
条

件
が
定
め
ら
れ
て
い
る
就
業
規
則
を
周
知
さ
せ

て
い
た
場
合
に
は
、
労
働
契
約
の
内
容
は
そ
の

就
業
規
則
で
定
め
る
労
働
条
件
に
よ
る
こ
と
。

た
だ
し
、
当
該
規
則
を
上
回
る
基
準
を
合
意
し

て
い
る
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

�
労
使
合
意
に
よ
り
労
働
契
約
の
内
容
で
あ
る
労

働
条
件
を
変
更
で
き
る
こ
と
、
お
よ
び
合
意
に

よ
ら
ず
就
業
規
則
の
変
更
に
よ
り
労
働
条
件
を

不
利
益
に
変
更
で
き
な
い
が
、
不
利
益
変
更
で

あ
っ
て
も
合
理
的
な
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、

変
更
後
の
就
業
規
則
を
労
働
者
に
周
知
さ
せ
た

と
き
は
、
労
働
条
件
は
そ
の
変
更
後
の
就
業
規

則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

ま
た
、
労
基
法
に
定
め
る
就
業
規
則
の
変
更
手

続
、
労
働
契
約
、
法
令
、
労
働
協
約
、
就
業
規

則
と
の
効
力
関
係
を
本
法
で
定
め
た
こ
と
。

�
使
用
者
は
、
労
働
者
に
出
向
を
命
ず
る
こ
と
が

で
き
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
出
向
命
令
が
濫

用
と
な
る
と
き
に
は
無
効
と
な
る
こ
と
。

	
使
用
者
は
、
労
働
者
を
懲
戒
処
分
で
き
る
場
合

に
お
い
て
、
そ
れ
が
相
当
性
を
欠
き
権
利
濫
用

と
な
る
と
き
は
無
効
と
な
る
こ
と
。



現
行
の
労
基
法
の
解
雇
権
濫
用
無
効
規
定
を
本

法
に
移
行
し
た
こ
と
。

�
期
間
の
定
め
の
あ
る
契
約
に
つ
い
て
は
、
や
む

を
得
な
い
事
由
が
あ
る
場
合
で
な
け
れ
ば
期
間

中
に
お
い
て
は
解
雇
で
き
な
い
こ
と
及
び
そ
の

期
間
に
つ
い
て
必
要
以
上
短
く
し
な
い
よ
う
配

慮
す
る
こ
と
。

従
来
か
ら
最
高
裁
の
判
例
に
よ
っ
て
合
理
的
な

労
働
条
件
を
定
め
た
就
業
規
則
は
、
労
使
間
の
労

働
契
約
の
内
容
と
な
る
と
さ
れ
て
き
た
が
、
今
回

こ
れ
を
法
律
に
よ
っ
て
は
っ
き
り
と
定
め
た
の
で
、

各
企
業
は
一
層
就
業
規
則
の
整
備
充
実
が
必
要
と

な
る
。

労
働
契
約
法
の
成
立

弁
護
士

安
西

�

�○○○○
社長 殿

リハビリ出勤支援制度適用申請書

今般、会社が定めるリハビリ訓練出勤支援制度に基

づき診断書を添えて申請いたしますので、社内におい

てリハビリ訓練のために出勤し支援措置を行うことを

認めて頂きますようお願い致します。

つきましては、リハビリ訓練支援規程に規程する事

項を了解致しますとともに、同制度及び同規程の内容

を理解し、遵守することを誓約致します。

なお、当制度の適用期間中は、あくまでも就労では

なくリハビリ訓練のための出勤であり、会社業務への

正式就業ではないことを承諾致します。

申請日：平成 年 月 日

申請者：

（所属） （氏名） 印

（注）リハビリ訓練出勤支援給付金として申請により

交通費実費を支援する。

リハビリ訓練は、就労ではないので無給とする。

―２４―
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第
二
回
利
根
会
長
杯
争
奪
会
員
親
睦

ゴ
ル
フ
大
会
が
、
十
一
月
十
三
日
�
に

武
蔵
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
笹
井
コ
ー
ス

に
お
い
て
、
二
十
一
名
が
参
加
し
開
催

さ
れ
た
。
同
時
に
こ
の
大
会
で
は
、
原

会
長
杯
の
優
勝
者
に
よ
る
優
勝
カ
ッ
プ

の
取
切
戦
も
開
催
さ
れ
、
白
熱
し
た
プ

レ
ー
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

取
切
戦
は
藤
池
氏
栄
冠

当
日
は
、
藤
池
誠
治
競
技
副
委
員
長

（
デ
サ
ン
・
代
表
取
締
役
）
の
司
会
進

行
で
朝
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
始
ま
り
、

細
沼
哲
夫
競
技
委
員
長
（
日
本
伸
管
・

社
長
）
か
ら
「
大
会
を
大
い
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
た
い
」
旨
の
ご
挨
拶
が
あ

っ
た
。
続
い
て
、
初
参
加
の
六
名
の
方

が
自
己
紹
介
を
し
た
後
、
ル
ー
ル
説
明

等
が
行
な
わ
れ
た
。

プ
レ
ー
は
雲
一
つ
な
い
さ
わ
や
か
な

秋
晴
れ
の
中
、
半
そ
で
で
プ
レ
ー
さ
れ

る
方
も
い
る
な
ど
絶
好
の
ゴ
ル
フ
日
和

に
恵
ま
れ
、
参
加
者
全
員
が
日
頃
の
腕

前
を
競
っ
た
。

利
根
会
長
杯
（
ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
方

式
）
は
、
ア
ウ
ト
四
六
・
イ
ン
四
五
グ

ロ
ス
九
一
、
ネ
ッ
ト
七
〇
・
六
の
ス
コ

ア
ー
で
手
堅
く
ま
と
め
た
田
中
忍
氏

（
東
京
ガ
ス
・
埼
玉
支
店
長
）
が
手
中

に
収
め
た
。
準
優
勝
は
ア
ウ
ト
五
三
・

イ
ン
四
九
、
ネ
ッ
ト
七
二
の
細
沼
哲
夫

氏
が
、
シ
ニ
ア
優
勝
、
グ
ラ
ン
ド
シ
ニ

ア
優
勝
と
共
に
獲
得
し
た
。
第
三
位
は
、

ア
ウ
ト
四
六
・
イ
ン
四
三
、
ネ
ッ
ト
七

三
・
四
の
藤
倉
孝
治
氏
（
幸
手
都
市
ガ

ス
・
社
長
）
が
、
シ
ニ
ア
準
優
勝
と
共

に
獲
得
し
た
。
ベ
ス
グ
ロ
は
、
ア
ウ
ト

四
二
・
イ
ン
四
四
グ
ロ
ス
八
六
で
、
相

川
博
氏
（
首
都
圏
リ
ー
ス
・
社
長
）
が

受
賞
し
た
。

同
時
に
開
催
さ
れ
た
、
原
会
長
杯
の

取
切
戦
は
、
五
名
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
た
が
、
ネ
ッ
ト
七
五
・
六
で
回
っ

た
藤
池
誠
治
氏
が
、
念
願
の
優
勝
カ
ッ

プ
を
手
中
に
収
め
た
。

（
主
な
成
績
は
別
表
の
通
り
）

表
彰
式
・
パ
ー
テ
ィ
ー
に
は
、
原
宏

名
誉
会
長
に
も
ご
臨
席
い
た
だ
い
た
。

細
沼
競
技
委
員
長
の
挨
拶
で
ス
タ
ー
ト
、

原
名
誉
会
長
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。

成
績
発
表
に
続
き
、
細
沼
委
員
長
・

原
名
誉
会
長
よ
り
カ
ッ
プ
な
ど
の
贈
呈

が
行
わ
れ
た
が
、
原
会
長
杯
を
手
に
し

た
藤
池
氏
は
、
満
面
に
笑
み
を
た
た
え

な
が
ら
「
思
い
が
け
な
い
神
様
の
贈
り

物
に
感
謝
し
た
い
」
と
挨
拶
し
た
姿
が

印
象
的
で
あ
っ
た
。
初
参
加
者
六
名
は

も
ち
ろ
ん
、
全
員
が
和
気
藹
々
と
し
た

雰
囲
気
の
中
、
懇
親
会
が
進
み
、
本
来

の
目
的
で
あ
る
会
員
相
互
の
啓
発
・
交

流
は
一
層
深
め
ら
れ
た
。

右
か
ら
ベ
ス
グ
ロ
の
相
川
氏
、
シ
ニ
ア

準
優
勝
の
藤
倉
氏
、
優
勝
の
田
中
氏
、

原
名
誉
会
長
、
準
優
勝
・
シ
ニ
ア
優
勝
・

グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア
優
勝
の
細
沼
氏
、
原

会
長
杯
取
切
戦
優
勝
の
藤
池
氏

田田
中中
忍忍
氏氏
（（
東東
京京
ガガ
スス

埼埼
玉玉
支支
店店
長長

））
がが
優優
勝勝

第
２
回
利
根

会
長
杯
争
奪

会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

第２回会員親睦ゴルフ大会主要結果
平成１９年１１月１３日� 武蔵カントリー倶楽部 笹井コース

１．上位入賞者 （ダブルペリア）〈敬称略〉

ネット

７０．６

７２

７３．４

７３．６

７４．６

７５．２

７５．６

２．シニアの部

同 上

同 上

３．グランドシニアの部

同 上

４．原会長杯取切戦

同 上

HC

２０．４

３０

１５．６

２６．４

２６．４

２２．８

２０．４

グロス

９１

１０２

８９

１００

１０１

９８

９６

イン

４５

４９

４３

５０

５２

４７

４８

アウト

４６

５３

４６

５０

４９

５１

４８

役職名

支店長

社 長

社 長

社 長

社 長

社 長

社 長

社 長

社 長

社 長

社 長

会 社 名

東 京 ガ ス

日 本 伸 管

幸手都市ガス

サ イ カ ン

東 彩 ガ ス

大 東 ガ ス

デ サ ン

日 本 伸 管

幸手都市ガス

日 本 伸 管

デ サ ン

氏 名

田中 忍

細沼 哲夫

藤倉 孝治

土屋 貴司

川合 時雄

清水 洋

藤池 誠治

細沼 哲夫

藤倉 孝治

細沼 哲夫

藤池 誠治

順位

優 勝

準優勝

３ 位

４ 位

５ 位

６ 位

７ 位

優 勝

準優勝

優 勝

優 勝

全員で記念撮影

利
根
会
長
杯
を
獲
得
し
た
田
中
氏（
右
）

原
会
長
杯
を
手
渡
さ
れ
る
藤
池
氏（
右
）

―２５―
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〒330‐0062 �いたま市浦和区仲町1‐4‐10浦和商工ビル6F
TEL．048‐824‐7001 FAX．048‐824‐7009
http : //www.jiwe.or.jp/

�21世紀職業財団 埼玉事務所

明けましておめでとうございます 本年も宜しくお願い申し上げます
２１世紀職業財団は今年も皆様のお役にたてる事業を展開して参ります

育育児児・・介介護護雇雇用用安安定定等等助助成成金金（（両両立立支支援援レレベベルルアアッッププ助助成成金金））ののごご案案内内

※詳細につきましては財団事務所にお問い合わせ下さい

雇用管理改善セミナー
平成20年2月8日� 13 : 00～16 : 30

浦和コミュニティセンター 第15会議室（浦和パルコ9階）

講 演：話題の先進企業から学ぶポジティブアクションの取組
「一人ひとりがやりがいを持ち、

能力発揮できる企業へ」
株式会社高島屋 人事部長 明比 実也 氏

事例発表：「企業のワーク・ライフ・バランスの取組」
曙ブレーキ工業株式会社
ダイバーシティ推進室長 前上 亮子 氏

定 員：100名（先着順無料）

職場のパワーハラスメント防止セミナー
平成20年2月22日� 14 : 00～16 : 30

埼玉会館 2階 ラウンジ

講 演：起きてからでは遅すぎる�
「防止対策と防止のための仕組みづくり」

講 師：株式会社クオレ・シー・キューブ
代表取締役 岡田 康子 氏

＊「パワーハラスメント」の言葉の生みの親

定 員：60名（先着順）

参 加 費：6,000円（賛助会員は2割引）

�セミナー開催のご案内�

代代代代代代代代代代代代代代代代替替替替替替替替替替替替替替替替要要要要要要要要要要要要要要要要員員員員員員員員員員員員員員員員確確確確確確確確確確確確確確確確保保保保保保保保保保保保保保保保ココココココココココココココココーーーーーーーーーーーーーーーースススススススススススススススス
育児休業取得者の代替要員を確保し、育児休業取得者を原職等に復帰させた事業主に支給

休休休休休休休休休休休休休休休休業業業業業業業業業業業業業業業業中中中中中中中中中中中中中中中中能能能能能能能能能能能能能能能能力力力力力力力力力力力力力力力力アアアアアアアアアアアアアアアアッッッッッッッッッッッッッッッッププププププププププププププププココココココココココココココココーーーーーーーーーーーーーーーースススススススススススススススス
育児休業・介護休業を取得した労働者がスムーズに職場復帰できるようなプログラムを実施した事業主に支給

子子子子子子子子子子子子子子子子育育育育育育育育育育育育育育育育てててててててててててててててて期期期期期期期期期期期期期期期期のののののののののののののののの柔柔柔柔柔柔柔柔柔柔柔柔柔柔柔柔軟軟軟軟軟軟軟軟軟軟軟軟軟軟軟軟なななななななななななななななな働働働働働働働働働働働働働働働働きききききききききききききききき方方方方方方方方方方方方方方方方支支支支支支支支支支支支支支支支援援援援援援援援援援援援援援援援ココココココココココココココココーーーーーーーーーーーーーーーースススススススススススススススス
小学校就学前の子を養育する労働者が柔軟な働き方が出来る制度を設け、この制度を利用させた事業主に支給

事事事事事事事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業業業業業業業所所所所所所所所所所所所所所所所内内内内内内内内内内内内内内内内託託託託託託託託託託託託託託託託児児児児児児児児児児児児児児児児施施施施施施施施施施施施施施施施設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設置置置置置置置置置置置置置置置置・・・・・・・・・・・・・・・・運運運運運運運運運運運運運運運運営営営営営営営営営営営営営営営営ココココココココココココココココーーーーーーーーーーーーーーーースススススススススススススススス
事業所内に労働者の為の託児施設の設置、運営、増築を行った事業主にその費用の一部を助成

ベベベベベベベベベベベベベベベベビビビビビビビビビビビビビビビビーーーーーーーーーーーーーーーーシシシシシシシシシシシシシシシシッッッッッッッッッッッッッッッッタタタタタタタタタタタタタタタターーーーーーーーーーーーーーーー費費費費費費費費費費費費費費費費用用用用用用用用用用用用用用用用等等等等等等等等等等等等等等等等補補補補補補補補補補補補補補補補助助助助助助助助助助助助助助助助ココココココココココココココココーーーーーーーーーーーーーーーースススススススススススススススス
労働者が育児・介護サービスを利用する際に要した費用の補助を行った事業主にその補助の一定割合を助成

職職職職職職職職職職職職職職職職場場場場場場場場場場場場場場場場風風風風風風風風風風風風風風風風土土土土土土土土土土土土土土土土改改改改改改改改改改改改改改改改革革革革革革革革革革革革革革革革ココココココココココココココココーーーーーーーーーーーーーーーースススススススススススススススス
両立支援制度を利用しやすい職場環境の整備を計画的に行った指定事業主に支給

男男男男男男男男男男男男男男男男性性性性性性性性性性性性性性性性労労労労労労労労労労労労労労労労働働働働働働働働働働働働働働働働者者者者者者者者者者者者者者者者育育育育育育育育育育育育育育育育児児児児児児児児児児児児児児児児参参参参参参参参参参参参参参参参加加加加加加加加加加加加加加加加促促促促促促促促促促促促促促促促進進進進進進進進進進進進進進進進ココココココココココココココココーーーーーーーーーーーーーーーースススススススススススススススス
男性の育児参加を促進するための職場づくりに向けた取組みを行った指定事業主に支給

―２６―



新
規
学
校
卒
業
予
定
者
の
求
人
・
求

職
秩
序
の
維
持
に
つ
い
て
は
、
日
頃
か

ら
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
平
成
２０
年
度
の
大
学
、
短
期

大
学
及
び
高
等
専
門
学
校
（
以
下
「
大

学
等
」
と
い
う
。）
卒
業
予
定
者
の
採

用
選
考
開
始
期
日
、
採
用
内
定
開
始
期

日
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
１９
年
度

と
同
様
に
企
業
側
は
「
２
０
０
８
年
度

大
学
・
大
学
院
新
規
学
卒
者
等
の
採
用

選
考
に
関
す
る
企
業
の
倫
理
憲
章
」（
以

下
「
倫
理
憲
章
」
と
い
う
。）
を
、
大

学
側
は
「
平
成
２０
年
度
大
学
、
短
期
大

学
及
び
高
等
専
門
学
校
卒
業
予
定
者
に

係
る
就
職
に
つ
い
て
（
申
合
せ
）」（
以

下
「
申
合
せ
」
と
い
う
。）
を
そ
れ
ぞ

れ
定
め
、
こ
れ
ら
を
双
方
が
尊
重
す
る

こ
と
で
合
意
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
を
受
け
て
、
公
共
職
業
安
定
機

関
に
お
い
て
は
、
大
学
等
卒
業
予
定
者

の
適
正
な
就
職
・
採
用
活
動
が
行
え
る

よ
う
、
求
人
求
職
の
秩
序
の
維
持
、
公

平
・
公
正
な
採
用
の
確
保
、
採
用
内
定

取
消
し
の
防
止
等
に
努
め
る
と
と
も
に
、

こ
の
倫
理
憲
章
及
び
申
合
せ
を
踏
ま
え
、

下
記
の
と
お
り
取
り
扱
う
こ
と
と
い
た

し
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
趣
旨
に
つ
き

ま
し
て
ご
理
解
い
た
だ
き
、
大
学
等
卒

業
予
定
者
の
就
職
・
採
用
活
動
が
円
滑

に
行
わ
れ
る
よ
う
格
段
の
御
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

記

１

公
共
職
業
安
定
機
関
に
お
け
る
取

扱
い

倫
理
憲
章
及
び
申
合
せ
を
踏
ま
え
、

平
成
２０
年
度
の
公
共
職
業
安
定
機
関
に

お
け
る
取
扱
い
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

�
求
人
票
等
の
展
示
・
公
開
の
取
扱
に

つ
い
て

平
成
２０
年
度
大
学
等
卒
業
予
定
者

（
以
下
「
大
学
等
新
卒
者
」
と
い
う
。）

に
係
る
求
人
票
、
求
人
要
項
等
は
、
平

成
２０
年
４
月
１
日
以
降
に
展
示
・
公
開

す
る
。

な
お
、
平
成
２０
年
４
月
１
日
前
に
求

人
を
受
理
す
る
場
合
に
お
い
て
も
、
当

該
求
人
者
に
求
人
票
展
示
・
公
開
日
に

つ
い
て
説
明
を
し
、
了
解
を
求
め
て
お

く
。

�
公
共
職
業
安
定
機
関
が
作
成
す
る
求

人
情
報
、ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
等
に
つ
い
て

大
学
等
新
卒
者
を
対
象
と
し
た
求
人

要
項
記
載
の
あ
る
求
人
情
報
、
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
等
の
発
行
は
、
平
成
２０
年
４
月

１
日
以
降
と
す
る
。

�
公
共
職
業
安
定
機
関
が
主
催
す
る
学

生
対
象
の
就
職
面
接
会
に
つ
い
て

公
共
職
業
安
定
機
関
が
主
催
す
る
大

学
等
新
卒
者
を
対
象
と
し
た
就
職
面
接

会
は
、
求
人
の
展
示
・
公
開
開
始
以
降
、

大
学
等
の
学
事
日
程
等
に
も
配
慮
し
つ

つ
、
求
人
状
況
等
地
域
の
実
情
に
応
じ

て
開
催
す
る
。

�
専
修
学
校
の
取
扱
い
に
つ
い
て

倫
理
憲
章
及
び
申
合
せ
は
、
平
成
２０

年
度
専
修
学
校
卒
業
予
定
者
、
公
共
職

業
能
力
開
発
施
設
等
長
期
間
訓
練
課
程

終
了
予
定
者
を
対
象
と
す
る
も
の
で
は

な
い
が
、
公
共
職
業
安
定
機
関
に
お
い

て
は
、
こ
れ
ら
も
大
学
等
卒
業
予
定
者

と
同
様
の
取
扱
い
と
す
る
。

２

公
平
・
公
正
な
採
用
の
確
保
等

公
共
職
業
安
定
機
関
と
し
て
は
、
事

業
主
に
対
し
、
公
平
・
公
正
な
採
用
が

確
保
さ
れ
る
よ
う
、
次
の
点
に
つ
い
て

理
解
の
促
進
を
図
る
。

�
高
校
卒
業
予
定
者
等
の
安
定
的
な
採

用
の
確
保
を
図
る
こ
と
。

�
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
の
趣
旨
に
沿

っ
た
採
用
活
動
を
行
う
こ
と
。

�
学
生
の
自
由
な
就
職
活
動
を
妨
げ
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

�
募
集
の
中
止
及
び
募
集
人
員
の
削
減
、

採
用
内
定
取
消
し
並
び
に
入
職
時
期

繰
下
げ
が
生
じ
な
い
よ
う
、
的
確
な

採
用
計
画
に
基
づ
い
て
採
用
内
定
を

行
う
こ
と
。

�
新
規
学
卒
者
以
外
に
も
多
く
の
若
年

者
が
応
募
で
き
る
よ
う
、
応
募
機
会

の
確
保
に
努
め
る
こ
と
。

演

題
／

日
本
の
も
の
づ
く
り

講

師
／

彫
刻
家
・
元
東
京
芸
術
大
学
学
長

す
み
か
わ

き

い
ち

澄
川

喜
一
氏

日

時
／
平
成
２０
年
２
月
２０
日
�

午
前
１０
時
〜
１２
時

場

所
／
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
４
階
ロ
ー
ズ
ル
ー
ム

定

員
／
３
０
０
人
（
抽
選
）

受
講
料
／
無
料

申
込
方
法
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
ハ
ガ
キ

郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
を
記
入
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た

は
ハ
ガ
キ
に
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
当
選
者
に
は
、
後
ほ
ど
入
場

券
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

申
込
先
／
�
埼
玉
県
経
営
者
協
会

〒
３
３
０
‐
８
６
６
９

埼
玉
県
�
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
１
‐

７
‐
５
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
９
階
）

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
４
８
‐
６
４
１
‐
０
９
２
４

問
い
合
わ
せ
先
／

も
の
つ
く
り
大
学

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
４
８
‐
５
６
４
‐
３
８
１
９

�
埼
玉
県
経
営
者
協
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
４
８
‐
６
４
７
‐
４
１
０
０

主

催
／
も
の
つ
く
り
大
学
、
�
埼
玉
県
経
営
者
協
会

後

援
／
埼
玉
県
、
埼
玉
県
教
育
委
員
会
、
も
の
つ
く
り
大
学
埼

玉
県
地
域
連
絡
協
議
会

平
成
２０
年
度
の
大
学
、
短
期
大
学
及
び

高
等
専
門
学
校
卒
業
予
定
者
の
就
職
・

採
用
活
動
に
係
る
取
扱
等
に
つ
い
て

埼
玉
労
働
局
長

古
曳

享
司

もももももももももももももももももももももももももももももももも
のののののののののののののののののののののののののののののののの
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
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独
禁
法
抜
本
改
正
へ
提
言

―
公
取
委
の
審
判
廃
止
求
め
る

日
本
経
団
連
（
御
手
洗
冨
士
夫
会
長
）
は
１１
月
２０

日
、
提
言
「
独
占
禁
止
法
の
抜
本
改
正
に
向
け
た
提

言
―
審
査
・
不
服
申
立
て
の
国
際
的
イ
コ
ー
ル
フ
ッ

テ
ィ
ン
グ
の
実
現
を
―
」
を
公
表
、
直
ち
に
政
府
・

各
党
に
建
議
し
た
。

現
行
独
占
禁
止
法
の
審
判
制
度
は
、
公
正
取
引
委

員
会
が
出
し
た
課
徴
金
納
付
命
令
等
の
当
否
に
つ
い

て
公
正
取
引
委
員
会
自
ら
が
再
度
判
断
す
る
と
い
う
、

他
の
国
内
法
制
、
諸
外
国
の
制
度
に
な
い
異
例
な
制

度
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
経
団
連
で
は
、
予
見
可
能

性
が
あ
り
国
際
的
に
も
整
合
性
の
あ
る
適
正
手
続
を

確
保
す
る
と
と
も
に
、
迅
速
か
つ
明
快
な
事
件
解
決

を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
、
次
期
通
常
国
会
で
の
独
占

禁
止
法
改
正
に
向
け
て
、
公
正
取
引
委
員
会
の
審
判

を
廃
止
し
て
公
正
取
引
委
員
会
の
処
分
に
関
す
る
不

服
申
立
て
は
地
方
裁
判
所
を
第
一
審
と
す
る
訴
訟
で

行
う
こ
と
を
中
心
と
す
る
審
査
・
審
判
手
続
の
抜
本

的
な
見
直
し
を
行
う
こ
と
を
提
言
し
た
。
概
要
は
次

の
と
お
り
。

�
�
は
じ
め
に

２
年
前
に
内
閣
府
に
設
置
さ
れ
た
独
占
禁
止
法
基

本
問
題
懇
談
会
は
、
競
争
法
の
あ
る
べ
き
姿
を
根
本

に
立
ち
返
っ
て
見
直
す
と
の
２
０
０
５
年
の
独
禁
法

改
正
附
則
に
明
示
さ
れ
た
基
本
理
念
を
見
過
ご
し
、

必
要
な
論
点
に
つ
い
て
十
分
な
審
議
を
し
な
い
ま
ま
、

今
年
６
月
に
報
告
書
を
公
表
し
た
。
こ
れ
を
も
と
に

独
禁
法
の
見
直
し
が
な
さ
れ
る
な
ら
ば
、
さ
ら
に
問

題
が
深
刻
化
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

特
に
、
わ
が
国
独
禁
法
の
行
政
調
査
、
不
服
申
立

手
続
は
、
欧
米
諸
国
が
備
え
て
い
る
適
正
手
続
、
制

度
運
用
の
予
見
可
能
性
が
不
十
分
で
あ
り
、
早
急
に

改
正
す
べ
き
で
あ
る
。

�
�
望
ま
し
い
法
改
正
の
姿

１
�
不
服
申
立
手
続
の
公
正
・
公
平
性
の
確
保

�
公
正
取
引
委
員
会
の
審
判
の
廃
止

自
ら
審
査
を
行
っ
た
公
取
委
が
、
自
ら
の
排
除
措

置
命
令
・
課
徴
金
納
付
命
令
の
当
否
を
自
ら
の
審
判

に
お
い
て
判
断
す
る
構
造
の
下
で
は
、
公
正
な
審
理

の
確
保
は
困
難
で
あ
る
。
公
取
委
の
審
判
は
廃
止
し
、

公
取
委
の
行
政
処
分
に
対
す
る
不
服
申
立
て
は
、
地

方
裁
判
所
に
対
す
る
取
消
訴
訟
の
提
起
に
よ
り
行
う

こ
と
と
す
べ
き
で
あ
る
。

�
専
門
的
な
審
理
機
関
の
整
備

独
禁
法
の
専
門
家
を
招
い
て
訴
訟
に
関
与
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
制
度
を
創
設
す
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
第
一
審
を
一
定
の
地
裁
、
第
二
審
を
東
京
高
裁

に
集
中
さ
せ
、
知
験
を
蓄
え
つ
つ
統
一
的
な
判
断
を

行
う
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。

�
専
門
的
人
材
の
育
成
・
確
保

将
来
の
事
件
増
の
可
能
性
に
備
え
、
専
門
的
人
材

を
育
成
・
確
保
す
る
た
め
の
裁
判
所
の
予
算
の
確
保
、

法
科
大
学
院
等
に
お
け
る
競
争
政
策
関
連
科
目
の
充

実
を
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。

�
公
正
取
引
委
員
会
の
保
有
す
る
証
拠
の
開
示

令
状
な
し
に
収
集
さ
れ
た
証
拠
と
裁
判
所
の
命
令

で
収
集
さ
れ
た
証
拠
と
は
区
別
す
べ
き
で
あ
る
。
ま

た
、
審
査
段
階
で
公
取
委
が
収
集
し
た
証
拠
は
、
企

業
秘
密
を
非
開
示
と
し
た
上
で
、
審
査
対
象
の
事
業

者
等
が
す
べ
て
の
関
係
証
拠
を
閲
覧
で
き
る
こ
と
と

す
べ
き
で
あ
る
。

�
現
行
法
上
の
排
除
措
置
命
令
が
出
さ
れ
る
ま
で
の

適
正
手
続
の
確
保

２
�
国
際
水
準
に
適
う
新
た
な
審
査
制
度
の
構
築

�
弁
護
士
立
会
権
等
の
確
保

立
入
検
査
の
際
に
は
検
査
を
受
け
る
者
に
対
し
、

検
査
範
囲
を
適
切
に
限
定
す
る
事
前
予
告
を
行
う
こ

と
、
立
入
検
査
時
・
供
述
時
を
問
わ
ず
調
査
を
受
け

る
者
に
弁
護
士
が
立
ち
会
う
こ
と
、
調
査
対
象
者
・

弁
護
士
間
の
会
話
等
に
関
す
る
秘
匿
特
権
を
保
障
す

る
こ
と
と
す
べ
き
で
あ
る
。

�
自
己
に
不
利
益
な
供
述
を
強
要
さ
れ
な
い
自
己
負

罪
拒
否
特
権
及
び
黙
秘
権
の
創
設

�
供
述
者
の
求
め
に
応
じ
た
審
尋
調
書
・
供
述
調
書

の
写
し
の
交
付

３
�
そ
の
他
の
公
正
取
引
委
員
会
の
考
え
方
に
関
す

る
意
見

�
萎
縮
効
果
を
生
じ
さ
せ
な
い
課
徴
金
の
対
象
範
囲

の
見
直
し

課
徴
金
の
対
象
範
囲
に
つ
い
て
は
是
非
を
含
め
て

あ
り
方
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。見
直
す
場
合
に
は
、法

的
安
定
性
・
予
見
可
能
性
の
観
点
等
か
ら
、私
的
独
占

に
お
け
る
競
争
の
実
質
的
制
限
の
意
味
や
不
公
正
な

取
引
方
法
の
対
象
と
な
る
行
為
を
明
記
す
べ
き
で
あ
る
。

�
公
正
取
引
委
員
会
に
よ
る
警
告
・
公
表
要
件
の
明

確
化

�
文
書
提
出
命
令
の
特
則
の
提
出
文
書
の
限
定
等
、

証
拠
文
書
等
の
適
正
な
取
り
扱
い

�
届
出
対
象
と
な
る
株
式
保
有
割
合
の
引
き
上
げ
等
、

実
務
に
配
慮
し
た
株
式
取
得
の
事
前
届
出
化
、
一

般
集
中
規
制
の
廃
止

「
子
育
て
に
優
し
い
社
会
づ
く
り
に
向
け

て
」
取
り
ま
と
め

―
子
育
て
環
境
整
備
に
向
け
た
企
業
の
取

り
組
み
な
ど
提
言

日
本
経
団
連
は
１１
月
２０
日
、「
子
育
て
に
優
し
い

社
会
づ
く
り
に
向
け
て
―
地
域
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
を

踏
ま
え
た
子
育
て
環
境
整
備
に
関
す
る
提
言
―
」
を

公
表
し
た
。
同
提
言
は
、
御
手
洗
会
長
就
任
２
年
目

の
重
要
課
題
の
一
つ
で
あ
る
「
子
育
て
支
援
」
へ
の

取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
企
業
と
し
て
で
き
る
こ

と
は
何
か
を
中
心
に
取
り
ま
と
め
た
も
の
。
概
要
は

次
の
と
お
り
。

子
育
て
環
境
整
備
に
向
け
た
企
業
の
取
り
組
み

大
都
市
圏
で
は
保
育
所
へ
の
入
所
待
機
中
の
児
童

が
大
変
多
い
た
め
、
従
業
員
が
育
児
休
業
か
ら
円
滑

に
職
場
復
帰
し
に
く
い
。
そ
こ
で
、
企
業
自
ら
が
事

業
所
内
保
育
施
設
を
設
置
・
運
営
し
た
り
、
地
域
貢

献
と
し
て
保
育
所
整
備
に
土
地
・
建
物
を
提
供
し
た

り
す
る
こ
と
は
効
果
的
で
あ
る
。

ま
た
、
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
支
援
や
男
性
の
育

児
参
加
を
推
奨
す
る
観
点
か
ら
、
恒
常
的
な
長
時
間

労
働
の
是
正
を
中
心
に
し
た
男
性
の
働
き
方
の
見
直

し
、
女
性
の
就
労
継
続
支
援
と
再
雇
用
の
推
進
、
在

宅
勤
務
等
の
テ
レ
ワ
ー
ク
の
活
用
等
が
求
め
ら
れ
る
。

大
都
市
圏
に
お
け
る
保
育
所
待
機
児
童
問
題
へ
の
対

応
大
都
市
圏
で
は
用
地
確
保
や
費
用
負
担
等
の
問
題

が
あ
り
、
従
来
型
の
施
設
整
備
は
難
し
い
。
そ
こ
で
、

東
京
都
認
証
保
育
所
な
ど
を
参
考
に
、
駅
前
な
ど
の

利
便
性
の
高
い
場
所
で
保
育
施
設
を
設
置
し
や
す
く

す
る
た
め
、
保
育
所
の
面
積
基
準
や
保
育
従
事
職
員

の
資
格
基
準
の
緩
和
な
ど
を
進
め
、
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
保
育
マ
マ
や
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
な
ど
を
充

実
す
る
た
め
、
子
育
て
経
験
者
が
保
育
士
の
資
格
を

有
し
て
い
な
く
て
も
、
保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
と
し
て
か
か
わ
れ
る
仕
組
み
づ
く
り
を
提

案
し
て
い
る
。

全
国
各
地
域
に
お
け
る
効
果
的
な
子
育
て
環
境
整
備

に
向
け
て

既
存
の
保
育
所
や
幼
稚
園
で
は
、
一
時
預
か
り
や

広
域
入
所
、
親
子
登
園
等
さ
ま
ざ
ま
な
子
育
て
支
援

を
行
っ
て
お
り
、
今
後
、
よ
り
一
層
有
効
活
用
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
際
、
認
可
保
育
所
に
お

け
る
「
保
育
に
欠
け
る
」
要
件
を
見
直
し
、
多
様
な

保
育
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
保
育
施
設
と
し
、

幼
稚
園
と
同
様
に
、
利
用
者
が
直
接
契
約
で
き
る
よ

う
に
す
べ
き
で
あ
る
。

子
育
て
環
境
整
備
に
必
要
な
財
源
確
保

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
向
け
た
社
会
イ
ン
フ
ラ

を
整
備
す
る
た
め
の
費
用
を
賄
う
た
め
、
既
存
の
歳

出
を
徹
底
し
て
見
直
し
、
そ
れ
で
も
歳
出
増
と
な
る

部
分
は
、
新
た
な
社
会
保
険
方
式
の
導
入
で
は
な
く
、

中
長
期
的
に
安
定
的
な
財
源
を
確
保
す
べ
き
で
あ
る
。

国
民
運
動
の
再
構
築

子
育
て
環
境
を
整
備
し
て
い
く
上
で
、
子
育
て
に

対
す
る
国
民
一
人
ひ
と
り
の
暖
か
い
サ
ポ
ー
ト
、
意

識
改
革
が
不
可
欠
で
あ
る
。
し
か
し
、
国
、
地
方
自

治
体
な
ど
が
行
う
さ
ま
ざ
ま
な
子
育
て
支
援
の
活

動
・
事
業
は
縦
割
り
の
た
め
、
国
民
運
動
と
し
て
の

ま
と
ま
り
に
欠
け
て
い
る
。
既
存
の
取
り
組
み
を
見

直
し
、
国
全
体
の
一
体
感
あ
る
国
民
運
動
と
し
て
再

構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。

日
本
経
団
連
で
は
、
同
提
言
の
公
表
に
先
立
ち
、

会
員
に
対
し
て
「
家
族
の
週
間
」
に
お
け
る
国
民
運

動
へ
の
協
力
を
呼
び
掛
け
る
と
と
も
に
、
経
済
広
報

セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て
、
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
支

援
に
取
り
組
む
企
業
の
事
例
を
集
め
た
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
し
、
子
育
て
支
援
に
対
す
る
積
極
的
な
取

り
組
み
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。

経
済
広
報
セ
ン
タ
ー
が
Ｅ
Ｐ
Ａ
に
関
す
る

意
識
調
査
結
果
取
り
ま
と
め

―
認
知
度
５４
％
、
締
結
推
進
に
「
賛
成
」

７４
％

日
本
経
団
連
の
関
連
組
織
で
あ
る
経
済
広
報
セ
ン

タ
ー
（
御
手
洗
冨
士
夫
会
長
）
は
１０
月
２３
日
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
査
可
能
な
全
国
の
社
会
広
聴
会
員

（
２
９
９
１
人
）
を
対
象
に
行
っ
た
「
経
済
連
携
協

定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
調
査
結
果

を
取
り
ま
と
め
た
。
同
調
査
は
、
生
活
者
が
日
本
と

諸
外
国
・
地
域
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
な
方
向
に
す

べ
き
と
考
え
て
い
る
か
、
さ
ら
に
、
よ
り
具
体
的
に

Ｅ
Ｐ
Ａ
へ
の
関
心
や
今
後
、
外
交
上
重
要
と
な
っ
て

く
る
諸
外
国
・
地
域
な
ど
に
つ
い
て
調
査
し
た
も
の

で
、有
効
回
答
数
は
２
０
６
５
人（
有
効
回
答
率
６９
・

０
％
）。

調
査
結
果
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

日
本
と
し
て
関
係
を
強
化
し
て
い
く
べ
き
国
・
地
域

は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
６２
％

日
本
と
し
て
関
係
を
強
化
し
て
い
く
べ
き
と
考
え

る
国
・
地
域
（
複
数
回
答
）
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
（
６２

％
）、
Ｅ
Ｕ
（
４３
％
）、
中
国
（
４２
％
）、
米
国
（
３２

％
）、
イ
ン
ド
（
２４
％
）、
韓
国
（
２０
％
）、
豪
州
（
１５

％
）、
湾
岸
協
力
会
議
（
Ｇ
Ｃ
Ｃ
）（
１４
％
）
と
な
っ

て
い
る
。

日
本
と
し
て
関
係
を
強
化
し
て
い
く
べ
き
と
考
え

る
国
・
地
域
と
し
て
の
理
由
（
複
数
回
答
）
は
、
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
、
中
国
、
イ
ン
ド
で
は
、「
将
来
、
経
済

発
展
が
見
込
ま
れ
る
国
・
地
域
だ
か
ら
」
の
回
答
が

最
も
多
い
。
そ
れ
に
よ
り
「
貿
易
の
重
要
な
国
・
地

域
だ
か
ら
」
と
「
直
接
投
資
の
重
要
な
国
・
地
域
だ

か
ら
」
が
そ
れ
ぞ
れ
の
国
・
地
域
で
上
位
を
占
め
て

い
る
。
米
国
、
Ｅ
Ｕ
で
は
、「
貿
易
の
重
要
な
国
・

地
域
だ
か
ら
」
の
回
答
が
最
も
多
い
。
続
い
て
「
政

治
・
安
全
保
障
上
重
要
あ
る
い
は
重
要
に
な
っ
て
い

く
国
・
地
域
だ
か
ら
」の
回
答
が
多
い
。
韓
国
は「
地

理
的
に
近
い
国
・
地
域
だ
か
ら
」
の
回
答
が
８０
％
に

達
し
て
い
る
。
豪
州
は
食
料
や
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
供
給
国
の
項
目
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
Ｇ
Ｃ
Ｃ
は

産
油
国
を
多
く
含
む
地
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
資

源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
国
・
地
域
だ
か
ら
」
の
回

答
が
９０
％
と
最
も
多
い
。

Ｅ
Ｐ
Ａ
の
認
知
度
は
５４
％
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
締
結
の
推
進
に

「
賛
成
（
賛
成
／
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
）」が
７４
％

Ｅ
Ｐ
Ａ
を
「
内
容
を
知
っ
て
い
る
（
よ
く
／
あ
る

程
度
）」の
２３
％
と
「
名
前
だ
け
は
知
っ
て
い
る
」
の

３１
％
を
合
わ
せ
る
と
５４
％
と
、
半
数
を
や
や
上
回
る

程
度
で
あ
る
が
、
日
本
が
諸
外
国
・
地
域
と
の
間
で

Ｅ
Ｐ
Ａ
締
結
を
推
進
す
る
こ
と
に
「
賛
成
（
賛
成
／

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
）」が
７４
％
と
な
り
、
諸
外
国
・

地
域
と
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
締
結
に
積
極
的
で
あ
る
。

男
女
別
に
み
る
と
、「
賛
成
（
賛
成
／
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば
）」と
の
回
答
は
、
男
性
８３
％
、
女
性
６６
％

で
１７
ポ
イ
ン
ト
の
差
と
な
っ
て
い
る
。

Ｅ
Ｐ
Ａ
の
締
結
に
賛
成
す
る
理
由
は
「
日
本
企
業
の

海
外
事
業
展
開
が
容
易
に
な
り
、
経
済
の
発
展
に
つ

な
が
る
か
ら
」
が
５５
％

日
本
が
諸
外
国
・
地
域
と
の
間
で
Ｅ
Ｐ
Ａ
を
締
結

す
る
こ
と
に
賛
成
す
る
理
由
（
複
数
回
答
）
は
、「
日

本
企
業
の
海
外
事
業
展
開
が
容
易
に
な
り
、
経
済
の

発
展
に
つ
な
が
る
か
ら
」（
５５
％
）、「
日
本
の
資
源
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
の
確
保
に
寄
与
す
る
か

ら
」（
４０
％
）、「
日
本
か
ら
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の

輸
出
が
拡
大
す
る
か
ら
」（
３８
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

経
済
発
展
へ
の
寄
与
、
双
方
の
メ
リ
ッ
ト
の
拡
大
、

食
料
・
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
、
安
全
保

障
上
な
ど
の
経
済
的
な
問
題
と
そ
れ
以
外
の
さ
ま
ざ

ま
な
意
見
が
あ
る
。

一
方
、
日
本
が
諸
外
国
・
地
域
と
の
間
で
Ｅ
Ｐ
Ａ

を
締
結
す
る
こ
と
に
反
対
す
る
理
由
（
複
数
回
答
）

は
、「
問
題
の
あ
る
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
が
輸
入
さ
れ

る
恐
れ
が
あ
る
か
ら
」（
５２
％
）、「
競
争
の
激
化
に

よ
っ
て
国
内
産
業
が
打
撃
を
被
る
か
ら
」（
４９
％
）

と
な
っ
て
い
る
。

Ｅ
Ｕ
や
米
国
と
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
締
結
に
「
賛
成
（
賛
成

／
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
）」が
Ｅ
Ｕ
７６
％
、
米
国
６２
％

日
本
が
Ｅ
Ｕ
や
米
国
と
Ｅ
Ｐ
Ａ
を
締
結
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、「
賛
成
（
賛
成
／
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
）」

が
Ｅ
Ｕ
７６
％
、
米
国
６２
％
と
な
っ
て
い
る
。

日
本
が
Ｅ
Ｕ
、
米
国
以
外
の
国
・
地
域
と
Ｅ
Ｐ
Ａ

を
締
結
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
国
・
地
域

を
挙
げ
て
賛
否
を
回
答
し
た
生
活
者
は
２３
％
で
、
そ

の
国
・
地
域
の
内
訳
は
、
中
国
（
７
％
）、
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
（
４
％
）、
イ
ン
ド
（
３
％
）、
豪
州
（
３
％
）、

韓
国
（
２
％
）、
ロ
シ
ア
（
１
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

Ｅ
Ｐ
Ａ
の
締
結
を
推
進
す
る
に
当
た
っ
て
の
第
一
の

課
題
は
「
官
民
一
体
の
取
り
組
み
の
推
進
」
が
３４
％

Ｅ
Ｐ
Ａ
の
締
結
を
推
進
す
る
に
当
た
っ
て
の
日
本

の
第
一
の
課
題
は
、「
官
民
一
体
の
取
り
組
み
の
推

進
（
民
間
の
意
見
を
、
よ
り
取
り
入
れ
や
す
く
す
る

仕
組
み
の
確
立
）」（
３４
％
）、「
競
争
力
の
あ
る
農
業

と
す
べ
く
農
業
分
野
の
改
革
の
推
進
」（
２８
％
）、「
外

日日
本本
経経
団団
連連

提提
言言
・
提提
案案
なな
どど

―２８―



国
人
材
の
受
け
入
れ
拡
大
の
た
め
の
仕
組
み
の
整

備
」（
１９
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

年
末
賞
与
・
一
時
金
、大
手
の
７
割
で
妥
結

―
１
２
７
社
平
均
９０
万
１
０
３
１
円

日
本
経
団
連
が
発
表
し
た
「
２
０
０
７
年
年
末
賞

与
・
一
時
金

大
手
企
業
妥
結
状
況
」（
加
重
平
均
）

の
第
１
回
集
計
に
よ
る
と
、
調
査
対
象
（
従
業
員
５

０
０
人
以
上
、
２１
業
種
・
２
６
８
社
）
の
７３
・
９
％

に
当
た
る
１
９
８
社
で
妥
結
し
て
お
り
、
こ
の
う
ち
、

平
均
額
が
わ
か
っ
て
い
る
１
２
７
社
の
妥
結
額
平
均

は
９０
万
１
０
３
１
円
、
前
年
年
末
比
０
・
６９
％
増
で

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

今
回
の
集
計
結
果
を
、
同
一
企
業
の
前
年
末
妥
結

額
（
８９
万
４
８
５
１
円
）
と
比
べ
る
と
、
６
１
８
０

円
増
と
な
り
、
第
１
回
集
計
と
し
て
は
３
年
連
続
で

最
高
額
を
更
新
し
た
。

製
造
業
・
非
製
造
業
別
に
み
る
と
、
製
造
業
１
１

６
社
の
妥
結
額
平
均
は
９１
万
１
２
９
５
円
で
、
同
一

企
業
の
前
年
年
末
妥
結
額
（
９０
万
４
６
７
７
円
）
と

比
べ
る
と
、
額
で
６
６
１
８
円
増
、
ア
ッ
プ
率
は
０
・

７３
％
。
一
方
、
非
製
造
業
１１
社
の
妥
結
額
平
均
は
８４

万
２
６
８
７
円
で
、
同
一
企
業
の
前
年
年
末
妥
結
額

（
８４
万
３
９
６
円
）
と
比
べ
る
と
、
額
で
２
２
９
１

円
増
、
ア
ッ
プ
率
は
０
・
２７
％
と
な
っ
て
い
る
。

大
学
・
大
学
院
新
規
学
卒
者
等
の
採
用
選

考
へ
、
０８
年
度
企
業
の
倫
理
憲
章
発
表

―
今
年
で
１２
回
目

日
本
経
団
連
は
１０
月
１６
日
、２
０
０
８
年
度
の「
大

学
・
大
学
院
新
規
学
卒
者
等
の
採
用
選
考
に
関
す
る

企
業
の
倫
理
憲
章
」（
倫
理
憲
章
）
を
発
表
し
た
。

倫
理
憲
章
は
、１
９
９
７
年
の
就
職
協
定
廃
止
以
降
、

企
業
に
責
任
と
秩
序
あ
る
採
用
活
動
を
促
す
こ
と
を

目
的
に
毎
年
策
定
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
今
年
で

１２
回
目
。
今
回
発
表
さ
れ
た
倫
理
憲
章
は
、
０９
年
の

春
に
卒
業
す
る
新
規
学
卒
者
等
の
採
用
活
動
に
対
し

て
、
�
正
常
な
学
校
教
育
と
学
習
環
境
の
確
保
�
採

用
選
考
活
動
早
期
開
始
の
自
粛
�
公
平
・
公
正
な
採

用
の
徹
底
�
情
報
の
公
開
�
採
用
内
定
日
の
順
守
�

高
校
卒
業
者
へ
の
配
慮

を
企
業
に
求
め
て
い
る
。

２
０
０
８
年
度
大
学
・
大
学
院
新
規
学
卒
者
等
の
採

用
選
考
に
関
す
る
企
業
の
倫
理
憲
章

２
０
０
７
年
１０
月
１６
日

�
日
本
経
済
団
体
連
合
会

企
業
は
、
自
己
責
任
原
則
に
基
づ
い
て
自
主
的
に

行
う
、
２
０
０
８
年
度
大
学
・
大
学
院
新
規
学
卒
者

等
の
採
用
選
考
に
あ
た
り
、
下
記
の
点
を
十
分
配
慮

し
て
行
動
す
る
。

記

１
�
正
常
な
学
校
教
育
と
学
習
環
境
の
確
保

採
用
選
考
活
動
に
あ
た
っ
て
は
、
正
常
な
学
校
教

育
と
学
習
環
境
の
確
保
に
協
力
し
、
大
学
等
の
学
事

日
程
を
尊
重
す
る
。

２
�
採
用
選
考
活
動
早
期
開
始
の
自
粛

在
学
全
期
間
を
通
し
て
知
性
、
能
力
と
人
格
を
磨

き
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
育
成
、
輩
出
す
る

高
等
教
育
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
学
生
が
本
分
で
あ
る

学
業
に
専
念
す
る
十
分
な
時
間
を
確
保
す
る
た
め
、

採
用
選
考
活
動
の
早
期
開
始
は
自
粛
す
る
。
ま
し
て

卒
業
・
修
了
学
年
に
達
し
な
い
学
生
に
対
し
て
、
面

接
な
ど
実
質
的
な
選
考
活
動
を
行
う
こ
と
は
厳
に
慎

む
。

３
�
公
平
・
公
正
な
採
用
の
徹
底

公
平
・
公
正
で
透
明
な
採
用
の
徹
底
に
努
め
、
男

女
雇
用
機
会
均
等
法
に
沿
っ
た
採
用
選
考
活
動
を
行

う
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
学
生
の
自
由
な
就
職
活

動
を
妨
げ
る
行
為
（
正
式
内
定
日
前
の
誓
約
書
要
求

な
ど
）
は
一
切
し
な
い
。
ま
た
大
学
所
在
地
に
よ
る

不
利
が
生
じ
ぬ
よ
う
留
意
す
る
。

４
�
情
報
の
公
開

学
生
の
就
職
機
会
の
均
等
を
期
し
、
落
ち
着
い
て

就
職
準
備
に
臨
め
る
よ
う
、
企
業
情
報
な
ら
び
に
採

用
情
報
（
説
明
会
日
程
、
採
用
予
定
数
、
選
考
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
等
）
に
つ
い
て
は
、
可
能
な
限
り
速
や
か

に
、
適
切
な
方
法
に
よ
り
詳
細
に
公
開
す
る
。

５
�
採
用
内
定
日
の
遵
守

正
式
な
内
定
日
は
、
１０
月
１
日
以
降
と
す
る
。

６
�
そ
の
他

高
校
卒
業
者
に
つ
い
て
は
教
育
上
の
配
慮
を
最
優

先
と
し
、
安
定
的
な
採
用
の
確
保
に
努
め
る
。以

上

報
告
書
「
も
の
づ
く
り
中
小
企
業
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
と
現
場
力
の
強
化
」
を
発
表

―
今
後
の
課
題
、
対
応
策
な
ど
提
示

中
小
製
造
業
の
特
徴
把
握

日
本
経
団
連
は
１０
月
１６
日
、
報
告
書
「
も
の
づ
く

り
中
小
企
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
現
場
力
の
強

化
」
を
発
表
し
た
。
報
告
書
は
、
日
本
の
も
の
づ
く

り
産
業
の
競
争
力
を
支
え
て
い
る
中
小
製
造
業
の
特

徴
を
把
握
し
、
そ
れ
を
多
く
の
企
業
に
示
す
こ
と
で
、

中
小
製
造
業
の
今
後
の
企
業
経
営
の
参
考
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
同
報
告
書
の
概
要
は
次

の
と
お
り
。

日
本
の
競
争
力
の
源
泉
と
し
て
の
中
小
製
造
業

こ
れ
ま
で
日
本
経
済
の
基
盤
を
支
え
、
同
時
に
、

雇
用
を
創
出
し
、
社
会
を
支
え
る
安
定
帯
と
し
て
日

本
社
会
に
寄
与
し
て
き
た
中
小
製
造
業
だ
が
、
景
況

感
の
停
滞
、
事
業
所
数
の
減
少
な
ど
厳
し
い
状
況
に

置
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
を
打
開

し
て
い
く
た
め
に
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
現
場
力

の
強
化
が
不
可
欠
で
あ
る
。
中
小
製
造
業
に
お
け
る

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
源
泉
は
、「
現
場
」
そ
の
も
の

で
あ
る
。
現
場
で
の
日
々
の
努
力
が
「
現
場
力
」
を

高
め
、
そ
の
積
み
重
ね
が
大
き
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

多
様
な
日
本
の
中
小
製
造
業

中
小
製
造
業
は
多
様
で
あ
り
、
そ
の
特
徴
を
一
律

に
く
く
る
こ
と
が
難
し
い
た
め
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査

や
資
料
等
の
分
析
に
よ
り
、
中
小
製
造
業
を
便
宜
的

に
、
�
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ニ
ッ
チ
型
�
高
度
職
人
技
型

�
ロ
ー
カ
ル
・
ニ
ッ
チ
型
�
新
世
代
型
�
協
力
・
サ

ポ
ー
ト
型

の
５
類
型
に
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

特
徴
と
課
題
を
整
理
し
た
。

そ
の
上
で
、
優
れ
た
企
業
・
経
営
者
が
持
つ
考
え

方
・
姿
勢
に
つ
い
て
の
共
通
点
を
抽
出
し
た
。
そ
の

共
通
点
と
は
、
�
高
度
な
現
場
で
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
能
力
�
高
い
志
・
進
取
の
姿
勢
�
経
営
者
と
従
業

員
の
間
の
強
い
信
頼
関
係

の
三
つ
で
あ
り
、
こ

れ
ら
が
中
小
製
造
業
に
と
っ
て
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
推
進
と
現
場
力
強
化
を
推
進
し
て
い
く
た
め
の
エ

ン
ジ
ン
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

中
小
製
造
業
の
今
後
の
課
題
と
対
応
策

中
小
製
造
業
に
共
通
す
る
今
後
の
課
題
を
四
つ
挙

げ
、
そ
の
対
応
策
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。

�
も
の
づ
く
り
産
業
に
対
す
る
さ
ら
な
る
関
心
の
喚

起現
在
、
製
造
現
場
で
も
の
づ
く
り
の
世
界
に
入
る

若
者
が
減
少
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
も
の
づ

く
り
そ
の
も
の
に
関
心
を
示
す
若
者
は
決
し
て
少
な

く
な
い
こ
と
か
ら
、
も
の
づ
く
り
の
大
切
さ
や
楽
し

さ
を
地
道
に
伝
え
て
い
く
試
み
を
通
じ
て
、
多
く
の

若
者
が
関
心
を
持
ち
、
就
職
先
と
し
て
考
え
て
も
ら

え
る
よ
う
、
企
業
・
政
府
が
協
力
し
て
訴
え
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

�
人
材
確
保
・
育
成
の
強
化

製
造
業
、
非
製
造
業
問
わ
ず
、
中
小
企
業
で
は
概

し
て
人
材
不
足
に
悩
ん
で
い
る
。
中
小
企
業
は
自
社

の
社
風
に
適
応
で
き
る
人
材
を
採
用
し
、
自
社
に
ふ

さ
わ
し
い
よ
う
に
育
て
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

自
社
に
合
う
人
材
に
来
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
を
通
じ
て
、
自

社
の
魅
力
な
ど
を
発
信
し
、
人
々
を
引
き
付
け
て
い

く
た
め
の
地
道
な
努
力
が
求
め
ら
れ
る
。

�
政
府
支
援
の
自
発
的
な
取
捨
選
択

中
小
企
業
支
援
策
に
つ
い
て
は
使
い
勝
手
が
悪
い

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
批
判
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
が
、

有
効
に
活
用
し
て
い
る
企
業
も
あ
る
。
経
営
者
の
自

助
努
力
で
使
え
る
支
援
策
を
自
ら
探
す
こ
と
と
、
中

小
企
業
を
支
援
す
る
た
め
の
国
や
都
道
府
県
の
機
関

を
積
極
的
に
活
用
し
、
自
社
に
合
っ
た
支
援
策
を
探

し
て
い
く
姿
勢
が
必
要
で
あ
る
。

�
地
域
経
済
（
産
業
集
積
）・
研
究
機
関
と
の
連
携

競
争
激
化
が
進
む
今
日
に
お
い
て
は
、
多
く
の
企

業
が
単
独
で
生
き
残
る
こ
と
は
難
し
い
。
地
域
経
済

と
の
結
び
付
き
の
中
で
、
産
学
官
、
地
元
企
業
間
の

連
携
、
さ
ら
に
は
地
元
に
進
出
し
て
い
る
大
企
業
と

の
連
携
を
進
め
、
産
業
集
積
を
活
用
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

２
０
０
７
年
春
季
労
使
交
渉
ト
ッ
プ
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

日
本
経
団
連
は
こ
の
ほ
ど
、「
２
０
０
７
年
春
季

労
使
交
渉
に
関
す
る
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
」
を
発
表
し
た
。

調
査
結
果
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

３
割
強
が
「
定
昇
の
み
実
施
」

今
年
の
賃
金
決
定
の
結
果
（
非
管
理
職
）

「
定
昇
の
み
実
施
」
し
た
企
業
（
３０
・
６
％
）
が

最
も
多
く
、
以
下
「
ベ
ア
・
定
昇
の
区
分
な
く
賃
上

げ
」（
１８
・
３
％
）、「
ベ
ア
以
外
（
賃
金
改
善
な
ど

の
概
念
を
含
む
）の
措
置
・
定
昇
と
も
に
実
施
」（
１７
・

２
％
）、「
ベ
ア
・
定
昇
と
も
実
施
」（
１５
・
２
％
）

な
ど
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

今
次
労
使
交
渉
で
取
ら
れ
た
措
置
「
賞
与
・
一
時
金

引
き
上
げ
」
が
最
多

今
次
労
使
交
渉
の
結
果
、
取
ら
れ
た
措
置
（
複
数
回

答
）最

も
多
か
っ
た
措
置
は
「
賞
与
・
一
時
金
額
の
引

き
上
げ
」（
３８
・
８
％
）
で
、
以
下
「
若
年
層
へ
の

重
点
配
分
」（
３１
・
３
％
）、「
次
世
代
育
成
関
係
施

策
（
児
童
手
当
拡
充
な
ど
）」（
２１
・
４
％
）、「
人
材

育
成
施
策
（
自
己
啓
発
支
援
・
研
修
費
用
増
な
ど
）」

（
１５
・
６
％
）
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
の
望
ま
し
い
賃
金
決
定
の
あ
り
方

「
定
昇
の
み
と
し
、
成
果
や
業
績
は
、
ベ
ア
で
は

な
く
賞
与
に
反
映
さ
せ
て
い
く
べ
き
」（
４５
・
７
％
）

と
「
定
昇
制
度
を
見
直
し
ま
た
は
廃
止
し
、
降
給
を

含
め
た
成
果
や
業
績
に
よ
る
賃
金
決
定
と
す
べ
き
」

（
２９
・
３
％
）
の
二
つ
が
全
体
の
４
分
の
３
を
占
め

て
い
る
。
一
方
で
、「
定
昇
を
中
心
と
し
、
必
要
が

あ
れ
ば
、
ベ
ア
を
行
う
よ
う
に
す
べ
き
」
は
１５
・
３

％
、「
定
昇
＋
ベ
ア
方
式
」
は
０
・
９
％
と
な
っ
て

い
る
。

「
人
材
不
足
」
４
割
強

雇
用
の
過
不
足
状
況
の
内
訳

「
人
材
不
足
」
と
回
答
し
た
企
業
は
４２
・
０
％
で
、

こ
こ
数
年
増
加
傾
向
に
あ
る
。
一
方
、「
雇
用
余
剰

と
人
材
不
足
の
両
面
」
と
回
答
し
た
企
業
は
５２
・
１

％
で
、
減
少
傾
向
に
あ
る
。

「
春
季
労
使
交
渉
に
関
す
る
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
」
は
、
今
後
の
賃
金

対
策
や
企
業
経
営
の
参
考
と
す
る
た
め
に
１
９
６
９

年
か
ら
毎
年
、
そ
の
年
の
春
季
労
使
交
渉
の
状
況
に

つ
い
て
、
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
意
見
を
取
り

ま
と
め
た
も
の
。
２
０
０
７
年
の
調
査
は
、
日
本
経

団
連
企
業
会
員
お
よ
び
東
京
経
営
者
協
会
会
員
企
業
、

計
２
１
０
１
社
を
対
象
に
実
施
、
有
効
回
答
社
数
は

４
４
８
社
（
回
答
率
２１
・
３
％
）。

日
本
経
団
連
「
経
営
労
働
政
策
委
員
会
報
告
」
発
刊
の
ご
案
内

「
日
本
型
雇
用
シ
ス
テ
ム
の
新
展
開
と
課
題
」

去
る
１８
日
、
日
本
経
団
連
は
春
季
労
使
交
渉
の
経
営
側
の
指
針
で

あ
る
「
２
０
０
８
年
版

経
営
労
働
政
策
委
員
会
報
告
」
を
発
表
し

ま
し
た
。

本
報
告
書
は
、
企
業
経
営
者
と
有
識
者
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
な
る

日
本
経
団
連
の
経
営
労
働
政
策
委
員
会
が
、
春
季
労
使
交
渉
に
向
け

て
の
基
本
政
策
に
つ
い
て
の
論
議
を
重
ね
、
そ
の
指
針
と
し
て
ま
と

め
た
も
の
で
、今
回
は「
日
本
型
雇
用
シ
ス
テ
ム
の
新
展
開
と
課
題
」

を
主
題
に
と
り
ま
と
め
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
報
告
書
を
マ
ク
ロ
と
す
れ
ば
、
総
務
・
人
事
・
労
務

担
当
の
方
々
に
と
っ
て
の
実
務
手
引
き
書
と
も
な
っ
て
お
り
ま
す
、

「
２
０
０
８
年
版
春
季
労
使
交
渉
・
労
使
協
議
の
手
引
き
」
に
つ
き

ま
し
て
も
併
せ
て
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
お
申
し
込
み
は
左
記
を
ご
参
照
願
い
ま
す
。

頒
布
価
格

・「
２
０
０
８
年
版

経
営
労
働
政
策
委
員
会
報
告
」

定
価

６
３
０
円

会
員
割
引
価
格

５
５
０
円

・「
２
０
０
８
年
版

春
季
労
使
交
渉
・
労
使
協
議
の
手
引
き
」

定
価

１
、６
３
０
円

会
員
割
引
価
格

１
、５
５
０
円

（
い
ず
れ
も
送
料
を
実
費
申
し
受
け
ま
す
）

お
申
込
方
法

・
郵
送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
申
込
み
下
さ
い
。

・
代
金
は
「
報
告
書
・
手
引
き
」
に
請
求
書
を
添
付
致
し
ま
す
の
で
、

所
定
の
方
法
に
よ
り
お
支
払
い
願
い
ま
す
。

・
〒
３
３
０
‐
８
６
６
９

�
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
１
‐
７
‐
５

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
９
Ｆ

社
団
法
人
埼
玉
県
経
営
者
協
会
（
担
当
�
町
田
）

電

話

０
４
８
（
６
４
７
）
４
１
０
０

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
４
８
（
６
４
１
）
０
９
２
４

厚
生
年
金
保
険
料
特
例
法
の
施
行
に
関
す
る
ご
協
力
の
お
願
い

�
日
本
経
済
団
体
連
合
会

事
務
総
長

中
村

芳
夫

拝
啓

ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
存
じ
あ
げ
ま
す
。

さ
て
、
年
金
記
録
問
題
に
関
し
ま
し
て
は
、
総
務
省
・
都
道
府
県

に
設
置
さ
れ
た
「
年
金
記
録
確
認
第
三
者
委
員
会
」（
以
下
、
第
三

者
委
員
会
）
に
お
き
ま
し
て
、
本
人
か
ら
の
申
し
立
て
に
基
づ
き
、

記
録
訂
正
に
関
し
て
公
正
な
判
断
を
示
す
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
約
１
１
、０
０
０
件
の
申
し
立
て
が
あ
り
、
迅
速
か
つ
公
正

な
処
理
を
図
る
観
点
か
ら
、
今
般
、
議
員
立
法
に
よ
り
、
１２
月
１９
日

に
標
記
特
例
法
が
公
布
・
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

本
法
で
は
、
被
保
険
者
の
厚
生
年
金
保
険
料
は
控
除
さ
れ
て
い
た

が
、
事
業
主
の
誤
っ
た
届
出
等
に
よ
り
、
保
険
料
納
付
の
記
録
が
な

い
事
例
で
あ
る
と
第
三
者
委
員
会
が
判
断
す
れ
ば
、
保
険
給
付
が
行

な
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、
事
業
主
の
届
出
の
不

備
等
の
事
務
処
理
ミ
ス
に
よ
る
も
の
が
含
ま
れ
る
た
め
、
第
三
者
委

員
会
よ
り
、
今
後
各
社
に
対
し
て
、
被
保
険
者
（
申
し
立
て
人
）
に

関
す
る
記
録
の
照
会
、
回
答
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
従
業
員
の
年
金
不
安
を
解
消
す
る
観
点
か
ら
、

再
度
の
お
願
い
に
な
り
ま
す
が
、
下
記
諸
点
に
つ
い
て
各
企
業
の
積

極
的
な
ご
対
応
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

敬
具

記

１
�
第
三
者
委
員
会
ま
た
は
社
会
保
険
庁
か
ら
、
申
立
人
（
元
あ
る

い
は
現
従
業
員
）
の
年
金
記
録
に
関
す
る
事
業
主
へ
の
照
会
に
つ

き
ま
し
て
は
、
申
し
立
て
事
案
の
解
決
に
不
可
欠
な
審
議
資
料
で

あ
り
、
早
期
の
記
録
訂
正
を
図
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
可
能

な
限
り
、
迅
速
か
つ
適
切
な
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

２
�
第
三
者
委
員
会
、
社
会
保
険
庁
か
ら
の
年
金
記
録
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
に
迅
速
、
誠
実
、
適
切
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
一
層
の

体
制
の
整
備
（
第
三
者
委
員
会
対
応
の
窓
口
（
担
当
者
）
の
設
置
、

本
社
へ
の
窓
口
の
一
本
化
な
ど
）
を
お
願
い
し
ま
す
。

３
�
そ
の
他
、
本
法
施
行
に
あ
た
り
各
社
が
必
要
と
判
断
さ
れ
る
こ

と
に
つ
い
て
も
、
積
極
的
に
ご
協
力
願
い
ま
す
。
例
え
ば
、
適
用

対
象
と
な
る
元
あ
る
い
は
現
従
業
員
が
多
数
に
上
る
こ
と
を
把
握

し
た
場
合
、
当
該
企
業
の
代
理
に
よ
る
「
一
括
申
し
立
て
」
の
活

用
も
検
討
願
い
ま
す
。

以
上

〔
本
件
お
問
合
せ
先
〕
日
本
経
団
連
経
済
第
三
本
部

遠
藤
、
今
井

電
話
０
３
―
５
２
０
４
―
１
９
１
８

―２９―
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一
一
月
一
六
日
〜
一
月
一
五
日

�音
�
埼
玉
音
協

◆
一
一
・
二
一

北
部
地
区
協
議
会（
埼

玉
資
源
循
環
工
場
）

◆
一
二
・
四

第
四
三
期
労
働
法
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
第
五
講
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ

ィ
）

◆
一
二
・
五

フ
ォ
ー
ラ
ム
「
こ
こ
ろ

豊
か
な
生
き
方
・
働
き
方
〜
障
害
者

の
雇
用
促
進
を
考
え
る
〜
」（
大
宮

法
科
大
学
院
大
学
ビ
ル
）

◆
一
二
・
一
二

新
会
員
企
業
さ
ん
と

の
交
流
会
（
浦
和
ロ
イ
ヤ
ル
パ
イ
ン

ズ
ホ
テ
ル
）

◆
一
二
・
二
〇

労
働
法
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

第
六
講
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）、
�音

三
遊
亭
歌
之
介
独
演
会
（
ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
小
ホ
ー
ル
）

◆
一
・
七

労
働
法
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
第
七

講
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

旧
年
中
は
格
別
の
ご
厚
情
を
賜
り
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

本
年
も
皆
様
方
の
益
々
の
ご

活
躍
と
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
今
年
は
一
体
ど
の
よ

う
な
一
年
に
な
る
の
で
し
ょ
う

か
？

昨
年
の
よ
う
な
「
偽
」

「
食
」「
嘘
」
に
代
表
さ
れ
る

よ
う
な
漢
字
一
文
字
に
は
け
っ

し
て
な
ら
ぬ
よ
う
に
、
十
分
に

気
持
ち
を
引
き
締
め
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。

経
済
界
で
は
年
の
前
半
は
比

較
的
に
好
調
と
、
後
半
は
厳
し

く
な
る
と
の
見
通
し
の
よ
う
で

す
が
、
相
変
わ
ら
ず
の
原
油
高
、

サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
の
問
題

な
ど
と
楽
観
し
出
来
な
い
要
因

が
多
く
潜
ん
で
お
り
ま
す
。
ま

た
、
投
機
的
な
金
が
何
処
に
流
れ
る
か
も

今
は
大
き
な
経
済
影
響
を
受
け
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
企
業
に
目
を
転
じ
ま
す
と
、
一
部

業
績
好
調
な
企
業
に
学
卒
者
が
殺
到
し
て
、

中
小
零
細
企
業
の
人
材
不
足
が
表
面
化
し

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
数
年
後
の
離
職

者
を
見
込
ん
で
の
大
量
採
用
傾
向
が
強
く

感
じ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
従
来
と
比
較
し

て
、
将
来
の
幹
部
候
補
生
の
取
捨
選
択
が

企
業
サ
イ
ド
の
都
合
で
早
く
な
っ
て
き
た

と
の
見
方
も
で
き
ま
す
。

日
本
の
教
育
が
家
庭
・
学
校
・
地
域
で

な
さ
れ
な
く
な
っ
て
き
た
今
、
企
業
に
そ

の
負
担
が
実
に
大
き
く
の
し
か
か
っ
て
き

て
い
ま
す
の
で
、
選
別
を
早
め
に
お
こ
な

う
こ
と
も
仕
方
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

企
業
の
将
来
の
成
長
は
、
全
て
人
材
に

影
響
さ
れ
ま
す
か
ら
、
将
来
を
見
す
え
て

「
企
業
は
人
な
り
」を
真
剣
に
考
え
て「
人

材
育
成
」
に
力
を
思
う
存
分
入

れ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
考

え
ま
す
。

三
ケ
イ
（
Ｋ
）
と
は
、
交
際

接
待
費
・
交
通
費
・
研
修
費
な

ど
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
研
修
費

を
減
ら
す
こ
と
だ
け
は
是
非
と

も
止
め
て
い
た
だ
き
、
将
来
の

企
業
を
背
負
っ
て
い
く
若
者
を

は
じ
め
幹
部
・
役
員
に
至
る
ま

で
、
徹
底
し
た
人
材
育
成
研
修

を
今
年
は
考
え
て
も
ら
い
た
い

と
切
に
望
ん
で
い
ま
す
。

具
体
的
な
研
修
内
容
は
各
企

業
に
よ
っ
て
、
社
員
の
成
熟
度

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
や

は
り
「
思
考
力
の
低
下
」
が
最

近
は
感
じ
ら
れ
ま
す
の
で
、「
考

え
さ
せ
る
こ
と
」
の
教
育
か
ら
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。

そ
し
て
、「
社
会
人
と
し
て
の
基
礎
力
」

も
併
せ
て
行
な
う
こ
と
で
す
。
や
は
り
、

基
礎
・
原
則
・
基
本
と
い
う
と
こ
ろ
が
今

は
欠
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

「
小
集
団
活
動
」・「
Ｑ
Ｃ
サ
ー
ク
ル
」

な
ど
を
再
度
見
直
し
て
み
る
こ
と
も
必
要

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

元第一東京弁護士会副会長・元労働基準監督官・労働省基準局監督課勤務の経歴を持つ著者が、各種の新法施行、法改正に基
づいて全面改訂。労働諸条件等の取扱いをハンディにまとめた担当者座右の書……弁護士（元最高裁判所司法研修所教官、
東京最低賃金審議会会長、中央大学法学部兼任講師、中央大学法科大学院客員教授）安西 �（あんざい まさる）著

人事・労務・総務担当者必携資料 A５版 本文３６８頁 限定版 埼玉経協編

採用から退職までの法律実務
《増頁、表追加》 平成１９年１０月１日付改訂＝改訂新版、新規発行＝頒布中

頒価 一冊に付１１００円（送料
１冊２２０円、２冊３００円、３冊
５００円、４～５冊６００円、６～
１０冊９００円、１１～１００冊 １２００
円、１０１冊以上２２００円）

〒３３０‐８６６９
さいたま市大宮区桜木町１―７―５―８７

ソニックシティビル９階

社団法人 埼玉県経営者協会

電話０４８―６４７―４１００�
FAX０４８―６４１―０９２４

お
申
し
込
み
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
直
接
右
記
へ

採 用 時間外・休日労働の適用除外
契約と条件の決定 休 暇
労働慣行 人事異動
職場生活の基礎 懲戒処分
賃 金 退 職
労働時間 解 雇
外勤・みなし パート・臨時・嘱託
裁量労働 就業規則
休憩・休日 男女均等と母性保護
時間外・休日労働 個別紛争解決手続
いわゆるサービス残業 労働審判制度

全２３章 ページ追加

◇
主

な

内

容
◇

平成１９年１０月１日付、男女
雇用均等法、パート法改正
などに対応し、刷新改訂。
６０余の図表掲載。

管理・監督者
の た め の

事
業
だ
よ
り

第１６１回
企業存続の岐路はここに

エッセイスト 和 宮 英 之

改訂
発行

―３１―
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★
西
部
地
区
協
議
会

日
時

２
月
４
日
�
１３
時
３０
分
〜
１７
時

会
場

丸
広
百
貨
店

内
容

講
演
�
「
今
春
の
労
使
交
渉
を
め
ぐ
る

諸
情
勢
と
経
営
側
の
対
応
」、
講
演
�

「
納
得
の
い
く
人
事
・
賃
金
・
評
価
制

度
の
導
入
」

講
師

日
本
経
団
連
地
方
専
務
理
事
会
議
長

大
久
保
力
氏
、
Ｍ
Ｍ
Ｃ
総
研
代
表

小

柳
勝
二
郎
氏

★
北
部
地
区
協
議
会

日
時

２
月
５
日
�
１３
時
３０
分
〜
１６
時
４５
分

会
場

�
リ
ケ
ン
熊
谷
事
業
所

内
容

講
演
�
「
企
業
に
お
け
る
危
機
管
理
体

制
に
つ
い
て
」、
講
演
�
「
春
季
労
使

交
渉
・
協
議
に
臨
む
経
営
側
の
基
本
姿

勢
」

講
師

�
リ
ケ
ン
顧
問

根
本
清
司
氏

日
本

経
団
連
地
方
経
協
専
務
理
事
会
議
長

大
久
保
力
氏

★
中
部
地
区
協
議
会

日
時

２
月
６
日
�
１３
時
３０
分
〜
１６
時
３０
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
６０３
研
修
室

内
容

講
演
�
「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の

推
進
」、
講
演
�
「
春
季
労
使
交
渉
・

協
議
の
臨
む
経
営
側
の
基
本
姿
勢
」

講
師

独
協
大
学
准
教
授

阿
部
正
浩
氏
、
東

京
経
営
者
協
会
理
事

成
瀬
健
生
氏

★
南
部
地
区
協
議
会

日
時

２
月
７
日
�
１３
時
３０
分
〜
１６
時
３０
分

会
場

川
口
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
・
リ
リ
ア

内
容

講
演
�
「
春
季
労
使
交
渉
・
協
議
に
臨

む
経
営
側
の
基
本
姿
勢
」、
講
演
�「
納

得
の
い
く
人
事
・
賃
金
・
評
価
制
度
の

導
入
」

講
師

日
本
経
団
連
地
方
経
協
専
務
理
事
会
議

長

大
久
保
力
氏
、
Ｍ
Ｍ
Ｃ
総
研
代
表

小
柳
勝
二
郎
氏

★
第
２１
回
生
き
生
き
職
場
体
験
交
流
の
集
い

日
時

３
月
１９
日
�
９
時
３０
分
〜
１７
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

４
階
市
民
ホ
ー
ル

内
容

基
調
講
演
・
事
例
発
表
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
グ
ル
ー
プ
で
体
験
交

流

講
師

基
調
講
演

女
流
棋
士

矢
内
理
絵
子
氏
（
荻
野
吟

子
賞
受
賞
者
）

発
表
者

三
州
製
菓
�
総
務
部
ア
シ
ス
タ
ン
ト
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー

板
垣
千
恵
子
氏

�
東
芝
深
谷
工
場
環
境
・
施
設
管
理
部

環
境
保
全
担
当
主
務

平
原
祥
子
氏

�
ア
ル
ビ
オ
ン
熊
谷
工
場
品
質
管
理
課

武
井
直
子
氏

★
新
入
社
員
研
修

日
時

４
月
２
日
�
１０
時
〜
１７
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

４
階
市
民
ホ
ー
ル

内
容

基
調
講
演
・
講
義

講
師

り
そ
な
総
合
研
究
所
�
専
任
講
師

教

育
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

河
合
か
ほ
る
氏

フ
ジ
ノ
ン
�
取
締
役
総
務
部
長

鳥
羽

山
伸
夫
氏

〈
新
入
会
の
ご
案
内
〉

�
カ
キ
ヌ
マ

代
表
取
締
役

柿
沼
忠
四
郎

入
間
郡
三
芳
町
上
富
二
一
五
四
―
一

電
話
〇
四
九
―
二
五
八
―
八
七
三
一

（
資
）
一
千
万
円

（
従
）
六
〇
名

木
材
・
プ
レ
カ
ッ
ト
・
新
建
材
・
住
宅
機
器
・

２
×
４
・
集
成
材

�
グ
ロ
ー
バ
ル
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

代
表
取
締
役

狩
野

輝
昭

本
庄
市
見
福
三
―
一
一
―
一
〇

電
話
〇
四
九
五
―
二
二
―
〇
〇
〇
一

（
資
）
三
億
五
千
七
百
万
円

（
従
）
二
五
〇
名

情
報
サ
ー
ビ
ス
業
、
電
子
カ
ル
テ

ケ
イ
ア
イ
ス
タ
ー
不
動
産
�

代
表
取
締
役

塙

圭
二

本
庄
市
西
富
田
七
六
二
―
一

電
話
〇
四
九
五
―
二
七
―
二
五
二
五

（
資
）
八
千
七
百
万
円

（
従
）
二
四
〇
名

不
動
産
仲
介
、
不
動
産
売
買

�
サ
ン
テ
ッ
ク
ス

代
表
取
締
役
会
長

齊
藤

英
雄

川
越
市
問
屋
町
九
―
一

電
話
〇
四
九
―
二
二
四
―
二
九
五
六

（
資
）
二
千
五
百
万
円

（
従
）
七
三
名

機
械
器
具
卸
売
業
、
電
機
制
御
機
器
、
計
測

機
器
、
油
空
圧
機
器
他

�
桧
家
住
宅

代
表
取
締
役

黒
須
新
治
郎

加
須
市
大
字
南
小
浜
五
〇
九
―
一

電
話
〇
四
八
〇
―
六
五
―
八
五
六
五

（
資
）
三
億
八
千
九
百
九
十
万
円

（
従
）
四
三
二
名

木
造
軸
組
み
住
宅
の
請
負
・
販
売
・
施
工
及

び
管
理

〈
代
表
者
変
更
〉

金
子
農
機
�

社
長
室
長

小
林

光
信
（
旧

安
藤

茂
）

前
澤
化
成
工
業
�

取
締
役
熊
谷
工
場
長

池
嶋

勝
治
（
旧

樫
村

利
夫
）

ユ
ウ
ア
イ
電
子
�

代
表
取
締
役

原

潤
一
郎
（
旧

伊
藤

明
）

�
リ
ケ
ン
熊
谷
事
業
所

常
務
取
締
役
熊
谷
事
業
所
長

溝
渕

俊
雄
（
旧

五
藤

高
司
）

※
な
お
、
平
成
一
九
年
一
二
月
現
在
の
「
会
員

名
簿
」
が
完
成
し
、
一
二
月
中
に
会
員
各
位

に
お
送
り
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
で
す
の
で
、

く
わ
し
く
は
同
名
簿
を
ご
参
照
い
た
だ
き
た

く
存
じ
ま
す
。

ま
た
、
同
名
簿
記
載
事
項
に
変
更
点
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
事
務
局
あ
て
に
お
知
ら
せ
頂

く
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

埼玉県経営者協会のホームページアドレス（URL）
http : //www.saitamakeikyo.or.jp/

会員の動き 告 知 版

埼
経
協
ニ
ュ
ー
ス
三
四
二
号

２
０
０
８
年
１
月
１８
日
発
行

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
一
‐七
‐五
‐八
七

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
九
階

発
行
所
	
埼
玉
県
経
営
者
協
会

発
行
人

野
上
武
利

編
集
人

野
口
寛
治

電
話
〇
四
八
‐
六
四
七
‐
四
一
〇
〇

印
刷
所

望
月
印
刷
株
式
会
社

さ
い
た
ま
市
中
央
区
円
阿
弥
五
‐
八
‐
三
六

埼
玉
音
協
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平成20年2月2日� 17 : 30開場 18 : 00開演

�会場／本庄市民文化会館
�会費／6,200円（一般当日６，５００円を）（全席指定・税込）

ググググググググググググググググググググググググググググラララララララララララララララララララララララララララランンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデディィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーババババババババババババババババババババババババババババ ババババババババババババババババババババババババババババレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエ団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団 日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演
RECIOE FOR LAUGHTER japan tour 2008

～笑いのレシピ～

平成20年3月16日� 16 : 30開場 17 : 00開演

�会場／大宮ソニックシティ 大ホール
�会費／Ｓ席7,600円（一般８，０００円を）（税込）

＊未就学児のご入場は
ご遠慮下さい

―３２―




